
職員数　91人

給与費　【給与】336,072,787円　【職員手当等】286,893,273円　【共済費】126,345,255円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名  2 用地関係事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 258,900円 決 算 額 43,960円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 214,940円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

公有地の拡大の推進に関する法律、国土利用計画法、不動産登記法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・用地買収事務や、国土利用計画法及び公有地の拡大の推進に関する法律に伴う土地取引の届出等に関する事務を行います。

・寄附や帰属等による、所有権移転及び地目変更等の登記事務をほかの室・課の依頼に基づいて行います。

・土地利用等検討委員会に関する事務を行います。

・不動産評価委員会に関する事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　土地利用等検討委員会及び不動産 　土地利用等検討委員会を開催しま 　土地利用等検討委員会及び不動産 　土地利用等検討委員会及び不動産

評価委員会を開催しました。 した。 評価委員会を開催しました。 評価委員会を開催しました。

■実施結果

・土地取引に伴う国土利用計画法の届出等に関する事務を行いました。

・国土利用計画法の届出事務12件の処理を行いました。

・土地利用等検討委員会を3回開催しました。

・箕面市不動産評価委員会を4回開催しました。

・公有地の拡大の推進に関する法律に関する申出2件、届出5件の処理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業用地等の取得及び処分等を円滑に進めるため土地利用等検討委員会で審議を行いました。また、里道水路等の払い下げや移転補償等の経費

及び処分等適正な価格評価を審議するため、箕面市不動産評価委員会に諮りました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（土木総務費）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 751,592,000円 決 算 額 749,311,315円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,280,685円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果



を円滑に推進するため、消耗品 調整を円滑に推進するため、消耗品

の購入等を行いました。 の購入等を行いました。 の購入等を行いました。 の購入等を行いました。

■実施結果

　みどりまちづくり部内全般の協議調整を円滑に推進するために必要な物品（事務用品、職員貸与品等）の購入にかかる経費を適切に執行しまし

た。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281100 みどりまちづくり部 まちづくり政策室 

事業名  5 開発行為等調整事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 56,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 56,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市中高層建築物の建築に係る紛争の調整に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中高層建築物の建築に係る紛争を解決するために設置した箕面市建築紛争あっせん委員会（弁護士1名、学識経験者1名で構成）及び調停委員会

（弁護士1名、建築士3名で構成）を運営します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　あっせん・調停を実施しませんで 　あっせん・調停を実施しませんで 　あっせん・調停を実施しませんで 　あっせん・調停を実施しませんで

した。 した。 した。 した。

■実施結果

　あっせん・調停を実施しませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281100 みどりまちづくり部 まちづくり政策室 

事業名  4 みどりまちづくり部一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 812,560円 決 算 額 712,539円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 100,021円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　みどりまちづくり部内全般の協議調整を円滑に推進するために必要な物品（事務用品、職員貸与品等）の購入や資料印刷及び出張旅費の支給を

行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　みどりまちづくり部内全般の協議 　みどりまちづくり部内全般の協議 　みどりまちづくり部内全般の協議 　みどりまちづくり部内全般の協議

調整を円滑に推進するため、消耗品 調整を円滑に推進するため、消耗品 調整



例に基づく届出・協議を適正、円滑に実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  9 工事積算システム管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  1 土木管理費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  1 土木総務費

予 算 現 額 263,000円 決 算 額 262,447円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 553円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　工事積算システムの管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　工事積算システムの管理運営を行 　工事積算システムの管理運営を行 　工事積算システムの管理運営を行 　工事積算システムの管理運営を行

いました。 いました。 いました。 いました。

■実施結果

　工事積算システムの適正な管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  8 公園緑地室一般事務経費（土木総務費）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 613,897円 決 算 額 600,151円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 13,746円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　まちづくり推進条例に基づく届出・協議に係る事務用品の購入や関係資料の焼き付け、大阪府との調整事務などに係る旅費を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　まちづくり推進条例に基づく協議 　まちづくり推進条例に基づく協議 　まちづくり推進条例に基づく協議 　まちづくり推進条例に基づく協議

を行いました を行いました。 を行いました。 を行いました。

■実施結果

　まちづくり推進条



まちづくり部 道路整備室 

事業名 13 工事積算システム管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  1 土木管理費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  1 土木総務費

予 算 現 額 364,000円 決 算 額 359,420円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,580円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　工事積算システムの管理運営を行います。

①システム保守、機器リースの更新

②プリンタートナー等の交換

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・単価データの更新を行いました。 ・単価データの更新を行いました。 ・単価データの更新を行いました。 ・単価データの更新を行いました。

・月々のシステム賃借料の支払いを ・月々のシステム賃借料の支払いを ・月々のシステム賃借料の支払いを ・月々のシステム賃借料の支払いを

　行いました。 　行いました。 　行いました。 　行いました。

■実施結果

　工事積算システムを活用することで、業務の効率化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 12 道路整備室一般事務経費（土木総務費）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 80,000円 決 算 額 75,105円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,895円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　事務用品、切手等の購入および出張旅費の執行を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消耗品費等の購入を行いました。 　消耗品費等の購入を行いました。 　消耗品費等の購入を行いました。 　消耗品費等の購入を行いました。

■実施結果

　普通旅費や通信費等の円滑な執行、及び消耗品の適正な管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281600 みどり



■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 17 土木施設維持管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  1 土木管理費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  1 土木総務費

予 算 現 額 1,706,743円 決 算 額 1,532,049円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 174,694円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　道路、公園、河川等の適正な維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　市民から寄せられる依頼に対して 　市民から寄せられる依頼に対して 　市民から寄せられる依頼に対して 　市民から寄せられる依頼に対して

迅速な対応を行いました。 迅速な対応を行いました。 迅速な対応を行いました。 迅速な対応を行いました。

■実施結果

　市民から寄せられる苦情や要望に対して迅速に対応し、適切に土木施設の維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 16 道路管理室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 252,000円 決 算 額 189,835円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 62,165円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　道路管理室の運営に必要な事務用品等の購入及び出張旅費の支払いを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　事務用品等の購入、出張費などの 　事務用品等の購入、出張費などの 　事務用品等の購入、出張費などの 　事務用品等の購入、出張費などの

支払いを行いました。 支払いを行いました。 支払いを行いました。 支払いを行いました。

■実施結果

　事務用品、切手等の購入及び出張旅費の支払いを行いました。



出力にかかる大判プリンター ・図面出力にかかる大判プリンター ・図面出力にかかる大判プリンター

　の消耗品の購入等を実施しまし　 　の消耗品の購入等を実施しまし　 　の消耗品の購入等を実施しまし　 　の消耗品の購入等を実施しまし　

　た。 　た。 　た。 　た。

■実施結果

 道路台帳管理システムを活用することで、図面等の迅速な検索・出力等事務処理の効率化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 19 不法屋外広告物撤去対策事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 42,000円 決 算 額 41,991円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 9円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

屋外広告物法、大阪府屋外広告物条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市内全域における不法屋外広告物の撤去作業を年2回実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　大阪府屋外広告物条例の事務に関 　特にありません。 　10月に第1回箕面市不法屋外広告 　3月に第2回箕面市不法屋外広告物

する交付金（平成30年度分）の請求 物撤去作業を実施しました。（撤去 撤去作業を実施しました。（撤去枚

事務を行いました。 枚数35枚） 数23枚）

■実施結果

　10月、3月の計2回、箕面市不法屋外広告物撤去対策協議会で、一斉撤去作業を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　日常パトロール等による撤去・指導を行うことにより、不法屋外広告物は徐々に減少していますが、引き続き事業を継続していく必要がありま

す。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 18 道路等固定資産情報管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  1 土木管理費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  1 土木総務費

予 算 現 額 812,257円 決 算 額 717,472円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 94,785円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消耗品の購入、大判プリンターのリース、各種機器の修繕等、必要な経費の支払いを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・道路台帳管理システムを運営しま ・道路台帳管理システムを運営しま ・道路台帳管理システムを運営しま ・道路台帳管理システムを運営しま

　した。 　した。 　した。 　した。

・図面出力にかかる大判プリンター ・図面



　法定外公共物の境界確定及び使用

許可等の財産管理事務を実施しまし 許可等の財産管理事務を実施しまし 許可等の財産管理事務を実施しまし 許可等の財産管理事務を実施しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

　法定外公共物の境界確定及び使用許可等の財産管理業務を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名 23 営繕課一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 55,440円 決 算 額 55,217円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 223円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　営繕課の各種事業実施のための事務にかかる出張旅費の支給、事務用品や図書類等を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　適正な事務を行いました。 　適正な事務を行いました。 　適正な事務を行いました。 　適正な事務を行いました。

■実施結果

　適正に事務を執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 20 法定外公共物財産管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  1 土木管理費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  1 土木総務費

予 算 現 額 184,000円 決 算 額 109,561円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 74,439円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市法定外公共物の管理に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　法定外公共物（里道・水路など）の境界確定及び使用許可等の財産管理業務を行います。

２　新たに存在が明らかになった国有地について、譲与の追加申請を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　法定外公共物の境界確定及び使用 　法定外公共物の境界確定及び使用 　法定外公共物の境界確定及び使用



画修繕を実施しました。 ・計画修繕を実行しました。

・臨時修繕を実施しました。 ・臨時修繕を実施しました。 ・臨時修繕を実施しました。 ・臨時修繕を実行しました。

■実施結果

　市有建築物の修繕等を計画的に実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281900 みどりまちづくり部 建築室 

事業名 27 建築室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 152,000円 決 算 額 136,199円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,801円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　建築室の各種事業実施のための事務にかかる出張旅費の支給、事務用品や図書類等を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　適正な事務執行を行いました。 　適正な事務執行を行いました。 　適正な事務執行を行いました。 　適正な事務執行を行いました。

■実施結果

　適正な事務執行を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281900 みどりまちづくり部 建築室 

事業名 26 市有建築物維持管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 3,561,000円 決 算 額 3,371,877円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 189,123円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　計画修繕の実施　行政評価（チェックシート）のうち、建築室で直営対応可能なものについて予算化し修繕を実施します。

２　臨時修繕の実施　各施設で発生した不測の破損や故障などのうち、建築室で直営対応可能なものについては、各施設管理者から業務依頼を受

　付けた上で実施する直営修繕業務を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・計画修繕を実施しました。 ・計画修繕を実施しました。 ・計



条例20条協議　14件 ・条例20条協議　8件

・条例20条の2協議　185件 ・条例20条の2協議　170件 ・条例20条の2協議　181件 ・条例20条の2協議　175件

・地域建設行為審査会　3回 ・地域建設行為審査会　2回 ・地域建設行為審査会　3回 ・地域建設行為審査会　3回

■実施結果

　条例20条協議　52件、条例20条の2協議　711件の処理を行いました。

　箕面市地域建設行為審査会を11回実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、関係法令等及び箕面市まちづくり推進条例を遵守し、良好なまちなみや住環境の維持に努めます。

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 32 建設行為等事前協議事務事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 625,000円 決 算 額 414,703円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 210,297円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市まちづくり推進条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　前年度分の建設行為事前協議書の内容等をデジタル保存（ＤＶＤ化）します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　委託業務を発注し、業務の完了を 　特にありません。 　特にありません。

確認しました。

■実施結果

　建設行為事前協議書（平成30年度）のデジタル保存を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 31 審査指導室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 1,832,000円 決 算 額 1,600,551円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 231,449円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市まちづくり推進条例、箕面市優良宅地等認定事務施行規則、租税特別措置法、都市計画法、宅地造成等規制法、建築基準法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・まちづくり推進条例に基づく指導をします。　

・優良宅地及び優良住宅の認定事務をします。　

・都市計画法、宅地造成等規制法に基づく指導をします。

・地域建設行為審査会を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・条例20条協議　18件 ・条例20条協議　12件 ・



結果（成果） ■実施結果（成果）

　該当案件がありませんでした。 　該当案件がありませんでした。 　該当案件がありませんでした。 　該当案件がありませんでした。

■実施結果

　案件がありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 34 開発行為等許可事務事業（権限移譲分）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 328,000円 決 算 額 281,112円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 46,888円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

都市計画法、宅地造成等規制法、箕面市まちづくり推進条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市街化区域における都市計画法・宅地造成等規制法に基づく許可等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・都市計画法に基づく ・都市計画法に基づく ・都市計画法に基づく ・都市計画法に基づく

　事務処理件数　28件 　事務処理件数　48件 　事務処理件数　37件 　事務処理件数　25件

（登録簿の写し交付を含む） （登録簿の写し交付を含む） （登録簿の写し交付を含む） （登録簿の写し交付を含む）

・宅地造成等規制法に基づく ・宅地造成等規制法に基づく ・宅地造成等規制法に基づく ・宅地造成等規制法に基づく

　事務処理件数　1件 　事務処理件数　1件 　事務処理件数　2件 　事務処理件数　3件

■実施結果

・都市計画法に基づく事務処理件数　138件

・宅地造成等規制法に基づく事務処理件数　7件

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 33 開発調整事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 152,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 152,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市まちづくり推進条例、箕面市ラブホテル建築の規制に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

特になし

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　案件が出た場合、地盤地質の面で造成時に注意を要する場所について、学識経験者の調査・所見を受けて事業者に防災上必要な措置を講じさ

　せます。

２　案件が出た場合、市長の諮問に応じ審議する「箕面市ラブホテル建築行為規制審議会」を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施



、確認済証及び検査 　タベース化し、確認済証及び検査 　タベース化し、確認済証及び検査

　済証の発行業務を行いました。 　済証の発行業務を行いました。 　済証の発行業務を行いました。 　済証の発行業務を行いました。

・建築基準法第12条第8項に基づく ・建築基準法第12条第8項に基づく ・建築基準法第12条第8項に基づく ・建築基準法第12条第8項に基づく

　台帳をデータベース化し、適切に 　台帳をデータベース化し、適切に 　台帳をデータベース化し、適切に 　台帳をデータベース化し、適切に

　運用しました。 　運用しました。 　運用しました。 　運用しました。

■実施結果

・建築確認及び検査済の内容をデータベース化し、確認済証及び検査済証の発行業務を行いました。

・建築基準法第12条第8項に基づく台帳をデータベース化し、適切に運用しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 36 建築審査会事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 916,000円 決 算 額 522,098円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 393,902円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

建築基準法第78条、箕面市建築審査会条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　建築基準法に基づく同意や重要事項の調査審議などを行うために設置されている「建築審査会」の運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　建築審査会を1回開催しました。 　建築審査会を1回開催しました。 　建築審査会を1回開催しました。 　建築審査会を1回開催しました。

・諮問案件　0件 ・諮問案件　0件 ・諮問案件　0件 ・諮問案件　0件

・報告案件　3件 ・報告案件　9件 ・報告案件　5件 ・報告案件　3件

■実施結果

　建築審査会を4回開催しました。

・諮問案件　 0件

・報告案件　20件

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 35 建築確認支援システム管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 土木総務費

予 算 現 額 1,089,000円 決 算 額 1,088,637円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 363円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

建築基準法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　建築行政共用データベースシステムの保守・管理委託を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・建築確認及び検査済の内容をデー ・建築確認及び検査済の内容をデー ・建築確認及び検査済の内容をデー ・建築確認及び検査済の内容をデー

　タベース化し、確認済証及び検査 　タベース化し



62件 　認定件数　67件 　認定件数　62件 　認定件数　66件

■実施結果

　認定件数　257件

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 38 低炭素建築物促進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 09 環境にやさしい生活を進めます  1 土木管理費

取 組 28 省資源、省エネルギー、自然エネルギー化を進めます  1 土木総務費

予 算 現 額 44,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 44,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

都市の低炭素化の促進に関する法律

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　都市の低炭素化の促進に関する法律第54条の規定による認定を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　認定件数　3件 　認定件数　3件 　認定件数　5件 　認定件数　2件

■実施結果

　認定件数　13件

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 37 長期優良住宅促進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  1 土木管理費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  1 土木総務費

予 算 現 額 59,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 59,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

長期優良住宅の普及の促進に関する法律、箕面市長期優良住宅の普及の促進に関する法律施行条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　長期にわたり良好な状態で使用するための措置が講じられた優良な住宅の普及を促進するため、長期優良住宅の普及の促進に関する法律に基づ

く認定事務等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　認定件数　



保有地の有効な利用を図ります。

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 51 不動産鑑定評価等委託事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 386,100円 決 算 額 308,880円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 77,220円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方自治法、公有地の拡大の推進に関する法律、公共事業に係る不動産鑑定報酬基準、箕面市土地開発基金条例、箕面市契約規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　令和元年度に土地開発基金で用地取得する予定の事業について、不動産鑑定評価の委託を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　総合評価一般競争入札により、鑑 　鑑定業者に鑑定評価委託を行いま

定業者を決定いたしました。 した。

■実施結果

　都市計画道路瀬川新稲線事業用地取得のため不動産鑑定評価を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　不動産（土地･建物等）の適正価格による取得及び補償に努めていく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 50 土地開発基金繰出事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  1 土木総務費

予 算 現 額 2,900,000円 決 算 額 2,900,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市土地開発基金条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　土地開発基金の運用収益（預金利息や基金保有地の貸し付け等）を、年度末の補正予算により同基金に積み立てを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　土地開発基金への積み立てを行い

ました。

■実施結果

　土地開発基金への積み立てを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業用地を取得するための資金源となるように基金



ました。

・令和元年度の負担金の支払いを行

　いました。

■実施結果

　国道423号の整備促進協議会の担当者会議に出席し、負担金の支払を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281900 みどりまちづくり部 建築室 

事業名 54 公共施設ブロック塀等安全対策事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 土木管理費

取 組 07 地域防災力を高め災害に強いまちづくりを進めます  1 土木総務費

予 算 現 額 14,801,000円 決 算 額 14,690,500円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 110,500円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　平成30年度第2次補正予算において措置された国庫交付金を活用して公共施設のブロック塀等安全対策工事を実施し、施設利用者等の安全対策

を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　国の補正により国庫交付金の措置 　ブロック塀等安全対策工事に伴う ・ブロック塀等安全対策工事を実施

があったため、補正予算を計上しま 実施設計を進めました。 　しました。

した。 ・ブロック塀等安全対策工事費用を

　支払いました。

■実施結果

　公共施設のブロック塀等安全対策工事を実施し、公共施設利用者等の安全を確保しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　倒壊のおそれのある公共施設のブロック塀等を撤去し、倒壊予防措置を講じることで公共施設利用者等の安全を確保しました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 53 国道４２３号整備促進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  1 土木管理費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  1 土木総務費

予 算 現 額 20,000円 決 算 額 20,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　国道423号の道路線形等の整備改善、交通安全対策の実施について、国および府への要望活動を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　国道423号整備促進協議会の担当 ・国道423号整備促進協議会の総会 　国道423号整備促進協議会の担当 　特にありません。

者会議に出席をしました。 　に出席しました。 者会議に出席をし



：木造住宅50件）、ブロ

ック塀等倒壊予防工事費（予定件数15件）に対する補助や、特定建築物等の耐震診断及び改修の進捗管理を行います。耐震化促進の最大のツール

である耐震診断無料キャンペーンの継続、未耐震建築物の所有者への個別の情報提供、市耐震対策協定締結事業者協議会やＮＰＯ法人との連携に

よる個別相談事業を展開、自治会や高齢者の集会等への出前説明会を実施等、多様な方法で建築物の耐震に対する市民意識の向上を図るため啓発

を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　申請件数 　申請件数 　申請件数 　申請件数

　・耐震診断費補助　住宅　10件 　・耐震診断費補助　住宅　10件 　・耐震診断費補助　住宅　10件 　・耐震診断費補助　住宅　 0件

　・耐震設計費補助　住宅　 8件 　・耐震設計費補助　住宅　 5件 　・耐震設計費補助　住宅　 9件 　・耐震設計費補助　住宅　 0件

　・耐震工事費補助　住宅　17件 　・耐震工事費補助　住宅　 7件 　・耐震工事費補助　住宅　 4件 　・耐震工事費補助　住宅　 3件

　・ブロック塀工事補助　　 6件 　・ブロック塀工事補助　　 4件 　・ブロック塀工事補助　　 2件 　・ブロック塀工事補助　　 1件

■実施結果

　申請件数

　・耐震診断費補助　住宅　30件

　・耐震設計費補助　住宅　22件

　・耐震工事費補助　住宅　31件

　・ブロック塀工事補助　　13件

■実施事業の課題の整理（総括）

　「耐震診断済み」から「耐震化済み」につなげ、未耐震の建築物を減らすことが課題です。

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 62 民間建築物アスベスト対策事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  1 土木管理費

取 組 31 みどりや自然エネルギーを取り入れた環境共生型のまちづくりを進めます  1 土木総務費

予 算 現 額 250,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 250,000円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

建築基準法第28条の2

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　民間建築物のアスベスト分析調査に対する補助を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　補助申請件数　0件 　補助申請件数　0件 　補助申請件数　0件 　補助申請件数　0件

■実施結果

　補助申請はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 282000 みどりまちづくり部 審査指導室 

事業名 61 住宅・建築物耐震改修促進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 土木管理費

取 組 07 地域防災力を高め災害に強いまちづくりを進めます  1 土木総務費

予 算 現 額 34,227,000円 決 算 額 22,388,844円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,838,156円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

建築物の耐震改修の促進に関する法律、箕面市既存民間建築物耐震診断費補助金交付要綱、箕面市既存民間木造住宅耐震改修設計費補助金交付要

綱、箕面市既存民間木造住宅耐震改修工事費補助金交付要綱、箕面市ブロック塀等倒壊予防工事費補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

箕面市住宅・建築物耐震化促進計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　耐震診断費（予定件数：木造住宅200件）、耐震改修設計費（予定件数：木造住宅50件）、耐震改修工事費（予定件数



せん。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  2 ため池親水施設管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 12 山麓に代表されるみどり豊かな自然環境を守ります  1 土木管理費

取 組 37 美しい河川を守り、水辺環境とのふれあいの機会を大切にしていきます  2 親水施設管理費

予 算 現 額 2,566,000円 決 算 額 2,230,415円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 335,585円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画、箕面市地域防災計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市内3箇所のため池親水施設（新稲3池・打越池・唐池）の清掃・除草管理及び施設修繕を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　ため池親水施設清掃業務委託を実 　ため池親水施設清掃業務委託を実 　ため池親水施設清掃業務委託を実 　ため池親水施設清掃業務委託を実

施しました。 施しました。 施しました。 施しました。

■実施結果

　市内3箇所のため池親水施設（新稲３池・打越池・唐池）の清掃・除草管理及び施設修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  1 親水公園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  1 土木管理費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  2 親水施設管理費

予 算 現 額 49,103円 決 算 額 48,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 503円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市内親水公園の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　施設の修繕を行いました。 　施設の点検を行いました。 　施設の点検を行いました。 　施設の点検を行いました。

■実施結果

　市内親水公園の適正な維持管理を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありま



事業費へ繰出を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 50 特別会計公共用地先行取得事業費繰出金（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  3 公共用地先行取得費

予 算 現 額 184,382円 決 算 額 184,382円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方自治法、箕面市会計規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　特別会計公共用地先行取得事業費へ必要な運営資金の繰出を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　特別会計公共用地先行取得事業へ

繰出を実施しました。

■実施結果

　特別会計公共用地先行取得事業費へ繰出を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名  1 特別会計公共用地先行取得事業費繰出金（経常）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  1 土木管理費

取 組 55 内部管理  3 公共用地先行取得費

予 算 現 額 12,918,618円 決 算 額 8,276,314円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,642,304円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方自治法、箕面市会計規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　特別会計公共用地先行取得事業費への必要な運営資金の繰出を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特別会計公共用地先行取得事業費 　特別会計公共用地先行取得事業費 　特別会計公共用地先行取得事業費

へ繰出を実施しました。 へ繰出を実施しました。 へ繰出を実施しました。

■実施結果

　特別会計公共用地先行取得



果） ■実施結果（成果）

　申請に対して審査し、補助金の交 　申請に対して審査し、補助金の交 　申請に対して審査し、補助金の交 　補助事業の実績報告を受け、7件

付事務を行い、6件の交付決定を行 付事務を行い、7件の交付決定を行 付事務を行い、6件の交付決定を行 の補助金の交付を行いました。

いました。 いました。補助事業の実績報告を受 いました。補助事業の実績報告を受

け、4件の補助金の交付を行いまし け、8件の補助金の交付を行いまし

た。 た。

■実施結果

　補助金を交付することで、後退した道路が公道として担保されることになりました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　拡幅整備に関する事業者の理解と協力が得られるように要綱の趣旨や補助制度の内容を説明する必要があります。

担 当 部 局 261400 地域創造部 交通政策室 

事業名  1 桜井・牧落駐輪場管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 12,403,000円 決 算 額 12,402,384円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 616円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立駐車場条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　牧落及び桜井駐輪場の管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　利用台数 　利用台数 　利用台数 　利用台数

・牧落25,065台 ・牧落23,231台 ・牧落24,324台 ・牧落18,834台

・桜井29,791台 ・桜井28,244台 ・桜井28,791台 ・桜井22,902台

・指定管理者の評価に係る合議を行

　いました。

■実施結果

・牧落駐輪場で年間91,454台、桜井駐輪場で年間109,728台、年間計201,182台の利用がありました。

・平成30年度より、公益社団法人箕面市シルバー人材センターを指定管理者として、適切な管理運営に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各駐輪場の適切な管理運営に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 50 狭あい道路整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  2 道路橋りょう費

取 組 07 地域防災力を高め災害に強いまちづくりを進めます  1 道路橋りょう総務費

予 算 現 額 31,310,000円 決 算 額 28,493,620円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,816,380円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

建築基準法第42条、箕面市狭あい道路拡幅等に関する要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　狭あい道路（有効幅員4ｍ未満の道路）の拡幅整備について、用地測量、側溝・舗装の新設工事、分筆費用などの一部を補助する事業で、寄附

の場合（補助率9/10）・無償使用の場合（補助率1/3）の各補助率に応じた補助金の交付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成



を行いました。 ・道路の側溝清掃等を行いました。 ・道路の側溝清掃等を行いました。

・街路灯の電気使用料及び小野原7 ・街路灯の電気使用料及び小野原7 ・街路灯の電気使用料及び小野原7 ・街路灯の電気使用料及び小野原7

　号線のトイレ他の水道料金の支払 　号線のトイレ他の水道料金の支払 　号線のトイレ他の水道料金の支払 　号線のトイレ他の水道料金の支払

　いを行いました。 　いを行いました。 　いを行いました。 　いを行いました。

■実施結果

　交通安全施設の維持管理を適切に行ったことにより、歩行者や車両の通行の安全を確保することができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名  5 箕面駅前広場維持管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 7,396,000円 決 算 額 6,927,528円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 468,472円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面駅前広場の維持管理を行います。（駅前トイレの清掃、施設の修繕、樹木剪定、除草）

　また、トイレ照明等の光熱水費の支払いを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面駅前トイレの清掃を行いまし ・箕面駅前トイレの清掃、除草を行 　箕面駅前トイレの清掃、除草を行 ・箕面駅前トイレの清掃、除草を行

た。 　いました。 いました。 　いました。

・箕面駅前トイレの倉庫扉の鍵の修 ・駅前広場の樹木剪定及び低木補植

　繕を行いました。（1件） 　を行いました。

・箕面駅前トイレの扉の鍵等の修繕

　を行いました。（2件）

■実施結果

　箕面駅前広場の維持管理を適切に行い、美観の向上並びに快適性を維持することができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　トイレ等、施設利用者のモラルの低下により、トイレ施設や駅前広場の汚損などが発生しています。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名  4 道路・交通安全施設管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 118,435,000円 決 算 額 117,282,433円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,152,567円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　道路の側溝清掃、街渠清掃、管渠清掃、除草、不法投棄物回収作業等を実施します。

２　街路灯の電気使用料等の支払いを行います。

３　道路管理に必要な経費（損害保険料等）の執行を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・道路の側溝清掃等を行いました。 ・道路の側溝清掃等



施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・自主管理団体を決定しました。　 ・交付金支給団体の報告書を確認し ・交付金支給団体の報告書を確認し ・交付金支給団体の報告書を確認し

　（17団体） 　ました。 　前期分の交付金を支払いました。 　後期分の交付金を支払いました。

・花壇管理委託を発注しました。 ・花壇管理委託の施行を確認しまし ・後期からの新規団体の決定及び初 ・花壇管理委託の施行を確認しまし

　た。 　度交付金を支払いました。 　た。

・花壇管理委託の施行を確認しまし

　た。

■実施結果

　市民自主管理団体による道路等の維持管理活動に対し、交付金を支払いました。また、一般財団法人箕面市障害者事業団へ花壇管理を委託しま

した。

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民による道路の維持管理活動を実施する自主管理団体の数が少なく、新規の団体の相談も少ないことから、歩道の清掃など自主管理団体で実

施することが望ましい区域の拡大が図れません。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名  7 道路台帳管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 4,859,580円 決 算 額 4,767,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 92,180円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法第18条，第28条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　道路の新設・改良・寄附・移管等に伴う市道の認定、変更、廃止及び経年変化の修正を行います。

２　大阪府より地方交付税等の算定に用いる基礎数値の照会があり、調査回答を行います。

３　道路台帳管理システムの地図情報の更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　委託発注に向けての資料収集等を 　委託発注に向けての資料収集等を 　委託発注を行いました。  委託業者との打ち合わせ・業務指

行いました。 行いました。 示を行い、委託業務が完了しました

。

■実施結果

　市道の認定、変更及び廃止、道路台帳の経年変化の修正を行いました。また、地方交付税等の算定基礎となる項目及び数値を算出し、大阪府に

報告しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名  6 市民による道路管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  2 道路橋りょう費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 12,407,000円 決 算 額 11,982,342円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 424,658円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市公園・歩道等の自主管理支援要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民による道路等の維持管理活動（清掃・除草・剪定・植栽など）に対して交付金を支払います。

２　府道豊中亀岡線の歩道、みのお本通り商店街など道路施設に設置されたプランターや花壇の維持管理を一般財団法人箕面市障害者事業団へ委

託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実



成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・警告　425台（うち区域外25台） ・警告　334台（うち区域外13台） ・警告　326台（うち区域外28台） ・警告　255台（うち区域外3台）

・移動 　70台（うち区域外24台） ・移動 　56台（うち区域外11台） ・移動 　56台（うち区域外22台） ・移動 　50台（うち区域外2台）

・返還　 16台（区域内のみ） ・返還　 18台（うち区域外1台） ・返還　 16台（うち区域外1台） ・返還　 41台（区域内のみ）

■実施結果

・警告書貼付　1,340台/年（うち区域外69台）、移動　232台/年（うち区域外59台）、返還　91台/年（うち区域外2台）

・引き取りのなかった自転車等については、契約業者に売却しました。

・売却した自転車等のうち、告示後6カ月が経過し、所有権が市に帰属した分については、その売却金額を市の歳入としました。

・放置自転車対策として即時撤去を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、放置自転車等への対応が必要です。

担 当 部 局 261400 地域創造部 交通政策室 

事業名 50 箕面駅前駐車場・駐輪場整備に係る償還事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 33 自動車による環境負荷を軽減します  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 50,711,000円 決 算 額 50,710,261円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 739円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面駅前駐車場駐輪場の整備費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 ・納付金、負担金、賃貸料を収納し ・納付金、負担金、賃貸料を収納し

　ました。 　ました。

・割賦金を支払いました。 ・割賦金を支払いました。

■実施結果

　納付金、負担金、賃貸料を収納し、割賦金を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名  8 放置自転車対策事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  2 道路橋りょう費

取 組 10 交通安全施策を進めます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 12,024,420円 決 算 額 12,023,662円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 758円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市自転車等の駐車秩序の確立に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　歩行者や緊急車両などの通行の妨げとなる放置自転車等をなくすため、箕面、牧落、桜井駅周辺及び瀬川地域の放置自転車等の指導・整理・移

動（撤去）・返還を実施し、その他の地域の公共の場所でも、移動（撤去）、返還を実施します。なお、移動保管の告示から45日経過し、引き取

りのない撤去自転車等は有効活用を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（



会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  2 道路橋りょう費

取 組 10 交通安全施策を進めます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 71,229,000円 決 算 額 67,451,500円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,777,500円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　危険個所・問題個所点検の結果に基づき、通学路における歩道改良や路面標示・カラー舗装・横断防止柵・カーブミラーの設置を実施し、箕面

市の自転車ネットワーク計画に基づき、自転車走行空間の整備工事を実施します。また、平成26年6月に国土交通省より制定された橋梁定期点検

要領に基づき、市内全域で、道路における橋長2.0ｍ以上の橋について点検を実施します。なお、通学路安全対策工事や自転車走行空間の整備工

事等の多数の工事発注を予定していることから、発注者支援業務もあわせて実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　危険箇所・問題箇所点検に参加し 　危険箇所・問題箇所点検結果に伴 ・危険箇所・問題箇所点検結果に伴 ・通学路安全対策工事2件を完了し

ました。 う改善要望を受理しました。 　う改善要望に対して回答しまし　 　ました。

　た。 ・舗装補修工事3件の契約を締結　

・通学路安全対策工事2件の契約を 　し、完了しました。

　締結しました。

■実施結果

　市内14小学校区における危険箇所・問題箇所の要対策箇所のうち、対象となった107箇所、市内保育園等におけるお散歩ルート危険箇所・問題

箇所のうち62箇所について、社会資本整備総合交付金を活用して、安全対策工事を実施しました。また、舗装補修工事3件を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も、市民の安全に影響を及ぼすことがないように、適正に工事を実施していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 51 賠償金支払事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  2 道路橋りょう費

取 組 55 内部管理  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 29,000円 決 算 額 29,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

国家賠償法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　和解契約に基づき、相手方へ賠償金を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　和解契約を1件締結し、賠償金を 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

支払いました。

■実施結果

　和解契約を1件締結し、賠償金を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 56 道路安全対策事業



関係機関との協議調 ・耐震設計委託2件を完了しまし　

締結しました。 整を行いました。 整を行いました。 　た。

・修繕・耐震工事2件の契約を締結

　しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

　修繕・耐震設計2件を実施し、修繕・耐震工事2件を翌年度に繰り越しました。これらは、社会資本整備総合交付金を活用しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　上記橋梁長寿命化修繕計画等に基づき、市内の橋梁の修繕・耐震工事を適正に行う必要があります。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 60 道路・交通安全施設管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 4,624,000円 決 算 額 1,251,784円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,372,216円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市私有道路整備事業補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　私有道路の舗装工事等に対して、補助金（補助率2/3）の交付を行います。

２　道路隅切用地の買収を行います。

３　市道敷地内等の測量を行います。

４　舗装及び道路構造物の補修工事に伴う駐車場等用地の補償や借り上げを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　補助申請に関する事前相談を実施 ・市管理道路の境界確定測量委託の 　補助申請に関する事前相談を実施 　補助申請に関する事前相談を実施

しました。 　契約を締結しました。 しました。 しました。

・補助申請に関する事前相談を実施

　しました。

■実施結果

　本年度は、私有道路整備事業補助金の活用はありませんでした。

　また、市管理道路の境界確定測量委託を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 57 橋りょう長寿命化対策事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 232,100,000円 決 算 額 56,255,100円 翌年度繰越額 175,844,900円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市橋梁長寿命化修繕計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・中央橋、石澄川橋の修繕・耐震設計を行います。

・中央橋、石澄川橋の修繕・耐震工事を行います。

・橋梁長寿命化修繕計画を見直します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　修繕・耐震設計委託2件の契約を 　発注に向けて関係機関との協議調 　発注に向けて



事を 　単価契約による舗装や道路構造物 　単価契約による舗装や道路構造物

行いました。（2件） の補修工事を行いました。（6件） の補修工事を行いました。（17件）

■実施結果

　舗装及び道路構造物の補修を行い、歩行者や車両の安全な通行の確保に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 62 道路・交通安全施設維持補修事業（Ｈ３１継続費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 118,000,000円 決 算 額 52,054,754円 翌年度繰越額 65,945,246円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　舗装及び道路構造物の補修を行い、道路陥没や側溝破損等による誘発事故を防ぎ、市民の安全確保を図ります。

　また、危険箇所点検に伴う要望対応として交通安全対策工事を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・危険箇所点検を実施しました。 ・舗装や道路構造物の修繕を行いま 　舗装や道路構造物等の修繕を行い ・舗装や道路構造物等の修繕を行い

・待機歩行者の安全対策のため、補 　した。（40件） ました。（36件） 　ました。（27件）

　正予算要求を行いました。 ・歩行者緊急安全対策工事を発注し ・単価契約による舗装の補修工事を

　ました。（2件） 　行いました。（1件）

・お散歩ルートの点検を実施しまし ・歩行者緊急安全対策工事を行いま

　た。 　した。（2件）

■実施結果

・舗装及び道路構造物の補修を行い、歩行者や車両の安全な通行の確保に努めました。

・年度末に出た要望箇所に迅速に対応ができるよう、翌年度へ65,945,246円を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 61 道路・交通安全施設維持補修事業（Ｈ３０継続費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 94,000,000円 決 算 額 94,000,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　舗装及び道路構造物の補修を行い、道路陥没や側溝破損等による誘発事故を防ぎ、市民の安全確保を図ります。

　また、危険箇所点検に伴う要望対応として、交通安全対策工事を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　対応箇所がありませんでした。 　単価契約による舗装の補修工



　了しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・橋梁定期点検を実施しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も、市民の安全に影響を及ぼさないように、適正な管理をしていく必要があります。

担 当 部 局 281700 みどりまちづくり部 道路管理室 

事業名 92 道路・交通安全施設維持補修事業（Ｈ３０継続費）（逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 73,242,282円 決 算 額 73,114,205円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 128,077円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　舗装及び道路構造物の補修を行い、道路陥没や側溝破損等による誘発事故を防ぎ、市民の安全確保を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　単価契約による舗装や道路構造物 　単価契約による舗装や道路構造物 　単価契約による道路構造物の補修 ・単価契約による道路構造物の補修

の補修工事を行いました。（9件） の補修工事を行いました。（11件） 工事を行いました。（4件） 　工事を行いました。（1件）

・道路側溝蓋の点検を行いました。

　（1件）

・道路構造物の修繕を行いました。

　（1件)

■実施結果

　舗装及び道路構造物の補修を行い、歩行者や車両の安全な通行の確保に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 66 道路安全対策事業（Ｒ１経済対策）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  2 道路橋りょう費

取 組 10 交通安全施策を進めます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 203,753,000円 決 算 額 4,727,200円 翌年度繰越額 198,098,000円 不 用 額 927,800円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　平成26年6月に国土交通省より制定された橋梁定期点検要領に基づき､市内全域で､道路における橋長2.0m以上の橋について点検を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 ・橋梁定期点検の契約を締結し、完



まし

しました。 しました。 た。

■実施結果

　社会資本整備総合交付金を活用し、修繕・耐震工事4件を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　上記橋梁長寿命化修繕計画等に基づき、市内の橋梁の修繕・耐震工事を適正に行う必要があります。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  1 河川維持事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 12 山麓に代表されるみどり豊かな自然環境を守ります  3 河川費

取 組 37 美しい河川を守り、水辺環境とのふれあいの機会を大切にしていきます  1 河川維持費

予 算 現 額 6,259,000円 決 算 額 6,093,091円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 165,909円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

河川法、箕面市準用河川管理施設等構造条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市地域防災計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・市管理河川、調整池の除草を実施します。

・市管理河川、水路内の不法投棄物の発見と回収を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　河川等除草委託を発注しました。 　河川等除草委託を実施しました。 　河川等除草委託を実施しました。 　不法投棄物の回収を行いました。

■実施結果

・市管理河川、調整池の除草を実施しました。

・市管理河川、調整池、水路の不法投棄物の回収を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 93 橋りょう長寿命化対策事業（Ｈ３０国補正）（繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  2 道路橋りょう費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  2 道路維持・交通安全施設整備事業費

予 算 現 額 214,500,000円 決 算 額 205,521,800円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,978,200円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市橋梁長寿命化修繕計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　奥山橋、立会山橋、間谷橋、藤原橋の修繕・耐震工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　修繕・耐震工事2件の契約を締結 　修繕・耐震工事2件の契約を締結 　特にありません。 　修繕・耐震工事4件を完了し



　ダム湖用地維持管理拠点施設の電

持管理を行いました。 気使用料等を支払いました。 気使用料等を支払いました。 気使用料等を支払いました。

■実施結果

　施設を適正に管理しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 50 河川施設補修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 12 山麓に代表されるみどり豊かな自然環境を守ります  3 河川費

取 組 37 美しい河川を守り、水辺環境とのふれあいの機会を大切にしていきます  1 河川維持費

予 算 現 額 2,400,000円 決 算 額 2,377,658円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 22,342円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

河川法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市地域防災計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　河川施設修繕を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　施設の修繕を実施しました。 　施設の点検を実施しました。 　施設の修繕を実施しました。 　施設の修繕を実施しました。

■実施結果

　河川施設の修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  2 ダム湖用地維持管理拠点施設管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 12 山麓に代表されるみどり豊かな自然環境を守ります  3 河川費

取 組 37 美しい河川を守り、水辺環境とのふれあいの機会を大切にしていきます  1 河川維持費

予 算 現 額 322,000円 決 算 額 207,028円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 114,972円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　ダム湖用地維持管理拠点施設として電気使用料等を支払います。

２　ダム湖用地維持管理拠点施設の一部を地元住民が使用することから、賃貸借契約を締結します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　ダム湖用地維持管理拠点施設の維 　ダム湖用地維持管理拠点施設の電 　ダム湖用地維持管理拠点施設の電



一般事務を執行しました。 一般事務を執行しました。 一般事務を執行しました。 一般事務を執行しました。

■実施結果

　計画的に一般事務を執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281100 みどりまちづくり部 まちづくり政策室 

事業名  9 都市計画推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 都市計画総務費

予 算 現 額 1,397,000円 決 算 額 1,007,457円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 389,543円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市都市計画マスタープラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　地区計画等、各種都市計画の変更を行うとともに、これら都市計画の変更について調査・審議するための都市計画審議会（学識経験者、市議　

会議員、関係行政機関の代表、市民で構成）を運営します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・都市計画審議会を開催し、民泊の 　都市計画道路網の見直しについて 　都市計画審議会を開催し、川合・ ・都市計画審議会を開催し、「新た

　立地制限に係る都市計画及び箕面 、「新たな都市計画道路網（案）」 山之口地区のまちづくりの検討状況 　な都市計画道路網（案）」の検討

　森町の都市計画を付議し、箕面森 の策定に向け、ルート案の検討を進 について報告し、生産緑地地区の変 　状況について報告しました。

　町の景観計画を諮問しました。 めました。 更について付議しました。 ・報告内容についてパブリックコメ

・議決された案件について、都市計 　ントを3月1日から開始しました。

　画変更しました。 　(終了予定日令和2年6月30日)

■実施結果

１　特別用途地区、高度地区、水と緑の健康都市地区地区計画、彩都粟生地区地区計画について、都市計画変更しました。

２　都市計画審議会を4回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　都市計画道路網の見直し等について、引き続き適正に進める必要があります。

２　滝道沿道の土地利用のルールづくりは、地元の理解を得ながら進める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261400 地域創造部 交通政策室 

事業名  1 交通政策室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  4 都市計画費

取 組 55 内部管理  1 都市計画総務費

予 算 現 額 101,000円 決 算 額 84,179円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 16,821円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　交通政策室の所管する業務の一般事務を行うとともに関係機関との協議調整にかかる普通旅費の執行をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　関係機関との協議等に係る普通旅 　関係機関との協議等に係る普通旅 　関係機関との協議等に係る普通旅 　関係機関との協議等に係る普通旅

費を執行するとともに、所管業務の 費を執行するとともに、所管業務の 費を執行するとともに、所管業務の 費を執行するとともに、所管業務の



りルールの運用に 　地区のまちづくりルールの運用に 　地区のまちづくりルールの運用に 　地区のまちづくりルールの運用に

ついて、随時地元組織との相談、調 ついて、随時地元組織との相談、調 ついて、随時地元組織との相談、調 ついて、随時地元組織との相談、調

整を行いました。 整を行いました。 整を行いました。 整を行いました。

■実施結果

　地元組織等に対してまちづくりに関する情報提供を実施し、市民の自主的なまちづくり活動の活性化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　まちづくりの取り組みが想定される地区について、自主的なまちづくり活動を促進するための啓発及び体制づくりのための支援が必要です。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 21 生産緑地地区見直し事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  1 都市計画総務費

予 算 現 額 257,000円 決 算 額 255,660円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,340円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

生産緑地法、都市計画法第8条第1項第14号

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　生産緑地に関する相談、証明、買取申出手続

２　生産緑地地区の都市計画変更手続（指定、解除）

３　納税猶予の特例適用の農地等該当証明手続

４　生産緑地台帳等の整理

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　生産緑地に関する相談及び証明の 　生産緑地に関する相談、買取申出 ・生産緑地に関する相談、買取申出 ・生産緑地に関する相談、買取申　

事務を実施しました。 、指定申出及び証明の事務を実施し 　及び証明の事務を実施しました。 　出、指定申出及び証明の事務を実

ました。 ・本年度の生産緑地地区の都市計画 　施しました。

　変更を行いました。 ・特定生産緑地の指定に係る事務を

　実施しました。

■実施結果

・生産緑地に関する相談、証明、買取申出の事務を行いました。

・生産緑地地区の都市計画変更を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　法改正により「特定生産緑地制度」が創設され、生産緑地の継続が可能になったことから、多くの所有者に本制度の趣旨を理解していただき、

「特定生産緑地」へ移行いただくことが重要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281100 みどりまちづくり部 まちづくり政策室 

事業名 10 まちづくり支援事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 都市計画総務費

予 算 現 額 28,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 28,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市まちづくり推進条例第33条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民の自主的なまちづくりに対する支援として、まちづくり関連制度に関する広報・啓発を行うとともに市民活動への市職員やアドバイザーの

派遣を行います。

　また、財政的支援としてまちづくり協議会に対する活動助成を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　地区のまちづく



路事業促進協議会の会費を支払い

　ました。

■実施結果

　各種協議会、連絡会の総会に出席し、各種負担金の支払を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　都市計画街路、道路事業の補助要望及び財源の確保に努めていきます。

担 当 部 局 281100 みどりまちづくり部 まちづくり政策室 

事業名 50 都市景観形成事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 都市計画総務費

予 算 現 額 823,000円 決 算 額 619,232円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 203,768円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

景観法・箕面市都市景観条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市都市景観基本計画・箕面市景観計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　都市景観基本計画、景観計画、都市景観条例を適切に運用します。

２　個性のある地区景観を形成するため、「都市景観形成地区」の指定を行います。

３　市民活動への支援や景観アドバイザーによる相談制度により、市民などの景観まちづくりの取り組み支援を行います。

４　景観施策を審議する都市景観審議会や、勧告・命令を公平に行うため景観審査委員会を運営します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・景観法、都市景観条例を適正に執 ・景観法、都市景観条例を適正に執 ・景観法、都市景観条例を適正に執 ・景観法、都市景観条例を適正に執

　行し、届出等を処理しました。 　行し、届出等を処理しました。 　行し、届出等を処理しました。 　行し、届出等を処理しました。

・都市景観審議会を開催し、箕面森 ・都市景観審議会を開催し、山すそ ・都市景観審議会を開催し、山すそ ・都市景観審議会を開催し、山すそ

　町（水と緑の健康都市）地区にお 　景観保全地区における建設行為等 　景観保全地区における建設行為等 　景観保全地区における建設行為等

　ける景観計画等の変更について諮 　について諮問しました。 　について諮問しました。 　について諮問しました。

　問しました。

■実施結果

１　景観法、都市景観条例を適正に執行し、届出等の処理を行いました。

２　箕面森町において土地利用の方針が決まったエリアについて、新たな景観ルールを策定しました。

３　市民活動に対する支援を実施し、市民主体の景観形成に取り組みました。

４　都市景観審議会を4回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　都市景観基本計画、景観計画、都市景観条例を適切に運用します。

２　滝道沿道の景観保全に向けた景観ルールの見直しについては、地元の理解を得ながら進める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 30 道路整備室一般事務経費（都市計画総務費）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  4 都市計画費

取 組 55 内部管理  1 都市計画総務費

予 算 現 額 306,000円 決 算 額 222,023円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 83,977円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　道路整備・維持管理に必要な財源確保および道路事業の補助要望を行っていくために、日本道路協会および大阪府国道連絡会など各種負担金の

支払いを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　各種協議会、連絡会に出席しまし ・各種協議会、連絡会に出席しまし 　大阪府道路協会、大阪府国道連絡 　特にありません。

た。 　た。 会の会費を支払いました。

・日本道路協会、大阪府都市計画街

　



ません。 　特にありません。 　特にありません。 　予算を翌年度へ繰り越しました。

■実施結果

　予算を翌年度へ繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新たな都市計画道路網（案）に基づき、関係機関と調整しながら、都市計画変更の手続きを適正に進める必要があります。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  1 公園維持管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  2 公園維持費

予 算 現 額 114,035,000円 決 算 額 113,740,782円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 294,218円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

都市公園法第2条の3

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　各公園について管理委託、施設修繕を行います。

・芦原、箕面西、西脇、唐池、皿池、箕面東、松出、小野原、仁鳥、彩都なないろ、森町各公園他管理

・池、噴水管理（芦原公園）、公園施設点検業務等

・市内公園便所清掃

・公園樹木管理（市内公園の樹木剪定と除草）

・市内公園ゴミ回収

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　公園管理に関する委託業務を発注 　公園管理に関する委託業務を発注 　公園管理に関する委託業務を発注 　公園管理に関する委託業務を発注

し、維持管理を実施しました。 し、維持管理を実施しました。 し、維持管理を実施しました。 し、維持管理を実施しました。

■実施結果

　各公園について、維持管理業務を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　公園施設の老朽化の進行や利用者のマナー向上への対策が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281100 みどりまちづくり部 まちづくり政策室 

事業名 51 都市計画推進事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 38 美しいまちなみを守り育てていきます  1 都市計画総務費

予 算 現 額 3,000,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 3,000,000円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市都市計画マスタープラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　今後策定を予定している新たな都市計画道路網（案）の内容に沿って、具体的なルート案について、関係機関と調整しながら、よりよい都市計

画道路ネットワークを構築できるように、都市計画手続きにむけた整理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にあり



行いま ・前期分の交付金を支払いました。 ・新規自主管理申請の受付を行いま

　ました。 　した。 ・新規自主管理申請の受付を行いま 　した。

・新規自主管理申請の受付を行いま ・ボランティアゴミ袋を配布しまし 　した。 ・ボランティアゴミ袋を配布しまし

　した。 　た。 ・刈払機取扱安全講習会を実施しま 　た。

・ボランティアゴミ袋を配布しまし 　した。 ・後期分の交付金を支払いました。

　た。

■実施結果

　公園等の自主管理活動を支援することにより、各公園の利用環境を維持しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　活動団体参加者の高齢化により、作業が困難になっている傾向があります。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 50 公園施設補修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  2 公園維持費

予 算 現 額 53,205,000円 決 算 額 53,118,702円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 86,298円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

都市公園法第2の3

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・公園施設の維持管理（点検、補修）、公園施設の改修（塗装、ネットフェンス、柵、トイレ扉、人工芝等）等を行います。

・公園施設整備工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　施設の維持管理に伴う修繕を実施 　施設の維持管理に伴う修繕を実施 　施設の維持管理に伴う修繕を実施 　施設の維持管理に伴う修繕を実施

しました。 しました。 しました。 しました。

■実施結果

　公園内施設の修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　公園施設の老朽化に伴い、修繕施設が増加しています。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  2 市民による公園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  2 公園維持費

予 算 現 額 13,827,000円 決 算 額 13,289,997円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 537,003円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市公共施設等市民自主管理活動支援要綱

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　地域住民（自治会、子ども会、老人会等）による公園自主管理活動（公園の清掃・除草・花壇管理等）に対する支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・自主管理交付金の交付決定を行い ・新規自主管理申請の受付を



しました。 を実施しました。 を実施しました。 を実施しました。

■実施結果

　公園花壇等の花苗植替え及び灌水を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 50 市民緑花推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  3 緑化推進費

予 算 現 額 2,350,000円 決 算 額 2,219,375円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 130,625円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民の緑化意識啓発として、「山とみどりの市民イベント」や「山地美化キャンペーン」を開催します。

２　大阪府緑化樹木配布事業に協力して、市民が協同で緑化活動を行うための苗木を配布します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　山とみどりの市民イベントの企画 　山とみどりの市民イベントの企画 　山とみどりの市民イベントを開催 　山とみどりの市民イベントの振り

会議を実施しました。 会議を実施しました。 するとともに、山地美化キャンペー 返りを市民参加による実行委員会と

ンを実施しました。 ともに行いました。

■実施結果

　市民の緑化意識啓発として、「山とみどりの市民イベント」や「山地美化キャンペーン」を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  1 公園花壇管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  3 緑化推進費

予 算 現 額 10,071,000円 決 算 額 9,939,840円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 131,160円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　公園及び公共施設の花壇等の管理を行います。

１　公園花壇等の花苗植替え（年3回）

２　灌水他

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　公園花壇等の花苗植替え及び灌水 　公園花壇等の花苗植替え及び灌水 　公園花壇等の花苗植替え及び灌水 　公園花壇等の花苗植替え及び灌水

を実施



実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　公益信託みのお山麓保全ファンド 　公益信託みのお山麓保全ファンド 　特にありません。 　公益信託みのお山麓保全ファンド

への出捐を行いました。 運営委員会に出席しました。 運営委員会に出席しました

■実施結果

　開発事業等緑化負担税及びふるさと寄附金から公益信託みのお山麓保全ファンドに出捐しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　山麓保全活動を継続して実施します。

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名  1 緑地維持管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  4 緑地事業費

予 算 現 額 5,710,000円 決 算 額 5,595,757円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 114,243円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　緑地（教学の森園路及び広場、こもれびの森園路等）の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　緑地維持管理業務の委託発注に向 　緑地維持管理業務の委託発注に向 　緑地維持管理業務の委託発注に向 　緑地維持管理業務委託を実施しま

け、現地調査等を実施しました。 け、現地調査等を実施しました。 け、現地調査等を実施しました。 した。

■実施結果

　「市民の森」等の緑地の維持管理を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 51 山麓保全推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 12 山麓に代表されるみどり豊かな自然環境を守ります  4 都市計画費

取 組 36 山間・山麓のみどりを箕面のブランドとして誇れるものにします  3 緑化推進費

予 算 現 額 15,028,000円 決 算 額 15,000,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 28,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　緑豊かな山麓部（市街地から見える山の南斜面）は、箕面のシンボルとして多くの市民に親しまれており、箕面市の貴重な財産である良好な自

然環境や緑豊かな山麓を保全するため、山林所有者及び市民相互の協働による山麓保全活動を継続的かつ安定的に推進するため、公益信託「みの

お山麓保全ファンド」により市民活動を応援・助成します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■



を実施しました。 を実施しました。

■実施結果

　施設の修繕・工事を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 50 国際文化公園都市建設推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  5 地域整備推進費

予 算 現 額 1,731,000円 決 算 額 1,667,070円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 63,930円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市都市計画マスタープラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　戸建て住宅及び中高層住宅の入居にむけて関係機関や庁内関係課等との協議・調整を行います。

２　産・学・官の参画を得て設置された彩都（国際文化公園都市）建設推進協議会や、大規模地権者で構成された民間事業者連絡協議会との協議

　・調整、箕面市域の施設誘致地区の調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　彩都（国際文化公園都市）建設推 　彩都（国際文化公園都市）建設推 　彩都（国際文化公園都市）建設推 　彩都（国際文化公園都市）建設推

進協議会事務局会議、幹事会、総会 進協議会企業誘致支援会議、事務局 進協議会事務局会議、彩都現地見学 進協議会定例会に出席しました。

、定例会に出席しました。 会議、定例会に出席しました。 会、定例会に出席しました。

■実施結果

　彩都の円滑な土地利用について、関係機関や庁内関係室との協議・調整を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　彩都（国際文化公園都市）建設事業を円滑に推進するため、ＵＲ都市機構、彩都（国際文化公園都市）建設推進協議会等と連携を保ちつつ、　

関係者と協議・調整が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 50 緑地施設補修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  4 緑地事業費

予 算 現 額 2,000,000円 決 算 額 1,965,150円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 34,850円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市みどりの基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民の森内の施設の維持管理（遊歩道崩壊箇所等の補修、遊歩道案内看板補修）を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　施設補修工事に向け、現地調査等 　施設補修工事に向け、現地調査等 　施設補修工事に向け、現地調査等 　施設補修工事を実施しました。

を実施しました。



います。

３　地元市として魅力あるまちづくりに寄与するため、引き続き関連公共施設及び医療施設等生活利便施設の整備に向けた取り組みを進めます。

４　第３区域については、企業誘致に向け府と協議を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　関連団体との協議・調整を行いま 　箕面森町建設推進協議会総会、事 　関連団体との協議・調整を行いま 　関連団体との協議・調整を行いま

した。 務担当者会議に出席しました。 した。 した。

■実施結果

１　国・府・市・民間事業者等による「箕面森町建設推進協議会」において、本都市の建設推進のための協議・調整を行い、まちづくりを進めま

　した。

２　「水と緑の健康都市特定土地区画整理事業」の精算について、大阪府と協議・調整を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　箕面森町の魅力あるまちづくりの実現に向け、各種協議・調整を行う必要があります。

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 52 桜井駅前地区再整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  5 地域整備推進費

予 算 現 額 25,000円 決 算 額 10,163円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 14,837円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

桜井駅前周辺地区再整備計画、箕面市中心市街地活性化基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　「歩いて暮らせるまちづくり」をコンセプトに、策定した桜井駅前地区再整備計画に基づき各種事業が推進されるよう、関係機関との協議・調

整を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　桜井駅前地区再整備計画に基づき 　桜井駅前地区再整備計画に基づき 　桜井駅前地区再整備計画に基づき 　桜井駅前地区再整備計画に基づき

関係機関と各種調整を行いました。 関係機関と各種調整を行いました。 関係機関と各種調整を行いました。 関係機関と各種調整を行いました。

■実施結果

・代替地の各権利者と各種調整を行いました。

・電気・ガスの供給について事業者と協議・調整を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係権利者の移転が円滑にできるように引き続き各種調整を行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 51 水と緑の健康都市建設推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  5 地域整備推進費

予 算 現 額 140,000円 決 算 額 71,120円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 68,880円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市都市計画マスタープラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　大阪府が直接造成を行う第１区域について、より質の高い公共サービスの提供等を目的に、民間のノウハウの活用や経済面の平準化をねらっ

　た魅力あるまちづくりを推進します。

２　コンセプトである三共生（多世代、環境、地域）など具体方策について、箕面森町建設推進協議会など関係機関連携のもと、魅力あるまちづ

　くりの実現に向けて取り組みを行



理を実施しました。 　調査委託に係る予算を翌年度に繰

・（仮称）川合駅整備効果等調査委 ・駅整備に向けて関係機関と協議し ・駅整備に向けて関係機関と協議し 　り越しました。

　託を契約しました。 　ました。 　ました。 ・（仮称）川合駅整備効果等調査委

　託に係る予算を翌年度に繰り越し

　ました。

■実施結果

・土地利用方針の検討、需要予測と概算事業費等の調査を行いました。

・川合・山之口地区まちづくり基本調査委託に係る予算を翌年度に繰り越しました。

・（仮称）川合駅整備効果等調査委託に係る予算を翌年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　土地利用方針の検討、需要予測と概算事業費等の分析を行う必要があります。

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 57 北急まちづくり推進室一般事務経費（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 20 内部管理  4 都市計画費

取 組 55 内部管理  5 地域整備推進費

予 算 現 額 750,000円 決 算 額 362,961円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 387,039円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　北急まちづくり推進室の一般事務経費として、普通旅費、特別旅費、消耗品費等を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　適切に執行しました。 　適切に執行しました。 　適切に執行しました。 　適切に執行しました。

■実施結果

　適切に執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261200 地域創造部 地域活性化室 

事業名 53 粟生間谷地区まちづくり検討事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 7,800,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 7,535,000円 不 用 額 265,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・まちづくりに関する技術的な助言を行います。

・新駅設置の需要予測や概算事業費の調査を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・川合・山之口地区まちづくり基本 ・まちづくりに向けて市としての課 ・まちづくりに向けて市としての課 ・川合・山之口地区まちづくり基本

　調査委託を契約しました。 　題整理を実施しました。 　題整



た。 　事を進めました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　箕面船場阪大前駅の駅舎にかかる地下駐輪場の整備工事を進めました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　翌年度、関係者間で連携・協力し、安全かつ円滑に事業を進めます。

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 59 箕面船場阪大前駅前地区第１期ＰＦＩ整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 5,186,897,000円 決 算 額 2,596,484,404円 翌年度繰越額 2,590,412,000円 不 用 額 596円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面船場阪大前駅前地区の複合公共施設（文化ホール・図書館・生涯学習センター・地下駐車場）の工事をＰＦＩ事業者に委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　複合公共施設（文化ホール・図書 　複合公共施設（文化ホール・図書 　複合公共施設（文化ホール・図書 ・複合公共施設（文化ホール・図書

館・生涯学習センター・地下駐車場 館・生涯学習センター・地下駐車場 館・生涯学習センター・地下駐車場 　館・生涯学習センター・地下駐車

）の工事に着手しました。 ）の工事を進めました。 ）の工事を進めました。 　場）の工事を進めました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　複合公共施設（文化ホール・図書館・生涯学習センター・地下駐車場）の工事を進めました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　翌年度以降、関係者間で連携・協力し、安全かつ円滑に事業を進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 58 箕面船場阪大前駅前地区まちづくり拠点施設整備事業（継続費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 78,406,000円 決 算 額 59,755,817円 翌年度繰越額 18,650,183円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面船場阪大前駅の駅舎にかかる地下駐輪場の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 ・駅舎にかかる地下駐輪場の整備工

事を進めました。 事を進めました。 事を進めまし



づく

　を行いました。 　を行いました。 り拠点施設（第２期）整備運営事業 　り拠点施設（第２期）整備運営事

・ＰＦＩ事業者の募集を行いまし　 ・条件を変更し、再度ＰＦＩ事業者 （ＰＦＩ事業）について、事業者と 　業（ＰＦＩ事業）について、関係

　た。 　の募集を行いました。 特定事業契約を締結しました。 　者協議を行い、実施設計等を完了

　しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　箕面船場阪大前駅前地区の地区内デッキ・デッキ下駐輪場・駅前広場・駅舎駐輪場の設計および建設をＰＦＩ事業者へ委託し、実施設計等を

　完了しました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　翌年度以降、関係者間で連携･協力し、安全かつ円滑に事業を進めます。

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 63 鉄道延伸室一般事務経費（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 1,412,000円 決 算 額 1,355,228円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 56,772円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　鉄道延伸室の所管する業務の一般事務を行います。

２　工事積算システムの管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　所管業務の一般事務の執行を行い 　所管業務の一般事務の執行を行い 　所管業務の一般事務の執行を行い 　所管業務の一般事務の執行を行い

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

・所管業務の一般事務の執行を行いました。

・関係機関との協議に係る旅費の執行を行いました。

・工事積算システムの管理運営を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 60 箕面船場阪大前駅前地区第２期ＰＦＩ整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 675,563,000円 決 算 額 93,544,000円 翌年度繰越額 582,019,000円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面船場阪大前駅前地区の地区内デッキ・デッキ下駐輪場・駅前広場・駅舎駐輪場の設計および建設をＰＦＩ事業者へ委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・庁内の検討および関係者との協議 ・庁内の検討および関係者との協議 　箕面船場阪大前駅前地区まちづく ・箕面船場阪大前駅前地区まち



行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。

・設計に関する予算について、令和2年度に逓次繰越を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係者間で連携、協力し事業の円滑な実施を図る必要があります。

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 65 北大阪急行線延伸整備事業（継続費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 10,249,109,000円 決 算 額 4,266,766,897円 翌年度繰越額 5,982,342,103円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道整備工事等を行い、令和5年度の開業を目指します。

２　北大阪急行線延伸推進会議の運営を行うとともに、説明会やイベントを通して、延伸事業の広報・啓発を行います。

　　また同時に、支援団体や賛助会員の拡大を図ります。

３　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請などの事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議調整を行います。

４　国等への要望活動を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道整備工事を行いました。 ・鉄軌道整備工事を行いました。 ・鉄軌道整備工事を行いました。 ・鉄軌道整備工事を行いました。

・国家要望を行いました。 ・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・鉄軌道整備工事を行いました。

・軌道の整備に支障となるインフラの移設工事を行いました。

・北大阪急行線延伸推進会議の運営を通して、延伸事業の広報・啓発を行いました。

・国家要望を行いました。

・整備に関する予算について、令和2年度に逓次繰越を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係者間で連携、協力し事業の円滑な実施を図る必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 64 北大阪急行線延伸設計事業（継続費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 111,390,000円 決 算 額 20,434,000円 翌年度繰越額 90,956,000円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道詳細設計等を行います。

２　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請等の事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を



る、公共用地の一部を買い戻しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　翌年度、残りの公共用地について買い戻しを行います。

担 当 部 局 261000 地域創造部 箕面営業室 

事業名 67 大阪大学箕面キャンパス公共空間整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  4 都市計画費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  5 地域整備推進費

予 算 現 額 1,548,000円 決 算 額 1,547,964円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 36円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　国立大学法人大阪大学箕面キャンパス内の公共空間整備に対するふるさと寄附金を募集し、同大学が行う整備に対し負担金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　寄附金の受付を開始しました。 　国立大学法人大阪大学に負担金を

交付しました。

■実施結果

　国立大学法人大阪大学に負担金1,547,964円を交付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より多くの寄附金を募るために、さらなる周知及びＰＲを行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 66 箕面萱野駅前地区まちづくり拠点施設用地取得事業（Ｒ１経済対策）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 100,000,000円 決 算 額 100,000,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面萱野駅前地区に整備する交通広場について、先行買収した公共用地の買い戻しを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　公共用地の一部を買い戻しました

。

■実施結果

　箕面萱野駅前地区まちづくり拠点施設用地取得事業にかか



ました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。

■実施結果

・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 81 北大阪急行線延伸設計事業（継続費）（H26逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 4,710,931円 決 算 額 4,710,931円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道詳細設計等を行います。

２　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請等の事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議、調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。

■実施結果

・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 80 北大阪急行線延伸設計事業（継続費）（H25逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 4,873,000円 決 算 額 4,873,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道詳細設計等を行います。

２　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請等の事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議、調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行い



・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。

・設計に関する予算について、令和2年度に逓次繰越を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係者間で連携、協力し事業の円滑な実施を図る必要があります。

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 84 北大阪急行線延伸設計事業（継続費）（H29逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 46,996,854円 決 算 額 46,510,000円 翌年度繰越額 486,854円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道詳細設計等を行います。

２　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請等の事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議、調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。

・設計に関する予算について、令和2年度に逓次繰越を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係者間で連携、協力し事業の円滑な実施を図る必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 82 北大阪急行線延伸設計事業（継続費）（H27逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 78,553,225円 決 算 額 47,867,225円 翌年度繰越額 30,686,000円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道詳細設計等を行います。

２　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請等の事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議、調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道詳細設計を行いました。



いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。 ・関係者と協議、調整しました。

■実施結果

・鉄軌道詳細設計を行いました。

・関係者と協議、調整しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 86 北大阪急行線延伸整備事業（継続費）（H30逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 6,403,859,237円 決 算 額 6,400,586,285円 翌年度繰越額 3,272,952円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道整備工事等を行い、令和5年度の開業を目指します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道整備工事を行いました。 ・鉄軌道整備工事を行いました。 ・鉄軌道整備工事を行いました。 ・鉄軌道整備工事を行いました。

・軌道の整備に支障となるインフラ ・軌道の整備に支障となるインフラ ・軌道の整備に支障となるインフラ ・軌道の整備に支障となるインフラ

　の移設工事を行いました。 　の移設工事を行いました。 　の移設工事を行いました。 　の移設工事を行いました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・鉄軌道整備工事を行いました。

・軌道の整備に支障となるインフラの移設工事を行いました。

・整備に関する予算について、令和2年度に逓次繰越を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係者間で連携、協力し事業の円滑な実施を図る必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261600 地域創造部 鉄道延伸室 

事業名 85 北大阪急行線延伸設計事業（継続費）（H30逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 30,686,000円 決 算 額 30,686,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市総合都市交通戦略、箕面市立地適正化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　北大阪急行線の延伸に係る鉄軌道詳細設計等を行います。

２　北大阪急行線の延伸に係る各種許認可申請等の事業実施に関する手続きを進めるため、関係者と協議調整を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・鉄軌道詳細設計を行いました。 ・鉄軌道詳細設計を行



に向けた整理・検討を

　行いました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　箕面萱野駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者の再公募に向けた整理・検討を行いました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　翌年度、箕面萱野駅前地区まちづくり拠点施設整備運営事業者を決定する必要があります。

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 91 箕面船場阪大前駅前地区まちづくり拠点施設整備事業(継続費)(H28逓次繰越)
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 88,954,391円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 88,954,391円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面船場阪大前駅の駅舎にかかる地下駐輪場の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 ・駅舎にかかる地下駐輪場の整備工

事を進めました。 事を進めました。 事を進めました。 　事を進めました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　箕面船場阪大前駅の駅舎にかかる地下駐輪場の整備工事を進めました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　翌年度、関係者間で連携・協力し、安全かつ円滑に事業を進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 88 箕面萱野駅前地区まちづくり拠点施設整備事業（継続費）（H27逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 6,060,840円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 6,060,840円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面萱野駅前地区まちづくり拠点施設の整備に関する検討業務等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　庁内の検討と関係者との協議を行 　庁内の検討と関係者との協議を行 　庁内の検討と関係者との協議を行 ・庁内の検討と関係者との協議をも

いました。 いました。 いました。 　とに再公募



ました。 　事を進めました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　箕面船場阪大前駅の駅舎にかかる地下駐輪場の整備を進めました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　翌年度、関係者間で連携・協力し、安全かつ円滑に事業を進めます。

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 93 箕面船場阪大前駅前地区まちづくり拠点施設整備事業(継続費)(H30逓次繰越)
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 202,242円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 202,242円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面船場阪大前駅前地区まちづくり拠点施設の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　翌年度、関係者間で連携・協力し、安全かつ円滑に事業を進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261500 地域創造部 北急まちづくり推進室 

事業名 92 箕面船場阪大前駅前地区まちづくり拠点施設整備事業(継続費)(H29逓次繰越)
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 190,437,800円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 190,437,800円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面船場阪大前駅の駅舎にかかる地下駐輪場の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 　駅舎にかかる地下駐輪場の整備工 ・駅舎にかかる地下駐輪場の整備工

事を進めました。 事を進めました。 事を進め



、ボーリング調査を実施しま 　契約を締結しました。

　した。 ・工事に関する予算について、逓次

　繰越を行いました。

■実施結果

・関係機関と協議、調整しました。

・歩行者デッキの橋脚を構築するために、ボーリング調査を実施しました。

・工事履行期間の延長にかかる変更契約を締結しました。

・翌年度に予算を逓次繰越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　関係者間で連携、協力し工事を安全かつ円滑に進めます。

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 50 都市計画道路整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  6 街路事業費

予 算 現 額 672,910,000円 決 算 額 548,394,048円 翌年度繰越額 118,404,800円 不 用 額 6,111,152円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法、都市計画法

■位置づけられた市の個別計画

第五次箕面市総合計画、箕面総合都市交通戦略

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・萱野東西線は用地補償を実施します。

・芝如意谷線は用地補償および道路改良工事を実施します。

・国文都市4号線は用地補償を実施します。

・桜井石橋線は用地補償を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　道路改良工事1件の契約を締結し ・補償調査委託1件を契約しまし　 　物件補償契約1件を完了しました｡ ・道路改良工事1件、不動産鑑定委

ました。 　た。 　託3件、測量設計委託1件の契約を

・用地取得契約1件、物件補償契約4 　締結しました。

　件を締結しました。 ・補償調査委託1件の契約を締結　

　し、2件を完了しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・工事実施により供用に向けての進捗を高めることができました。

・事業用地取得や建物移転補償の契約締結により、次年度に工事着手できる見込みを立てることができました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　沿道は農地が多いため、整備工事の進め方については関係地権者と充分に調整する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 261400 地域創造部 交通政策室 

事業名 98 箕面船場阪大前駅前地区歩行者デッキ整備事業（継続費）（H30逓次繰越）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 35 鉄道・バスなど公共交通の充実を図ります  5 地域整備推進費

予 算 現 額 416,119,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 416,119,000円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　船場地区の歩行者デッキの整備工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・関係機関と協議、調整しました。 　関係機関と協議、調整しました。 ・関係機関と協議、調整しました。 ・関係機関と協議、調整しました。

・歩行者デッキの橋脚を構築するた ・工事履行期間の延長にかかる変更

　めに



。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

・都市計画道路事業用地取得費等について、土地開発基金から、振替を実施しました。

・都市計画道路事業用地や建物等移転補償の一部については、翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、関係地権者や関係機関と協議し、竣工へ向けて進めています｡

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 92 都市計画道路整備事業（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  6 街路事業費

予 算 現 額 121,125,520円 決 算 額 119,621,320円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,504,200円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

道路法、都市計画法

■位置づけられた市の個別計画

第五次箕面市総合計画、箕面総合都市交通戦略

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・萱野東西線は補償調査委託、用地支援業務、不動産鑑定評価委託、発注者支援業務、道路改良工事を平成30年度に引き続き実施します。

・芝如意谷線は測量、設計業務委託を平成30年度に引き続き実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・発注者支援業務1件を完了しまし ・都市計画道路改良工事1件を完了 　測量設計委託1件を完了しました｡ ・都市計画道路改良工事1件、不動

　た。 　しました。 　産鑑定評価委託1件、用地支援業

・用地支援業務1件の契約を締結し ・測量設計委託2件を完了しまし　 　務1件を完了しました。

　ました。 　た。 ・測量委託2件の契約を締結し、完

・不動産鑑定評価委託1件の契約を 　了しました。

　締結しました。

■実施結果

　発注者支援業務1件、道路改良工事2件、不動産鑑定評価委託1件、用地支援業務1件、測量委託5件を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、建物移転を速やかに進めていただけるよう、権利者と調整する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281600 みどりまちづくり部 道路整備室 

事業名 51 都市計画道路整備事業（Ｒ１経済対策）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 11 人と環境にやさしい交通体系を整えます  4 都市計画費

取 組 34 歩行者・自転車にやさしい交通基盤を整えます  6 街路事業費

予 算 現 額 731,376,000円 決 算 額 521,896,498円 翌年度繰越額 206,464,000円 不 用 額 3,015,502円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路法、都市計画法

■位置づけられた市の個別計画

第五次箕面市総合計画、箕面総合都市交通戦力

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・桜井石橋線は用地補償を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 ・都市計画道路事業用地取得費等に

　ついて、土地開発基金から、振替

　を行いました



た。

・権利者と用地交渉を行いました。

■実施結果

　事業認可区域内の土地地権者と用地交渉を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業への理解が増し、協力が得られるよう、引き続き事業区域内の権利者と交渉する必要があります。

担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名  1 市営住宅管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  5 住宅費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  1 住宅管理費

予 算 現 額 52,365,000円 決 算 額 51,135,499円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,229,501円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

公営住宅法、箕面市営住宅管理条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市営住宅マスタープラン、箕面市営住宅ストック総合活用計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　平成31年4月1日から令和6年3月31日まで（5年間）の指定管理業務について、指定管理者が変更されました。

２　住宅管理業務を指定管理者が行うことにより、民間ノウハウを活用し、経費削減に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・指定管理者による維持管理業務を ・指定管理者による維持管理業務を ・指定管理者による維持管理業務を ・指定管理者による維持管理業務を

　適正に行いました。 　適正に行いました。 　適正に行いました。 　適正に行いました。

・北芝住宅及び桜ヶ丘南住宅で入居 ・指定管理者の評価に係る合議を行 ・桜ヶ丘住宅、桜ヶ丘南住宅及び牧 ・北芝住宅、桜ヶ丘南住宅及び牧落

　者募集を行いました。 　いました。 　落住宅で入居者募集を行いまし 　住宅で入居者募集を行いました。

　た。

■実施結果

・市営住宅の適正な維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

・市営住宅入居者に対する適切なサービス水準の確保に努めます。

・的確な滞納指導により、滞納家賃等の解消に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281400 みどりまちづくり部 公園緑地室 

事業名 91 中央公園整備事業（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  4 都市計画費

取 組 30 みどりの都市景観を形成し、環境共生のまちづくりを進めます  7 都市公園費

予 算 現 額 65,570,560円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 65,570,560円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　用地補償交渉を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・建物調査委託事業に係る予算を前 　事業認可区域の土地地権者との用 　事業認可区域の土地地権者との用 　事業認可区域の土地地権者との用

　年度から繰り越しました。 地交渉を行いました。 地交渉を行いました。 地交渉を行いまし



成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　指定管理者による維持管理業務を 　指定管理者による維持管理業務を 　指定管理者による維持管理業務を 　指定管理者による維持管理業務を

適正に行いました。 適正に行いました。 適正に行いました。 適正に行いました。

■実施結果

　借上公営住宅の適正な維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　借上期間満了を迎える住宅については、円滑に手続きを進める必要があります。

担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名 50 市営住宅改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  5 住宅費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  1 住宅管理費

予 算 現 額 160,875,000円 決 算 額 25,704,252円 翌年度繰越額 135,170,748円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

公営住宅法、箕面市営住宅管理条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市住宅マスタープラン、箕面市営住宅長寿命化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　各市営住宅の改修を計画的に実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　改修工事に向け、現地調査等を実 　改修工事に向け、現地調査等を実 　改修工事に向け、現地調査等を実 ・北芝住宅給水直結直圧化及び如意

施しました。 施しました。 施しました。 　谷住宅排水管改修工事他1件の契

　約を締結し、令和2年度に繰り越

　しました。

・瀬川住宅排水管改修工事費の一部

　を支払いました。

■実施結果

・瀬川住宅排水管改修工事費の一部を支払いました。

・北芝住宅給水直結直圧化及び如意谷住宅排水管改修工事並びに北芝住宅ポンプ室解体等工事を令和2年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も市営住宅を適正に維持保全するため、計画的に施設改修を実施していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名  2 借上公営住宅等管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  5 住宅費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  1 住宅管理費

予 算 現 額 83,578,000円 決 算 額 82,019,172円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,558,828円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

公営住宅法、箕面市営住宅管理条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市住宅マスタープラン、箕面市営住宅ストック総合活用計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　平成31年4月1日から令和6年3月31日まで（5年間）の指定管理業務について、指定管理者が変更されました。

２　借上公営住宅管理業務を指定管理者が行うことにより、民間ノウハウを活用し、経費削減に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（



水管改修工事が完了し

施設計委託の契約を締結しました。 　施設計委託が完了しました。 　事が完了しました。 ました。

・桜ヶ丘南住宅バリアフリー改修工 ・瀬川住宅排水管改修工事に着手し

　事に着手しました。 　ました。

■実施結果

・市営住宅給排水設備改修に伴う実施設計委託を実施しました。

・桜ヶ丘南住宅バリアフリー改修工事を実施しました。

・瀬川住宅排水管改修工事を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も市営住宅を適正に維持保全するため、計画的に施設改修を実施していく必要があります。

担 当 部 局 470000 上下水道局  

事業名  1 公共下水道事業会計繰出事業（経常）
会計 01 一般会計 経常

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  6 公共下水道費

取 組 32 地球環境に配慮した上下水道事業を経営します  1 公共下水道事業費

予 算 現 額 260,791,000円 決 算 額 233,985,318円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 26,805,682円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公営企業繰出金について（総務副大臣通知）

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　公共下水道事業会計における以下の項目に対する繰出しを行います。

①雨水処理に要する経費　②水質保全に資するために行う下水の規制に関する事務に要する経費　③水洗便所に係る改善命令などに関する事務に

要する経費の一部　④下水道の高度処理に要する経費の一部　⑤下水道事業債（汚水特例措置分等）の償還に要する経費等　⑥児童手当相当分

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　9月20日付け、100,000,000円を繰 　特にありません。 　3月19日付け、91,250,000円を繰

り出しました。 り出しました。

　5月20日付け、42,735,318円を繰

り出しました。

■実施結果

　適正に事務を執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名 90 市営住宅改修事業（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 13 住宅都市として培われてきた落ち着きのある安心な住まい・まちなみ景観を大切にします  5 住宅費

取 組 39 安心して住み続けられる住まい・まちづくりを進めます  1 住宅管理費

予 算 現 額 47,206,848円 決 算 額 47,206,848円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

公営住宅法、箕面市営住宅管理条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市住宅マスタープラン、箕面市営住宅長寿命化計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　各市営住宅の改修を計画的に実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　市営住宅給排水設備改修に伴う実 ・市営住宅給排水設備改修に伴う実 ・桜ヶ丘南住宅バリアフリー改修工 　瀬川住宅排



　9月20日付け、30,000,000円を繰 　特にありません。 　5月20日付け、52,119,639円を繰

り出しました。 り出しました。

■実施結果

　適正に事務を執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（常備消防費）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 1,247,141,000円 決 算 額 1,245,838,999円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,302,001円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　145人

給与費　【給与】533,002,211円　【職員手当等】499,328,474円　【共済費】213,508,314円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 470000 上下水道局  

事業名 50 公共下水道事業会計繰出事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 8 土木費

基本方向 10 市街地における環境を保全し、水とみどり豊かなまちをつくります  6 公共下水道費

取 組 32 地球環境に配慮した上下水道事業を経営します  1 公共下水道事業費

予 算 現 額 88,606,000円 決 算 額 82,119,639円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,486,361円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公営企業繰出金について（総務副大臣通知）

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　公共下水道事業会計における以下の項目に対する繰出しを行います。

①雨水施設の建設に要する経費

②流域下水道の建設に要する経費の一部

③下水道事業債（特例措置分等を含む）の償還に要する経費

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。



効率的な管理を継続します。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  4 人事管理事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 7,187,800円 決 算 額 7,017,041円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 170,759円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公務員法、労働安全衛生法、労働安全衛生規則、箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市職員採用規則、箕面市職員研修規程、箕面

市職員安全衛生管理規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・職員定期健康診断、各種検診、職員メンタルヘルス相談、公務・通勤災害補償（条例適用分）、職員安全衛生委員会等の開催

・人事給与等システムの保守委託（クラウドシステム使用料を含む）及び人事給与等の総務事務にかかる委託

・職員研修の実施

・職員採用試験の実施

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・健康診断、健康相談、肝炎予防対 ・腰痛症検査、健康相談、ストレス ・腰痛症検診、健康診断、肝炎予防 ・腰痛症フォロー検診、肝炎予防対

　策、安全衛生委員会を実施しまし 　チェック、肝炎予防対策を実施し 　対策、各種健康相談、安全衛生委 　策、各種健康相談、安全衛生委員

　た。 　ました。 　員会を実施しました。 　会を実施しました。

・人事給与事務の安定的な実施が図 ・人事給与事務の安定的な実施が図 ・人事給与事務の安定的な実施が図 ・人事給与事務の安定的な実施が図

　られました。 　られました。 　られました。 　られました。

・各種研修を実施しました。 ・各種研修を実施しました。 ・各種研修を実施しました。

■実施結果

・各種健康診断・メンタルヘルスチェック等を実施しました。また、安全衛生委員会を開催しました。

・福利厚生に対する補助が円滑に実施され、職員の元気回復・親睦が図れました。

・職員の人事給与にかかる情報が適正に管理、活用されたことにより給与計算業務をはじめ人事給与事務の効率的、安定的な実施が図れました。

　また、業務委託による効率的な事務執行が実施できました。

・消防職員に対し、適宜研修を実施しました。

・幅広い人材から最小限必要な人員を新規採用するにあたり、様々な階層の職員による面接を行うなど人物重視の試験を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

・事業は円滑に実施できていますが、メンタルヘルス及び疾病予防への対策、病休者の復職支援などの課題があります。

・財政収支のバランス確保と、職員ニーズを踏まえた福利厚生事業の充実を両立させる必要があります。

・職員のさらなる意識改革と能力開発を行います。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222100 総務部 総務課 

事業名  2 図書集中管理事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 337,000円 決 算 額 316,302円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,698円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防本部の事務執行に必要な制度や運用に関する図書の予算を集中管理します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　加除式図書の追録購入・加除を行 　加除式図書の追録購入・加除を行 　加除式図書の追録購入・加除を行 　加除式図書の追録購入・加除を行

いました。 いました。 いました。 いました。

■実施結果

　加除式図書の購入により、消防本部の業務に関する図書の管理を効率的に実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　



支障のないよ 　システム利用業務に支障のないよ 　システム利用業務に支障のないよ 　システム利用業務に支障のないよ

う、ネットワーク管理運営を行いま う、ネットワーク管理運営を行いま う、ネットワーク管理運営を行いま う、ネットワーク管理運営を行いま

した。 した。 した。 した。

■実施結果

　システム利用業務に支障のないよう、ネットワーク管理運営を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　システム利用業務に支障のないよう、ネットワーク管理運営に努めます。

担 当 部 局 281800 みどりまちづくり部 営繕課 

事業名  8 公共施設管理等事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 12,755,000円 決 算 額 12,372,802円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 382,198円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防施設の管理業務を集約して事務手続きを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　各消防施設における委託業務を実 ・各消防施設における委託業務を実 　各消防施設における委託業務を実 ・各消防施設における委託業務を実

施しました。 　施しました。 施しました。 　施しました。

・自動車共済、建物共済の継続加入 ・自動車共済の新規加入、解約手続

　手続きを行いました。 　きを行いました。

■実施結果

・各消防施設における委託業務を適正に実施しました。

・消防業務に係る自動車共済、建物共済を適正に管理しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各施設管理者による業務遂行の適正管理を進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222500 総務部 情報政策室 

事業名  6 行政情報ネットワーク等管理運営事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 9,560,000円 決 算 額 8,491,952円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,068,048円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市情報システムの管理運営に関する条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市役所内行政情報ネットワーク（Ｍ－Ｎｅｔ）の基盤であるネットワークと機器の維持・管理を行います。また、Ｍ－Ｎｅｔシステム上で動

　　作するグループウェアソフト等の管理を行います。

２　Ｍ－Ｎｅｔの利用により全庁事務効率化及び運用管理コストの削減を目指します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　システム利用業務に



事務執行に係る諸経費を支出しま

　した。

■実施結果

１　消防本部全体の事務執行に係る経費を支出しました。

２　全国消防長会負担金他4件の負担金を納入しました。

３　消防協力者表彰の経費を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　効率的な事務改善を行い、経費節減に努めながら適正に業務を執行する必要があります。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 11 消防職員賞じゅつ金事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 345,000円 決 算 額 343,200円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,800円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防職員等賞じゅつ金支給条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防職員が公務災害により死亡し、又は障害の状態となったときなどに、賞じゅつ金を支給する制度を活用するため、（一財）大阪市町村消

　防財団に加入し、その負担金を納入します。

２　事案が発生した際に、条例に基づき各賞じゅつ金を支給します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　(一財)大阪市町村消防財団に負担 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

金を納入しました。

■実施結果

１　（一財）大阪市町村消防財団に負担金を納入しました。

２　賞じゅつ金支給事案はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、適正な執行に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 10 常備消防一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 2,349,000円 決 算 額 2,075,620円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 273,380円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防本部全体の事務執行に係る経費を支出します。

２　各種負担金（全国消防長会、全国消防協会、大阪府下消防長会、北摂地区消防本部会）を納入します。

３　消防協力者表彰の経費を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・全国消防長会負担金他4件の負担 ・事務執行に係る諸経費を支出しま ・事務執行に係る諸経費を支出しま ・事務執行に係る諸経費を支出しま

　金を納入しました。 　した。 　した。 　した。

・



貸与しました。 ・職員被服一式を貸与しました。 ・制帽、安全靴を貸与しました。 ・安全靴、階級章等を貸与しまし　

・周章の巻き替えを行いました。 ・新規採用職員（7名）に被服一式 　た。

　を貸与しました。

■実施結果

１　新規採用職員に被服一式の貸与を行いました。

２　消防職員に被服の貸与を行いました。

３　階級昇任者の周章の巻き替えを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、消防職員の安全確保と規律保持を図るため、適切に被服の貸与を行います。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 13 庁舎管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 18,256,000円 決 算 額 16,729,981円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,526,019円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法、水道法、電気事業法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設、付帯設備等の維持管理をします。

２　庁舎管理用消耗品等を購入します。

３　隔日勤務者の仮眠用寝具を借り上げます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・施設等の修繕、施設管理等の委　 ・施設等の修繕、施設管理等の委　 ・施設等の修繕、施設管理等の委　 ・施設等の修繕、施設管理等の委　

　託、庁舎管理用消耗品の購入を行 　託、庁舎管理用消耗品の購入を行 　託、庁舎管理用消耗品の購入を行 　託、庁舎管理用消耗品の購入を行

　いました。 　いました。 　いました。 　いました。

・仮眠用寝具を借り上げました。 ・仮眠用寝具を借り上げました。 ・仮眠用寝具を借り上げました。 ・仮眠用寝具を借り上げました。

■実施結果

１　消防本部、箕面消防署、東西分署、豊能消防署、東出張所の施設及び付帯設備の維持管理を行いました。

２　隔日勤務者の仮眠用寝具を借り上げ、衛生管理を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も適切な施設の維持管理に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 12 消防職員被服貸与事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 7,285,000円 決 算 額 7,278,360円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,640円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第16条、箕面市消防吏員服制規則、箕面市消防吏員被服貸与規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防職員の安全確保と規律・節度の保持を図るため、国の基準に則した被服等を貸与します。

　・制服、活動服、救急服、救助服等を貸与します。

　・階級昇任者の周章等を更新します。

　・救急隊員の任命に伴う救急服を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・安全靴を



半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・出初式の開催場所を決定し、関係 ・関係機関との調整を実施しまし　 ・関係機関との調整を実施しまし　 ・1月3日に西小学校で消防出初式を

　機関との調整を実施しました。 　た。 　た。 　開催しました。

・消耗品を購入しました。

■実施結果

１　1月3日に西小学校で箕面市消防出初式を開催しました。

２　消防職員、消防団員等消防関係者　総勢524名が参加しました。

３　約1,300名の来場がありました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民の防火防災意識の普及啓発のため、計画的に事業を推進し、消防出初式を開催します。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 15 人事管理事業（消防）（職員研修）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 3,752,200円 決 算 額 3,609,597円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 142,603円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公務員法第39条、消防組織法第52条、箕面市職員研修規程

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　各種派遣研修（大阪府立消防学校派遣研修、消防大学校派遣研修、他市消防本部派遣研修、実務専門派遣研修、安全衛生派遣研修、全国消防長

会消防長研修会派遣）をはじめ、各種研修会やセミナーに職員を派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　大阪府立消防学校の各種研修に職 　酸素欠乏・硫化水素危険作業主任 　安全運転研修、全国消防長会消防 　大阪市消防局高度専門教育訓練セ

員を派遣しました。 者技能講習、小型移動式クレーン運 長研修会、大阪府立消防学校の各種 ンター、大阪府立消防学校の各種研

転技能講習、玉掛け技能講習、大阪 研修に職員を派遣しました。 修に職員を派遣しました。

府立消防学校の各種研修に職員を派

遣しました。

■実施結果

　消防業務を遂行するため、大阪府立消防学校各種研修、全国消防長会消防長研修会や大阪市消防局派遣研修のほか、資格等講習に職員を派遣し

ました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　消防職員の能力向上のため、引き続き、計画的な職員の研修派遣に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 14 消防出初式開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 435,000円 決 算 額 370,997円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 64,003円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　令和2年の年頭にあたり、消防職員、消防団員等消防関係者の士気高揚を図るとともに、市民の防火、防災意識の普及高揚を目的として、消

　防出初式を令和2年1月3日に市内の公共施設で開催します。

２　消防ヘリコプターの飛来、消防職員・消防団員・婦人防火クラブ員・少年消防クラブ員による入場行進(箕面市青少年吹奏楽団演奏)、消防訓

　練の披露、消防表彰の他、新規導入消防車両の展示と体験コーナーの設置を計画しています。

第１四半期 第２四



災予防運動に伴い街頭 　春の全国火災予防運動に伴い事業

者43名を養成しました。 募集し、優秀作品を決定しました。 　啓発を実施し、また、事業所へ防 所へ防火啓発文を送付しました。

　火啓発文を送付しました。

・優秀作品に選ばれた防火作品の表

　彰を実施し、展示を行いました。

■実施結果

１　建築確認の消防同意、建設行為に伴う消防水利施設等の協議、危険物施設や防火対象物の立入検査等を実施し、施設の防火安全性の確保及び

　向上に努めました。

２　秋や春の全国火災予防運動時に事業所等に火災予防啓発文を送付したり、各種広報媒体やイベントを通じて市民に対し火災予防の普及啓発を

　図りました。

３　市内小・中学生を対象に防火作品を募集し、優秀作品を表彰のうえ市内施設へ展示することで防火意識の向上を図りました。

４　防火管理講習を開催し、防火管理者を養成することで、事業所等の防火管理体制の充実強化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　防火対象物に対する査察率の向上を図る必要があります。

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 18 防火クラブ育成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 54,000円 決 算 額 51,561円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,439円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　婦人防火クラブを対象に防火講習会等を開催して、防火意識の啓発を図ります。

２　各婦人防火クラブの代表者による連絡会を開催して、クラブ間の情報交換や活性化を図ります。

３　各クラブ員の消防出初式等の火災予防関連行事参加を通じて、クラブ員による地域住民への防火に関する情報発信等を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・少年消防クラブの入隊式を実施 　婦人防火クラブに対して防火・救 ・婦人防火クラブに対して防火講習 　婦人防火クラブ及び少年消防クラ

　し、クラブの活性化を図りまし 急講習を開催し、防火意識の啓発及 　を開催し、防火意識の啓発を図り ブが出初式に参加しました。

　た。 び応急手当の習得を図りました。 　ました。

・婦人防火クラブ代表者による連絡 ・婦人防火クラブ代表者による連絡

　会を開催し、各クラブの情報交換 　会を開催し、各クラブの情報交換

　及び活性化を図りました。 　及び活性化を図りました。

■実施結果

１　防火講習会、救急講習会を開催し、火災予防や応急処置等に関する知識の習得及び家庭や地域における防火意識の高揚を図りました。

２　消防本部や大阪府婦人防火クラブ連絡協議会が主催する各種行事に参加し、防火クラブの育成強化を図りました。

３　婦人防火クラブ代表者による連絡会を開催し、年間活動計画の決定や各クラブ間の情報交換を行い、活動の活性化を図りました。

４　大阪府婦人防火クラブ連絡協議会の優良婦人防火クラブ員表彰を受賞しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 17 予防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 455,000円 決 算 額 419,300円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 35,700円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第6条、消防法第1条他

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防用設備や建設行為に係る消防水利施設等の設置指導、検査を実施します。

２　危険物施設の許可や検査を実施します。

３　防火管理者を養成する講習会を開催します。

４　火災予防の企画立案や防火広報を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　防火管理講習を開催し、防火管理 　市内小中学生を対象に防火作品を ・秋の全国火



校区の全戸 　南小学校区及び萱野北小学校区の 　萱野北小学校区の全戸を対象とし

宅防火訪問を実施しました。 を対象とした住宅防火訪問を実施し 全戸を対象とした住宅防火訪問を実 た住宅防火訪問を実施しました。

ました。 施しました。

■実施結果

１　西小校区、南小学校区及び萱野北小学校区を対象とした住宅防火訪問を実施し、住宅用火災警報器の設置促進に努めました。

２　各種広報媒体及び防火講習会等において、住宅用防災機器等の普及啓発を実施しました。

３　市内各所において、住宅用火災警報器の街頭啓発を実施し、設置促進に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　訪問結果を検証し、面談率の向上に努める必要があります。

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 20 高圧ガス保安法等事務事業（権限移譲分）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 79,000円 決 算 額 48,812円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 30,188円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

高圧ガス保安法、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律、火薬類取締法、大阪府産業保安行政事務に係る事務処理の特例に関

する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　保安3法の各根拠法令に基づき、製造、販売、貯蔵等の許可、検査等を実施します。

２　事業所の自主保安体制向上を図るための情報を発信します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　高圧ガス施設及び火薬類施設の立 　高圧ガス施設及び火薬類施設の立 　高圧ガス施設の立入検査を実施し 　高圧ガス施設の立入検査、火薬類

入検査を実施し、事業所の自主保安 入検査を実施し、事業所の自主保安 、事業所の自主保安体制の確保を促 施設の保安検査及び立入検査を実施

体制の確保を促進しました。 体制の確保を促進しました。 進しました。 し、事業所の自主保安体制の確保を

促進しました。

■実施結果

１　高圧ガス施設、液化石油ガス施設及び火薬類施設の立入検査を実施し、事業所の自主保安体制の強化に努めました。

２　大阪府及び府内消防本部との情報共有により指導内容の統一化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　高圧ガス施設、液化石油ガス施設及び火薬類施設に対する査察率の向上を図る必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290200 消防本部 予防室 

事業名 19 住宅防火対策推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 856,000円 決 算 額 845,008円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,992円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第9条の2

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内全戸を対象に防火訪問し、住宅防火指導等を実施します。　

２　住宅防火訪問で住宅用火災警報器の設置状況等を調査し、未設置の場合は設置を指導します。

３　各種広報媒体や防火講習会等において、住宅用防災機器等の普及啓発広報を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　西小学校区の全戸を対象とした住 　西小学校区及び南小学



消耗品を購入しま ・事務執行に係る消耗品を購入しま

　した。 　した。 　した。 　した。

・有料道路使用料を支払いました。 ・小型動力ポンプを購入しました。 ・歳末警戒に伴う消防・警察合同発 ・有料道路使用料を支払いました。

　隊式を開催しました。 ・駐車場使用料を支払いました。

・有料道路使用料を支払いました。

■実施結果

１　令和元年11月30日（土曜日）に、歳末警戒に伴う消防・警察合同発隊式を開催しました。

２　消防企画室の各種事務を適正に執行しました。

　

※予算流用　備品購入費1,316,200円増（常備消防車両購入更新事業から流用）

　　　　　　災害活動時に使用する小型動力ポンプが故障し、緊急に購入する必要が生じたため

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、適正な執行に努めます。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 24 大阪航空消防運営費負担金事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,662,000円 決 算 額 3,496,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 166,000円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

大阪航空消防運営委員会規約、大阪航空消防運営費の分担に関する要綱、大阪市・箕面市航空消防応援協定

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　大阪市消防航空隊による消防用ヘリコプター運営費負担金の納入、補助金の受領及び各訓練事業等に係るヘリコプター出動に関する調整を行い

ます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　災害等の出動事案はありません。 　災害等の出動事案はありません。 ・災害等の出動事案はありません。 ・災害等の出動事案はありません。

・歳末警戒に伴う消防・警察合同発 ・出初式に伴う消防訓練に参加を要

　隊式に訓練出動しました。 　請しました。

・大阪市へ消防用ヘリコプター運営

　費負担金を納入しました。

■実施結果

１　大阪市へ消防用ヘリコプター運営費負担金を納入しました。

２　大阪府から消防用ヘリコプター運営費補助金を受領しました。

３　消防・警察合同発隊式及び消防出初式に訓練出動しました。

４　箕面市議会正副議長行政（上空）視察を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 23 警備活動一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 1,549,200円 決 算 額 1,509,261円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 39,939円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第40条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防水利の新設、修理修繕事務、消防車両の購入更新整備等の事務、消防組織法第40条に基づく消防統計等報告事務に係る消耗品を購入し　

　ます。

２　歳末警戒に伴う消防・警察合同発隊式を実施します。

３　消防車両の製作検査や会議出席等における有料道路通行料を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事務執行に係る消耗品を購入しま ・事務執行に係る消耗品を購入しま ・事務執行に係る



事案はありません。

・両市消防本部（局）のはしご車技

　術向上のため、合同訓練を実施し

　ました。

・令和元年度のはしご車共同運用に

　係る負担金を支出しました。

■実施結果

１　豊中市消防局と合同訓練を実施し、両市の連携強化を図りました。

２　豊中市へ令和元年度はしご車共同運用に係る負担金を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 26 救急安心センターおおさか運営費負担事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 2,977,000円 決 算 額 2,962,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第35条の5

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　「救急安心センターおおさか」への事業参加を継続し、運営にかかる費用の負担金を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　救急安心センターおおさかについ  救急安心センターおおさかについ 　救急安心センターおおさかについ ・救急安心センターおおさかについ

て市民への広報を実施しました。 て市民への広報を実施しました。 て市民への広報を実施しました。 　て市民への広報を実施しました。

・令和元年度救急安心センターおお

　さか運営費分担金を支払いまし　

　た。

■実施結果

1　市民へ救急安心センターおおさかについての広報を実施しました。

2　救急安心センターおおさか運営のための負担金を支払いました。

3　2019年中に箕面市内から3,520件の利用がありました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民の安心感の確保と救急車の適正利用を図るため、継続した救急安心センターおおさかの広報が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 25 警防業務消防連携事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 4,820,000円 決 算 額 4,820,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

はしご付消防自動車共同運用に係る消防応援協定

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面市域におけるはしご車を必要とする中高層（4階建て以上の建物）火災や救助等の災害に豊中市のはしご車が出動し、これに係る経費を按

分して負担します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　災害等の出動事案はありません。 　災害等の出動事案はありません。 　災害等の出動事案はありません。 ・災害等の出動



を実 ・消防車両の法定点検(15台)継続 ・消防車両の法定点検(11台)継続 ・消防車両の法定点検(10台)継続

　施しました。 　検査(3台)を実施しました。 　検査(5台)を実施しました。 　検査(7台)を実施しました。

・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。 ・車両用消耗品を購入しました。

・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。 ・車両用燃料を購入しました。

■実施結果

１　消防車両の運行管理を実施しました。

　①車両点検整備（継続検査15台、法定点検延べ53台）

　②消防車両の修理

２　車両用燃料（軽油・ガソリン）及び車両用消耗品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　緊急自動車としての性能を十分発揮できるよう、限られた予算内で効率的な点検整備を行い、経費削減にも努めていきます。

担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 29 応急手当普及啓発事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 561,000円 決 算 額 559,906円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,094円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防本部応急手当の普及啓発活動の推進に関する実施要領

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　一般市民を対象に普通救命講習1を定期的に開催します。

２　各種団体を対象に救命入門コース、普通救命講習（1・2・3）、救急講習を開催します。

３　講習会や様々なイベントを通じて、応急手当の普及や救急車の適正利用についての啓発活動を行います。

４　応急手当普及啓発に必要な物品等を購入し、普及啓発活動の充実を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・普通救命講習、救命入門コース及 ・上級救命講習、普通救命講習、救 ・普通救命講習、救命入門コース及 ・普通救命講習、救命入門コース及

　び救急講習を開催しました。 　命入門コース及び救急講習を開催 　び救急講習を開催しました。 　び救急講習を開催しました。

・救命講習用の資器材を購入しまし 　しました。 ・救命講習用の資器材を購入しまし ・救命講習用の資器材を購入しまし

　た。 ・救命講習用の資器材を購入しまし 　た。 　た。

　た。

■実施結果

１　一般市民を対象に普通救命講習1を定期的に開催しました。

２　各種講習会の実施回数は117回（内訳：上級救命講習1回、普通救命講習62回、救命入門コース17回、救急講習37回）、受講人数は延べ2,229

　人でした。

３　講習会や様々なイベントを通じて、応急手当の普及や救急車の適正利用についての啓発活動を行いました。

４　応急手当普及啓発に必要な物品等を購入し、普及啓発活動の充実を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染症拡大の中で、救命講習の実施方法の検討が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 27 常備消防車両管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 17,263,000円 決 算 額 16,056,585円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,206,415円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路運送車両法第48条、第58条、第62条、自動車点検基準第3条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

消防本部に配置している消防車両30台（箕面市25台、豊能町5台）の運行管理を適正に行います。

１　点検整備等を実施します。

２　燃料等を購入します。

３　車両維持管理に必要な諸物品を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防車両の法定点検(17台)



品を購入しま ・救急活動に必要な物品を購入しま ・救急活動に必要な物品を購入しま

　した。 　した。 　した。 　した。

・近畿救急隊員部会へ職員を派遣し ・近畿救急隊員部会へ職員を派遣し

　ました。 　ました。

■実施結果

１　救急活動に必要な物品を購入し、救急活動の充実を図りました。

２　救急資器材の保守管理を行い、安心・安全な救急活動を行いました。

３　救急隊員を各種研修会に派遣し、知識の習得と技術の向上を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染症対応のため、感染防御資器材の消費量増加が見込まれます。

担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 31 救助活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,391,000円 決 算 額 2,953,013円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 437,987円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第36条の2、救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　救助活動上必要となる資器材や救助隊員の安全装備品の購入整備を行います。

２　救助工作車の保守管理を行います。

３　救助工作車の積載資器材の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・救助資器材の購入整備を実施しま ・救助資器材の購入整備を実施しま ・救助資器材の購入整備を実施しま ・救助資器材の購入整備を実施しま

　した。 　した。 　した。 　した。

・救助工作車の積載資器材の保守点 ・救助工作車の積載資器材の保守点 ・救助工作車の積載資器材の保守点 ・救助工作車の積載資器材の保守点

　検及び修理を実施しました。 　検を実施しました。 　検及び修理を実施しました。 　検及び修理を実施しました。

■実施結果

　救助活動上必要な資器材の整備及び救助工作車の積載資器材の維持管理を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、計画どおりに救助資器材の保守点検を行うとともに経費削減に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290500 消防本部 警防第一室 

事業名 30 救急活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 8,378,000円 決 算 額 8,268,836円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 109,164円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第2条第9項

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　救急活動に必要な物品等を計画的に購入し、救急活動の充実を図ります。

２　救急隊員が安心して業務が遂行できるよう、必要な資器材の購入整備及び保守管理を行います。

３　救急隊員を各種研修会に派遣し、知識の習得と技術の向上を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・救急活動に必要な物品を購入しま ・救急活動に必要な物



・消防活動に必要な資器材を購入し ・消防活動に必要な資器材を購入し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・現有資器材の維持管理を行いまし ・現有資器材の維持管理を行いまし ・現有資器材の維持管理を行いまし ・現有資器材の維持管理を行いまし

　た。 　た。 　た。 　た。

■実施結果

１　消防ホースをはじめとした各種消防資器材を整備し、消防活動の充実を図りました。

２　ガス検知器等消防機器の保守点検委託をはじめ、現有資器材の維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　資器材購入時における十分な検討及び精査を行います。

２　有事に備え資器材の適切な取り扱い及び維持管理を行います。

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 36 高圧ガス関係事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 932,000円 決 算 額 880,058円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 51,942円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

高圧ガス保安法第35条、第35条の2、第48条、第49条、一般高圧ガス保安規則第6条、第18条、第50条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　豊能消防署所管の高圧ガス製造所（圧縮空気製造施設）の定期自主検査（通常）を行います。

２　空気呼吸器用ボンベ等の容器再検査を行います。

３　空気呼吸器用ボンベの廃棄を行います。

４　ガス溶断器用酸素ボンベのガス充填を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・高圧ガス製造所（豊能消防署所　 ・容器所有者登録の更新を行いまし ・空気呼吸器用ボンベの容器再検査 ・高圧ガス製造所（箕面消防署所　

　管）の定期自主検査（通常）を行 　た。 　を行いました。 　管）の定期自主検査（通常）を行

　いました。 ・空気呼吸器用ボンベ保護カバーの ・アクアラング用ボンベの容器再検 　いました。

・空気呼吸器用ボンベの容器再検査 　購入を行いました。 　査を行いました。 ・空気呼吸器用ボンベの容器再検査

　及びガス溶断器用ボンベの充填を ・アクアラング用ボンベパッキンの 　を行いました。

　行いました。 　購入を行いました。

■実施結果

　消火活動及び救助活動を行うために必要な空気呼吸器用ボンベ及びその充填施設の維持管理を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、計画どおりに高圧ガス施設及び資器材の維持管理を図り経費削減に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 35 常備消防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 6,161,000円 決 算 額 5,972,438円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 188,562円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防活動上必要となる資器材の購入整備を行います。

２　消防隊員の安全装備品の購入整備を行います。

３　消防活動上必要となる資器材の保守管理を行います。

４　各種災害事象への対応に備え、隊員の研修及び訓練を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防活動に必要な資器材を購入し ・消防活動に必要な資器材を購入し



。

・消防本部全体の通信業務に係る経 ・消防本部全体の通信業務に係る経 ・消防本部全体の通信業務に係る経 ・消防本部全体の通信業務に係る経

　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。

■実施結果

　通信指令施設の維持管理を行い、機能を有効に活用し、通信指令体制の充実が図れました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 450000 会計室  

事業名 41 財務会計システム管理運営事業（消防）
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 593,000円 決 算 額 588,060円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,940円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　財務会計システム等を使用し円滑に業務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　財務会計システム等の使用料を支 　財務会計システム等の使用料を支 　財務会計システム等の使用料を支 　財務会計システム等の使用料を支

払いました。 払いました。 払いました。 払いました。

■実施結果

　消防費にかかる財務会計システム等の使用料を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　財務会計システム等の円滑な管理・運用に努める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290700 消防本部 通信指令室 

事業名 39 常備消防通信事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 31,463,000円 決 算 額 29,121,342円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,341,658円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第24条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　通信指令施設及び消防救急デジタル無線設備の維持管理を行います。

２　消防本部全体の通信運搬費等の支出を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・通信指令施設の維持管理を行いま ・通信指令施設の維持管理を行いま ・通信指令施設の維持管理を行いま ・通信指令施設の維持管理を行いま

　した。 　した。 　した。 　した



ありません。 　特にありません。

した。

■実施結果

１　文書編集用のパイプ式ファイルを一括購入しました。

２　パイプ式ファイルのリサイクルを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　パイプ式ファイルの計画的な購入、リサイクル活用の継続が必要です。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名 52 人事管理事業（消防）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 188,000円 決 算 額 126,973円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 61,027円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の風しん抗体検査を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　職員に対し、風しん抗体検査を実 　特にありません。 　職員に対し、風しん抗体検査を実 　職員に対し、風しん抗体検査を実

施しました。 施しました。 施しました。

■実施結果

　職員に対し、風しん抗体検査を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222100 総務部 総務課 

事業名 50 文書管理運営事業（消防）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 52,000円 決 算 額 42,670円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 9,330円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市文書取扱規程、箕面市役所文書保存期間の標準規程

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防本部の文書を編集・保存する用具類を一括購入します。

２　保存期間別の用具の種類

　①永年・30年保存文書･･･白紙の厚紙の表紙・背表紙・裏表紙（表紙・裏表紙はハトメ金具付き）で編集・保存

　②10年・5年・3年・1年保存文書･･･パイプ式ファイルで編集・保存

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　パイプ式ファイルを一括購入しま 　特にありません。 　特に



更新作業に着手しました。 更新作業を実施しました。 　更新作業を実施しました。

・行政情報ネットワークシステムの ・上下水道局庁舎4階の空調設備改

　更新作業に着手しました。 　修工事を行いました。

■実施結果

１　行政情報ネットワークシステムの更新作業を実施しました。

２　上下水道局庁舎4階の空調設備改修工事を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　システム利用業務に支障のないよう、ネットワーク管理運営に努めます。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 59 サミット消防特別警戒派遣事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 2,090,000円 決 算 額 1,748,687円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 341,313円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

Ｇ20大阪サミット消防・救急体制整備に関する応援協定

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　警防対策及び予防対策のため、消防隊員及び予防職員を訓練や研修及びサミット消防特別警戒に派遣します。

２　災害対応のため、消防車両及び資機材を派遣します。

３　職員の派遣に係る時間外手当、普通旅費、特別旅費を支出します。

４　サミット消防特別警戒に必要な災害対応資機材（消耗品）を購入します。

５　消防車両の派遣に係る燃料費を支出します。

６　サミット消防特別警戒に必要な災害対応資機材（備品）を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事前訓練及び研修に職員等を派遣 ・G20大阪サミット消防・救急体制 　G20大阪サミット消防・救急体制 　G20大阪サミット消防・救急体制

　しました。 　整備費補助金（資機材）の交付申 整備費補助金（人件費）の交付申請 整備費補助金（人件費）の交付を受

・災害対応資機材（消耗品・備品） 　請手続きを行いました。 手続きを行いました。 けました。

　を購入しました。 ・G20大阪サミット消防・救急体制

・サミット消防特別警戒へ職員及び 　整備費補助金（資機材）の交付を

　資機材等を派遣しました。 　受けました。

■実施結果

１　大阪国際空港現地警戒本部へ派遣隊延べ2隊、派遣者延べ8名を派遣しました。

２　主要ターミナル駅等巡回警戒へ派遣者延べ2名を派遣しました。

３　G20大阪サミット消防・救急体制整備費補助金（資機材）の交付申請手続きを行いました。

４　G20大阪サミット消防・救急体制整備費補助金（資機材）の交付を受けました。

５　G20大阪サミット消防・救急体制整備費補助金（人件費）の交付申請手続きを行いました。

６　G20大阪サミット消防・救急体制整備費補助金（人件費）の交付を受けました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222500 総務部 情報政策室 

事業名 53 行政情報ネットワーク等管理運営事業（消防）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  1 常備消防費

予 算 現 額 15,101,000円 決 算 額 14,793,738円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 307,262円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市情報システムの管理運営に関する条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　行政情報ネットワークの維持・拡張に伴う一時経費を支出します

２　ハードウェア・ソフトウェアの更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・行政情報ネットワークシステムの 　行政情報ネットワークシステムの 　行政情報ネットワークシステムの ・行政情報ネットワークシステムの

　更新にかかる調達を行いました。



に配備しました。

施しました。

■実施結果

　救助工作車1台を更新整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、適正な執行に努めます。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 61 ＡＥＤ整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 3,430,000円 決 算 額 3,148,104円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 281,896円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内の公共施設などに設置しているＡＥＤの保守・管理及び消耗品類の購入を行います。

２　耐用期限に伴い、ＡＥＤの適正更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　公共施設のＡＥＤ（21台）を更新 　公共施設のＡＥＤのバッテリー（ 　公共施設のＡＥＤのバッテリー（ ・公共施設のＡＥＤのバッテリー　

しました。 1施設）及び使い捨てパドル（12施 1施設）及び使い捨てパドル（1施設 　（3施設）及び使い捨てパドル（6

設）を更新しました。 ）を更新しました。 　施設）を更新しました。

・公共施設のＡＥＤ収納ボックス　

　（3施設）を修繕しました。

■実施結果

1　耐用期限となった公共施設のＡＥＤ（21台）を更新しました。

2　使用期限となったＡＥＤのパドルとバッテリーを更新しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、適正な執行に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 60 常備消防車両購入更新事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 125,889,570円 決 算 額 125,887,220円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,350円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防用車両の安全基準

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　車両更新計画に伴い、救助工作車1台を更新整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　救助工作車1台の購入に係る契約 　救助工作車1台のぎ装について請 　救助工作車1台のぎ装について請 　救助工作車が納入され箕面消防署

を締結しました。 負業者と各種調整を実施しました。 負業者と各種調整及び中間検査を実



教養に係る書籍を購入し

　修等の業務契約を締結しました。 研修へ職員延べ7名を派遣しました 員1名を派遣しました。 ました。

・2名の救急救命士免許登録を行い 。

　ました。

・指導救命士養成課程等の各種研修

　へ職員延べ17名を派遣しました。

■実施結果

1　救急救命士を含む救急隊員を各種研修へ派遣しました。

　 内訳：救急救命士養成課程2名、指導救命士養成課程2名、救急救命士就業前研修2名、気管挿管病院実習3名、ビデオ喉頭鏡病院実習3名、拡大

　 二行為追加講習5名、ビデオ喉頭鏡追加講習7名、千里二次救命処置コース5名、心電図研修3名、ＰＣＥＣ・ＰＳＬＳコース3名

2　2名の救急救命士を免許登録しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、適正な執行に努めます。

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 66 高圧ガス関係事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 4,265,000円 決 算 額 3,931,200円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 333,800円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　空気呼吸器用ボンベの更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　空気呼吸器用ボンベを購入しまし 　特にありません。 　特にありません。

た。

■実施結果

　空気呼吸器用ボンベを26本購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、計画どおりに空気呼吸器用ボンベの更新を行い経費削減に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 62 救急業務高度化推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 6,586,000円 決 算 額 6,295,679円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 290,321円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第35条の5、救急救命士法第2条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　救急救命士、認定救急救命士を養成します。

２　救急活動の事後検証を行う検証会議に救急救命士を派遣します。

３　救急隊員を各種研修会に派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・救急救命士の資質の向上を図る研 　千里二次救命処置コース等の各種 　千里二次救命処置コース研修へ職 　救急隊の



新規採用職員に貸与する防火衣、

　防火帽及び保安帽を購入しまし　

　た。

■実施結果

１　耐用年数が経過した防火衣23着、防火帽26個及び保安帽34個を更新整備しました。

２　新規採用職員7名に貸与する装備品を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新ガイドラインに適合した防火帽を更新整備計画に基づき全職員に貸与します。

担 当 部 局 290700 消防本部 通信指令室 

事業名 69 常備消防通信事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 1,753,000円 決 算 額 1,751,760円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,240円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第24条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　豊能消防署及び東出張所における署所指令端末（音声指令端末及び指令情報出力装置）に係る電源装置のバッテリーの定期更新を行います。

２　箕面消防署における気象観測装置（雨量計及び風速計）の検定更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・署所指令端末（音声指令端末及び 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

　指令情報出力装置）に係る電源装

　置のバッテリーの定期更新を行い

　ました。

・気象観測装置の検定更新を行いま

　した。

■実施結果

１　豊能消防署及び東出張所の署所指令端末（音声指令端末及び指令情報出力装置）に係る電源装置のバッテリーの定期更新を行いました。

２　箕面消防署における気象観測装置（雨量計及び風速計）の検定更新を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も通信指令システムに係る電源装置を定期的に更新を行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事業名 67 警防資器材整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  1 常備消防費

予 算 現 額 4,350,000円 決 算 額 3,989,520円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 360,480円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　防火衣の計画的な更新整備を行います。

２　上記と同様に防火帽及び保安帽を計画的に順次更新整備します。

３　新規採用職員に貸与する装備品を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・耐用年数が経過した防火衣、防火 　特にありません。 　特にありません。

　帽及び保安帽を更新整備しまし　

　た。

・



した。

・消防団視察研修に伴う出場手当を

　支給しました。

・(公財)大阪府消防協会及び豊能地

　区支部に負担金を納入しました。

■実施結果

１　優良消防団員、永年勤続退職消防団員に表彰状及び記念品を贈呈しました。

２　ポンプ車操法訓練出場選手の健康診断を実施しました。

３　(公財)大阪府消防協会、同豊能地区支部に負担金を納入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  2 消防団員報酬補償等関連事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 50,154,458円 決 算 額 46,637,894円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,516,564円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、箕面市消防団員等公務災害補償条例、箕面市非常勤消防団員に係る退職報償金の支給に関する条例、箕面市消防団員の定員、任免、

服務、給与等に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団年報酬を支給します。

２　消防団員等公務災害補償等共済基金へ負担金を納入します。

３　退職する消防団員に対し退職報償金を支給します。

４　殉職消防団員遺族に対し年金を支給します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団員等公務災害補償等共済基 ・殉職消防団員遺族に年金を支給し ・消防団員等公務災害補償等共済基 ・殉職消防団員遺族に年金を支給し

　金に負担金を納入しました。 　ました。 　金に負担金を納入しました。 　ました。

・殉職消防団員遺族に年金を支給し ・消防団員の公務災害に伴う診療費 ・殉職消防団員遺族に年金を支給し ・消防団員の公務災害に伴う診療費

　ました。 　を支払いました。 　ました。 　を支払いました。

・消防団員の公務災害に伴う診療費 ・消防団員の公務災害に伴う診療費 ・退職消防団員に退職報償金を支給

　を支払いました。 　を支払いました。 　しました。

■実施結果

１　消防団員に年報酬を支給しました。（586人）

２　消防団員等公務災害補償等共済基金に負担金を納入しました。

３　退職消防団員に退職報償金を支給しました。（28人）

４　殉職消防団員遺族に年金を支給しました。

５　消防団員の公務災害に伴う診療費を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  1 非常備消防一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 20 内部管理  1 消防費

取 組 55 内部管理  2 非常備消防費

予 算 現 額 1,502,000円 決 算 額 1,375,390円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 126,610円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　優良消防団員表彰及び永年勤続退職団員等に対し記念品を贈呈します。

２　ポンプ車操法大会に出場する消防団員の健康診断を実施します。

３　（公財）大阪府消防協会が実施する訓練等の事業に参加します。

４　消防団関係各会に負担金を納入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・ポンプ車操法訓練出場選手の健康 　特にありません。 　優良消防団員に記念品を贈呈しま 　特にありません。

　診断を実施しました。



防財団に負 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

担金を納入しました。

■実施結果

１　(一財)大阪市町村消防財団に負担金を納入しました。

２　賞じゅつ金支給事案はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  4 消防団員被服貸与事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 2,312,791円 決 算 額 2,052,194円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 260,597円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法第23条、箕面市消防団員の定員、任免、服務、給与等に関する条例、箕面市消防団の組織等に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　新入団員に対し被服一式を貸与します。

２　階級異動者に対し階級章や周章を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・新入団員等に被服一式を貸与しま 　特にありません。 　新入団員に被服等を貸与しまし　 　新入団員に被服等を貸与しまし　

　した。 た。 た。

・階級異動に伴う階級章等を貸与し

　ました。

・ポンプ車操法訓練出場選手に活動

　服を貸与しました。

■実施結果

１　新入団員等に被服一式を貸与しました。

２　ポンプ車操法訓練出場選手に活動服を貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　貸与時には、必要性を精査し、適正な運用を図っていく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  3 消防団員賞じゅつ金事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 1,279,000円 決 算 額 1,277,200円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,800円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防職員等賞じゅつ金支給条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団員が公務災害により死亡し、又は障害の状態となったときなどに、賞じゅつ金を支給する制度を活用するため（一財）大阪市町村消防

　財団に加入し、その負担金を納入します。

２　事案が発生した際に、条例に基づき各賞じゅつ金を支給します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　（一財）大阪市町村消



成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団本部及び23分団に運営補助 ・消防団員に出場手当を支給しまし ・消防団員に出場手当を支給しまし ・消防団員に出場手当を支給しまし

　金を支給しました。 　た。 　た。 　た。

・消防団員に出場手当を支給しまし ・第75回豊能地区支部消防総合訓練 ・歳末特別警戒を実施しました。 ・消防団活動に必要な資器材を整備

　た。 　大会及び第63回大阪府消防大会に 　しました。

・支部合同基礎教育訓練等に参加し 　参加しました。

　ました。

■実施結果

１　各種訓練、警戒等を実施しました。

２　各種教育訓練、第75回豊能地区支部消防総合訓練大会、第63回大阪府消防大会等に参加しました。

３　消防団員に出場手当を支給しました。（延べ4,718人分）

４　消防団本部及び23分団に運営補助金を支給しました。

５　必要資器材を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  6 非常備消防施設維持補修事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 483,840円 決 算 額 483,840円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防団分団格納庫及び詰所等の整備に関する内規

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防団施設の維持管理をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　消防団訓練施設を修繕しました。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　消防団訓練施設の設備を修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　消防団施設の老朽化に伴い、修繕施設が増加しています。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  5 非常備消防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 18,519,911円 決 算 額 16,880,825円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,639,086円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、箕面市消防団運営補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団員に出場手当を支給します。

２　消防団活動に必要な資器材を整備します。

３　各種教養訓練への参加や、警戒を実施します。

４　ポンプ車操法訓練に使用する装備品等を貸与します。

５　箕面市消防団運営補助金交付要綱に基づき補助金を交付します。

６　消防団員の安全確保のための装備品を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（



施しました。 ました。 ました。

・学生消防隊員に被服等を貸与しま

　した。

■実施結果

１　消防出初式などに出務した学生消防隊員延べ69名に報酬を支給しました。

２　学生消防隊員に被服等を貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 10 非常備消防車両管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 6,600,000円 決 算 額 6,389,413円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 210,587円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

道路運送車両法第48条、第58条、第62条　自動車点検基準第3条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団車両の運行管理（定期点検、法定点検、ポンプ性能試験等）及び修理・修繕が発生したときの事務手続きを行います。　　　　　　　

２　車両整備に必要な消耗品等及び車両用燃料（軽油・ガソリン）を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・消防団車両の法定点検（18台）を ・消防団車両の法定点検（5台）及 ・消防団車両の法定点検（6台）及 ・消防団車両の法定点検（4台）及

　実施しました。 　び継続検査（7台）を実施しまし 　び継続検査（6台）を実施しまし 　び継続検査（2台）を実施しまし

・車両の修繕及び維持管理を実施し 　た。 　た。 　た。

　ました。 ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し ・車両の修繕及び維持管理を実施し

・車両用燃料費を支出しました。 　ました。 　ました。 　ました。

・車両用燃料費を支出しました。 ・車両用燃料費を支出しました。 ・車両用燃料費を支出しました。

■実施結果

１　消防団車両の運行管理を実施しました。

　①車両点検整備（継続検査15台、法定点検延べ33台）

　②車両の修理

　③消防ポンプ性能試験（消防団車両23台）

２　車両用燃料（軽油・ガソリン）及び車両用消耗品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、適正な執行に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名  8 学生消防活動事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 326,000円 決 算 額 136,473円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 189,527円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市消防団員等の定員、任免、服務、給与等に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団のＰＲ活動や火災予防啓発活動等に出務した学生消防隊員に対し報酬を支給します。

２　学生消防隊員に対し被服等を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・新入学生消防隊員の辞令交付式を 　学生消防隊員に活動報酬を支給し 　特にありません。 　学生消防隊員に活動報酬を支給し

　実



ァックスの維持管理を行いました。 ァックスの維持管理を行いました。 ァックスの維持管理を行いました。

■実施結果

　消防団無線機（デジタルトランシーバー）（140台）及び消防団指令用ファックス（23台）の維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 50 消防団員運転免許取得費助成事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 1,000,000円 決 算 額 553,570円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 446,430円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

　箕面市消防団運営補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　準中型免許を取得する消防団員へ補助金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　準中型免許を取得する消防団員に

補助金を支給しました。

■実施結果

　消防団員に補助金を支給しました。（4人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適正に執行し、業務を円滑に進めることができました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290700 消防本部 通信指令室 

事業名 15 非常備消防通信事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  2 非常備消防費

予 算 現 額 314,000円 決 算 額 302,368円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,632円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第24条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防団格納庫に配備している指令端末機の維持管理を行います。

２　消防団無線機（デジタルトランシーバー）の有効活用を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消防団無線機及び消防団指令用フ 　消防団無線機及び消防団指令用フ 　消防団無線機及び消防団指令用フ 　消防団無線機及び消防団指令用フ

ァックスの維持管理を行いました。



業名  5 消防水利管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 2,154,230円 決 算 額 2,153,476円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 754円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条、消防水利の基準第7条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　公設消火栓、公設防火水槽の消防水利標識等の設置及び取替えを行います。

２　公設防火水槽及び付属施設の修繕を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・消防水利の標識等を購入しまし　 　特にありません。 ・消防水利の標識等を購入しまし　

　た。 　た。

・公設防火水槽の蓋改修工事（1カ ・公設防火水槽の修繕工事(2カ所)

　所）を実施しました。 　を実施しました。

■実施結果

　消防水利標識及び防火水槽敷地内の整備（3カ所）、維持管理を行いました。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

※予算流用　需用費965,230円増(常備消防車両購入更新事業等から流用)

　　　　　　公設防火水槽(萱野1-22公設3地区5号防火水槽)漏水により緊急に修繕工事を行うため

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き適正な予算執行と消防水利の維持管理を行います。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名  1 消火栓整備事業
会計 01 一般会計 経常

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 3,215,000円 決 算 額 2,240,571円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 974,429円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条第2項

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　漏水、故障した公設消火栓の改修整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消火栓2基を修理しました。 　特にありません。 　特にありません。 　消火栓6基を修理しました。

■実施結果

　消火栓8基を修理しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290600 消防本部 警防第二室 

事



係機関との協議を継続し、造成工事を実施しました。

２　翌年度に予算を繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、関係機関と連携し、工事を安全に行う必要があります。

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 51 消防庁舎補修等事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 12,049,000円 決 算 額 11,667,200円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 381,800円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防組織法、消防法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消防本部（署）の訓練倉庫を修繕します。

２　消防本部（署）の非常用自家発電設備を更新します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消防本部（署）の訓練倉庫を修繕 　消防本部（署）の自家発電設備等 　特にありません。 　屋外鉄扉を修繕しました。

しました。 の更新工事を実施しました。

■実施結果

１　本部庁舎の訓練倉庫を修繕しました。

２　本部庁舎の自家発電設備等を更新しました。

３　本部庁舎の屋外鉄扉を修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　消防庁舎の老朽化に伴い、計画的な改修及び機器の更新を行います。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 50 消防拠点整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 334,623,000円 決 算 額 42,181,700円 翌年度繰越額 291,467,000円 不 用 額 974,300円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市・豊能町の今後の消防需要に基づく消防力保全計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防拠点の新築に伴う建設工事を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　関係機関と協議を実施しました。 　関係機関と協議を実施しました。 　関係機関と協議を実施しました。 ・造成工事を実施しました。

・翌年度に予算を繰り越しました。

■実施結果

１　関



3基を新設しました。

２　水道管敷設替えに伴う消火栓49基を付け替えました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 290700 消防本部 通信指令室 

事業名 60 通信指令システム改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 203,330,000円 決 算 額 199,839,608円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,490,392円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

消防法第24条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　既設通信指令システムのうち、ＯＳサポート期限切れ及び老朽化に伴い更新が必要な機器の部分更新を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　更新業務に係る委託契約を締結し 　受託者と工程等の詳細協議を行い 　機器の更新を実施しました。 　機器の更新完了検査を行いました

ました。 ました。 。

■実施結果

　機器更新によりＯＳサポート期限切れ及び機器の老朽化に伴い発生する故障等のリスクを未然に防止し、安定運用を図ることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　通信指令業務に支障のないように、老朽化した機器を計画的に更新を行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290400 消防本部 消防企画室 

事業名 55 消火栓新設事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 24,798,000円 決 算 額 24,463,065円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 334,935円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

消防法第20条第2項

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消火栓の新設工事費を負担します。

２　水道管敷設替えに伴う消火栓の設置工事費を負担します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　上下水道局へ新設消火栓3基の工 　特にありません。 　特にありません。 ・新設消火栓3基を設置しました。

事を発注しました。 ・消火栓49基の敷設替えを行いまし

　た。

■実施結果

１　消火栓



（総括）

　適正な事務執行に努めました。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  1 教育委員会設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  1 教育委員会費

予 算 現 額 9,751,000円 決 算 額 9,690,216円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 60,784円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方教育行政の組織及び運営に関する法律

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教育委員会会議の開催に係る事務を行うとともに、教育委員会委員（教育長以外）の報酬や費用弁償などの支払や教育委員会委員に関する事

　務を行います。

２　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」に基づき、平成30年度の教育委員会活動の点検・評価を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教育委員会定例会を3回、臨時会 ・教育委員会定例会を3回開催いた ・教育委員会定例会を3回開催いた ・教育委員会定例会を3回開催いた

　を2回開催いたしました。（議案 　しました。（請願2件、議案15　 　しました。（議案6件、報告20　 　しました。（議案35件、報告20

　14件、報告37件） 　件、報告29件） 　件） 　件）

・「教育委員会活動の点検及び評価 ・「教育委員会活動の点検及び評価 ・第1回総合教育会議を開催しまし ・第2回総合教育会議を開催し、

　に関する報告書」の作成を進めま 　に関する報告書」を作成し、市議 　た。 　「箕面市教育大綱2020」を策定

　した。 　会へ提出しました。 　しました。

■実施結果

１　「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第26条の規定により、平成30年度の教育委員会活動の点検・評価を行い、評価委員からの意見

　を付した報告書を作成し、市議会に提出するとともに、もみじだよりやホームページなどでその内容を公表しました。

２　総合教育会議を開催し、教育に関する報告性についてまとめた「箕面市教育大綱2020」の策定に向けた議論を行いました。

３　もみじだよりを活用し、タイムリーな情報発信を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　「箕面市教育大綱2020」について、その時々の状況を鑑みながら、毎年振り返りと見直しを行い、内容を検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 290100 消防本部 消防総務室 

事業名 90 消防拠点整備事業（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

 9 消防費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 消防費

取 組 09 消防・救急体制の充実を図り消防行政を進めます  3 消防施設費

予 算 現 額 19,946,000円 決 算 額 15,224,700円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,721,300円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市・豊能町の今後の消防需要に基づく消防力保全計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　消防拠点の新築に伴う設計を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　関係機関と協議を実施しました。 　特にありません。 　特にありません。 　実施設計が完了しました。

■実施結果

　関係機関との協議を継続し設計を完了しました。

■実施事業の課題の整理



143人

給与費　【給与】411,362,534円　【職員手当等】317,581,568円　【共済費】140,390,409円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  2 人件費（教育長給与）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 14,086,000円 決 算 額 14,084,659円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,341円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市特別職の職員の給与に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例に基づき適正に執行しました 　条例に基づき適正に執行しました 　条例に基づき適正に執行しました 　条例に基づき適正に執行しました

。 。 。 。

■実施結果

職員数　1人

給与費　【給与】8,688,000円　【職員手当等】5,396,659円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（事務局費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 869,577,000円 決 算 額 869,334,511円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 242,489円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　



）

・庁内外の各種照会事項に関する教 ・庁内外の各種照会事項に関する教 ・庁内外の各種照会事項に関する教 ・庁内外の各種照会事項に関する教

　育委員会各部局間の連絡・調整な 　育委員会各部局間の連絡・調整な 　育委員会各部局間の連絡・調整な 　育委員会各部局間の連絡・調整な

　どを行いました。 　どを行いました。 　どを行いました。 　どを行いました。

・教育委員会の規則などの改正につ ・教育委員会の規則などの改正につ ・教育委員会の規則などの改正につ ・教育委員会の規則などの改正につ

　いての事務を行いました。 　いての事務を行いました。 　いての事務を行いました。 　いての事務を行いました。

■実施結果

１　庁内、庁外の各種照会事項に関する教育委員会事務局内の連絡や調整、集約を行いました。

２　教育委員会規則等の制定や改廃、教育委員会事務局予算の全体調整を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  6 教職員人事室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 304,000円 決 算 額 198,510円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 105,490円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教職員人事室の普通旅費、特別旅費、消耗品費、印刷製本費、通信運搬費を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。

■実施結果

１　日帰り出張等の支出

２　消耗品の購入

３　印刷製本費の支出

４　郵便切手の購入

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  4 子ども未来創造局一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 673,000円 決 算 額 618,269円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 54,731円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教育長や事務局職員の旅費の執行や教育委員会事務局用の雑誌等の購入及び各教育長協議会の負担金の支払いなどの事務を行います。

２　庁内、庁外の各種照会事項に関する教育委員会事務局各部局間の連絡や調整、集約を行うとともに、教育委員会事務局所管予算の全体調整な

　どを行います。

３　教育委員会会議で可決された教育委員会規則等の制定や改廃についての事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果



務を進めました。 ・円滑に事務を進めました。 ・円滑に事務を進めました。 ・円滑に事務を進めました。

・運営費負担金3,372,000円を支出 ・採用選考テストを実施しました。 ・採用選考テストを実施しました。

　しました。

■実施結果

１　豊能3市2町で事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）を運営しました。

２　事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）に職員を派遣しました。

３　事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）の運営費負担金を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名 10 職員被服貸与事業（人権施策）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 557,000円 決 算 額 552,466円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,534円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　支援教育介助員に被服（運動靴、トレーナー又は半袖ポロシャツ）を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　介助員に被服を貸与しました。 　介助員に被服を貸与しました。 　介助員に被服を貸与しました。 　特にありません。

■実施結果

　被服の貸与を円滑かつ適正に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　被服の貸与時には、個別に必要性を精査し、適正な運用を図っていく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  7 教職員任用等事務事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 4,405,000円 決 算 額 4,176,434円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 228,566円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第55条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　豊能3市2町で教職員人事に関する事務の共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）を運営します。

２　共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）に職員を派遣します。

３　共同処理組織（大阪府豊能地区教職員人事協議会）の運営費負担金を支出します。

４　教職員人事に係る事務を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・円滑に事



施結果

　旅費、事務用消耗品、燃料費、修繕費（車検他）、通信運搬費、自動車損害保険料、賃借料、公課費（重量税）の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 14 職員被服貸与事業（学校施設管理）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 308,000円 決 算 額 307,230円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 770円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　校務員に被服（運動靴、軍手、長靴、雨合羽、防寒服、長袖ポロシャツ又はＴシャツ）を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　校務員に被服を貸与しました。 　校務員に被服を貸与しました。 　校務員に被服を貸与しました。 　校務員に被服を貸与しました。

■実施結果

　校務員に被服（運動靴、軍手、長靴、雨合羽、防寒服、長袖ポロシャツ又はＴシャツ）を貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 13 学校施設管理室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 1,339,000円 決 算 額 941,675円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 397,325円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校施設管理室職員の旅費の支払い、公用車（学校施設管理室・各学校）の管理、消耗品等を購入し、学校施設管理室及び各学校の事業の実施

支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　旅費、消耗品費、燃料費等の支払 　旅費、消耗品費、燃料費等の支払 　旅費、消耗品費、燃料費等の支払 　旅費、消耗品費、燃料費等の支払

いを行いました。 いを行いました。 いを行いました。 いを行いました。

■実



ません。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名 16 事務局業務改善事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 3,376,000円 決 算 額 2,582,564円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 793,436円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育委員会事務局で職員の時間外勤務が常態化していることから、業務の効率化を図るため、棚卸しを行い、市職員が政策課題や専門的な相談

業務等により注力できる組織体制を目指します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 ・9月補正で予算を組みました。 　人材派遣を活用し、業務の効率化

・派遣業者を総合評価入札しました を図りました。

。

■実施結果

・9月補正で予算を組みました。

・派遣業者を総合評価入札しました。

・人材派遣を活用し、業務の効率化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き教育委員会事務局の業務整理を行い、効率化を図ります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 15 英語指導助手住宅管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 108,000円 決 算 額 90,152円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,848円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　英語指導助手住宅の維持管理（廊下、外構等の共用部分の維持管理）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　光熱水費を支払いました。 ・光熱水費を支払いました。 　光熱水費を支払いました。 　光熱水費を支払いました。

・居室内のクリーニングをしまし　

　た。

■実施結果

１　英語指導助手住宅の光熱水費の支払いを行いました。

２　居室内のクリーニングを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にあり



た。

・英語指導助手が居住するための民

　間住宅15戸を借上げました。

■実施結果

１　英語指導助手の住宅の火災保険料を支払いました。

２　英語指導助手の住宅借上料を支払いました。

３　英語指導助手が居住するための民間住宅15戸を借上しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事業を適切に施行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名  1 教育政策室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 32,000円 決 算 額 32,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育政策室の庶務、主要施策・予算等の調整、法制執務などを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　円滑に事務を執行しました。 　円滑に事務を執行しました。 　円滑に事務を執行しました。 　円滑に事務を執行しました。

■実施結果

　教育政策室一般事務経費の執行等を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 50 英語指導助手住宅管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  2 事務局費

予 算 現 額 24,210,856円 決 算 額 24,210,856円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　英語指導助手が居住するための民間住宅を借り上げます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・英語指導助手の住宅借上料（4月 ・英語指導助手の住宅借上料（7月 ・英語指導助手の住宅借上料（10月 ・英語指導助手の住宅借上料（1月

　～6月分）を支払いました。 　～9月分）を支払いました。 　～12月分）を支払いました。 　～3月分）を支払いました。

・英語指導助手の住宅の火災保険料

　を支払いまし



学校教職員厚生会に

　負担金4,000円を支出しました。 　補助金701,100円を交付しまし

　た。

■実施結果

１　消耗品の購入

２　印刷製本費の支出

３　大阪府都市教職員人事主担課長会負担金の支出

４　教職員厚生会へ補助金を支出

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  4 授業支援員配置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 44,728,000円 決 算 額 44,327,285円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 400,715円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市専門委員及びその他の非常勤の職員の範囲及び報酬等に関する規程

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校の組織力の更なる向上をめざすため、生徒指導業務軽減のための講師10名(小学校フルタイム講師10名)、指導教諭軽減のための講師18名（

小学校はフルタイム講師13名、中学校は短時間勤務講師5名）を増員し全校配置を進めます。この事により、生徒指導業務軽減のための週31H授業

支援員8名（中学校8名）、生徒指導業務軽減のためのフルタイム授業支援員11名（小学校11名）、指導教諭業務軽減のための週31H授業支援員6名

（中学校6名）、指導教諭業務軽減のためのフルタイム授業支援員14名(小学校14名)を配置することとなります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・授業支援員（17名）の配置 ・授業支援員（17名）の配置 ・授業支援員（17名）の配置 ・授業支援員（17名）の配置

・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出

・日帰り出張等旅費の支出 ・日帰り出張等旅費の支出 ・日帰り出張等旅費の支出 ・日帰り出張等旅費の支出

■実施結果

１　非常勤職員報酬を支出しました。

２　費用弁償を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　生徒指導及び指導体制の推進充実のため授業支援員の人材確保が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  3 学校教職員管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 804,000円 決 算 額 727,429円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 76,571円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方公務員法第41条、第42条、箕面市立小・中学校教職員の厚生制度の実施に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　教職員管理に係る事務を執行します。

２　教職員の福利厚生の増進のため、箕面市立小中学校教職員厚生会に補助金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・円滑に事務を進めました。 ・円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。 　円滑に事務を進めました。

・大阪府都市教職員人事主担課長会 ・箕面市立小中



を開講しました。在籍者は26名 ジ」を5回開催しました。 ジ」を1回開催しました。

です。セミナーを4回開催しました

。

■実施結果

１　教員をめざす意欲ある学生などに対して、箕面市の教育への理解を深めてもらい、将来的に教員を希望する人材を育てるための教員養成セミ

　ナー「ぴあ・カレッジ」全10回を開催し、26名の参加がありました。

２　教員として必要な知識や技術習得のほか、教員としての資質向上や人権感覚の醸成が図られました。

３　箕面市での教員を希望する受講生を育成することができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　意欲的で優秀な教員確保のための、セミナーの情報提供と受講生の確保が課題です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名  8 人権施策室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 110,473円 決 算 額 110,473円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　普通旅費を支出し、消耗品、封筒及び切手の購入を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　一般事務にかかる経費を執行しま 　一般事務にかかる経費を執行しま 　一般事務にかかる経費を執行しま 　一般事務にかかる経費を執行しま

した。 した。 した。 した。

■実施結果

　事務執行に必要な物品等を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適正な執行ができ、業務を円滑に進めることができました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  5 教員チャレンジサポート事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 714,950円 決 算 額 608,075円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 106,875円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教員養成セミナーを開催し、教員として必要となる知識や技術の習得のほか、あわせて教員としての資質の向上や人権感覚の醸成を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教員養成セミナー「ぴあ・カレッ 　教員養成セミナー「ぴあ・カレッ 　教員養成セミナー「ぴあ・カレッ 　円滑に事務を進めました。

ジ」



結果（成果） ■実施結果（成果）

・支援教育巡回相談員2名、通級指 ・支援教育巡回相談員2名、通級指 ・支援教育巡回相談員2名、通級指 ・支援教育巡回相談員2名、通級指

　導担当者10名により巡回相談を実 　導担当者10名により巡回相談を実 　導担当者10名により巡回相談を実 　導担当者10名により巡回相談を実

　施しました。 　施しました。 　施しました。 　施しました。

・支援教育担当者会を4回、支援連 ・支援教育担当者会を3回実施しま ・支援教育担当者会を3回、支援連 ・支援教育担当者会を2回、支援連

　携協議会を4回実施しました。 　した。 　携協議会を4回実施しました。 　携協議会を1回実施しました。

■実施結果

１　支援教育巡回相談員2名、通級指導担当者10名により巡回相談を実施しました。

２　支援教育担当者会を12回開催し、各校の支援教育体制を整備しました。

３　支援が必要な子どもに関わる関係機関による支援連携協議会を9回開催し、連携の強化を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　支援学級に在籍していない子どもたち（発達障害の子どもなど）への支援の充実が課題です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名 10 人権教育推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 827,000円 決 算 額 647,791円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 179,209円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

人権教育及び人権啓発の推進に関する法律、箕面市人権教育推進会議開催要綱

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市人権教育推進会議を開催し、新箕面市人権教育基本方針に基づき人権教育を進めます。

２　人権教育に関する情報紙「はじけるこころ」を発行します。

３　人権教育に関する講演会等の開催や、関係機関・団体と連携して人権教育カリキュラムの研究と開発に関する学校支援を行います。

４　ＰＴＡ会員を対象にした人権教育推進学習会「イキイキさわやかに学ぶ会」を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・第1回人権教育推進会議を開催し ・人権教育に関する研修を4回開催 ・イキイキさわやかに学ぶ会を2回 ・第2回人権教育推進会議を開催し

　ました。 　しました。 　開催しました。 　ました。

・イキイキさわやかに学ぶ会を1回 ・イキイキさわやかに学ぶ会を2回 ・「はじけるこころ」48号を発行し ・イキイキさわやかに学ぶ会を1回

　開催しました。 　開催しました。 　ました。 　開催しました。

・「はじけるこころ」49号を発行し

　ました。

■実施結果

１　人権教育に関する情報紙「はじけるこころ」48号、49号を発行いたしました。

２　人権教育に関する研修会4回を開催しました。

３　人権教育推進会議学習会「イキイキさわやかに学ぶ会」を6回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教職員の人権意識のさらなる向上が課題です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名  9 支援教育推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 60,000円 決 算 額 60,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育基本法、発達障害者支援法、障害者基本法

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　支援教育を推進するための箕面市としての体制を確立していきます。

２　教育・医療・福祉関係諸機関等との連携協議会を設置し、支援教育の充実を図ります。

３　全幼小中学校での支援教育推進のための体制づくりを支援していくために、巡回も含む相談体制を充実します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施



四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・支援が必要な児童生徒に対し、介 ・支援が必要な児童生徒に対し、介 ・支援が必要な児童生徒に対し、介 　支援が必要な児童生徒に対し、介

　助員を配置し、支援学級在籍の児 　助員を配置し、支援学級在籍の児 　助員を配置し、支援学級在籍の児 助員を配置し、支援学級在籍の児童

　童生徒の介助をしました。 　童生徒の介助をしました。 　童生徒の介助をしました。 生徒の介助をしました。

・介助員研修を1回実施しました。 ・介助員研修を1回実施しました。 ・介助員研修を1回実施しました。

・小学校4校、中学校1校であすチャ

　レ！スクールを実施しました。

■実施結果

１　介助員の配置（119名）と研修を3回実施しました。

２　医療的ケアの必要な児童生徒の対応について、看護師資格のある介助員を配置しました。（7校、10人）

３　重度障害児送迎事業を実施しました。（12校、16名）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　看護師資格のある介助員の確保が課題です。

２　医療的ケアの必要な児童生徒の就学体制の整備が課題です。

３　介助員の資質の向上が課題です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名 12 日本語指導支援事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,178,600円 決 算 額 1,178,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市日本語指導支援事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日本語の理解が困難な外国からの帰国児童生徒や、渡日の外国人の児童生徒に対し、日本語指導の講師を市立小中学校に派遣します。

２　日本語の理解が困難な外国人保護者に対し、懇談等に通訳を派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・日本語指導支援員を11名の児童生 ・日本語指導支援員を8名の児童生 ・日本語指導支援員を9名の児童生 ・日本語指導支援員を7名の児童生

　徒を対象に派遣しました。 　徒を対象に派遣しました。 　徒を対象に派遣しました。 　徒を対象に派遣しました。

・保護者通訳を4名の保護者を対象 ・保護者通訳を4名の保護者を対象 ・保護者通訳を5名の保護者を対象 ・保護者通訳を7名の保護者を対象

　に派遣しました。 　に派遣しました。 　に派遣しました。 　に派遣しました。

■実施結果

　14名の児童生徒を対象に日本語指導支援を実施し、12名の保護者を対象に保護者通訳を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　多様な言語に対応する支援者の確保が課題です。

２　各校の日本語指導体制の充実が課題です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名 11 人権教育支援事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,205,787円 決 算 額 891,438円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 314,349円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育基本法、障害者基本法、発達障害者支援法、箕面市立小・中学校における医療的ケア実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　人権教育関連図書を購入し、啓発資料、人権指導資料を整備します。

２　介助員を各学校へ配置し、医療的ケアの必要な児童生徒への対応については、看護師資格のある介助員を配置します。

３　介助員の研修を行います。

４　重度障害児のタクシーによる送迎を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４



果）

・学生サポーターの募集を実施しま ・学生サポーターの募集を実施しま 　学生サポーターによる児童生徒へ 　学生サポーターによる児童生徒へ

　した。 　した。 学習支援を実施しました。 学習支援を実施しました。

・学生サポーターによる児童生徒へ ・学生サポーターによる児童生徒へ

　学習支援を実施しました。 　学習支援を実施しました。

■実施結果

１　学生サポーターの募集と研修を実施しました。

２　学生サポーターによる児童生徒への学習支援を149人に対して、延べ3,543回行いました。

３　コーディネーターによる家庭、学校、学生サポーターの連携を推進し、円滑な学習支援活動に寄与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も不登校または不登校傾向にある児童生徒等の登校の再開や定着に向けた取組が必要です。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 16 学校生活支援室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 147,719円 決 算 額 147,008円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 711円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校生活支援室の運営に必要な消耗品等の購入を行います。

２　課題解決への情報が得られる各種課長会及びその他説明会、研修会等への普通旅費の執行管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事務処理に必要な事務用品を購入 ・事務処理に必要な事務用品を購入 ・事務処理に必要な事務用品を購入 ・出張旅費を支払いました。

　しました。 　しました。 　しました。 ・郵便切手等を購入しました。

・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。

■実施結果

　事務処理に必要な消耗品を適切に在庫管理することにより、費用削減に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名 13 学力保障・学習支援事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 12,948,000円 決 算 額 11,611,500円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,336,500円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市学力保障・学習支援事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学生サポーターの募集を行います。

２　学生サポーターによる不登校傾向を有する児童生徒等への学習支援を行います。

３　コーディネーターによる家庭、学校、学生サポーターの連携を推進します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成



した。

・令和元年度学校基本調査に係る事 ・就学通知書の発行事務を行いまし ・令和2年度学級編制事務を行いま

　務を行いました。 　た。 　した。

■実施結果

１　通年で行っている就学に係る事務及び指導の結果、適正就学の推進に寄与することができました。

２　学校基本調査において、正確な数値の把握及び入力を行いました。

３　就学通知書の発送及び学級編制において、正確な異動情報の把握に努め、新学年を円滑に始めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適正就学の一層の推進を図ります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 18 学校ボランティア派遣事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 5,586,000円 決 算 額 4,836,525円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 749,475円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校ボランティアを各校に派遣し、児童・生徒の学習習慣の定着を図り、学習の基礎基本を身につけるために、各教科の授業準備や授業補助、

各校独自の取組の推進を行います。また、中学校部活動の技術指導支援を行い、学校生活の支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市立小・中学校に学校ボランティ ・市立小・中学校に学校ボランティ ・市立小・中学校に学校ボランティ ・市立小・中学校に学校ボランティ

　アを派遣しました。 　アを派遣しました。 　アを派遣しました。 　アを派遣しました。

・広報紙にて学校ボランティアを募 ・派遣者数：延べ74名 ・派遣者数：延べ73名 ・派遣者数：延べ69名

　集しました。 ・活動時間数：1,804時間 ・活動時間数：1,725時間 ・活動時間数：1,471時間

・派遣者数：延べ73名

・活動時間数：1,678時間

■実施結果

　市立小・中学校に年間通して計6,678時間の学校ボランティア派遣を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各校のニーズに応えるために、幅広い人材の確保が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 17 就学事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 249,360円 決 算 額 234,020円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,340円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　就学に係る事務及び指導、令和元年度学校基本調査に係る事務、令和2年度新入学者に対する就学通知書の発送等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・就学に係る事務及び指導を行いま 　就学に係る事務及び指導を行いま ・就学に係る事務及び指導を行いま ・就学に係る事務及び指導を行いま

　した。 した。 　した。 　



配備しました。

・グリーンホールの使用料を支払い

　ました。

■実施結果

１　クラブ活動助成金を交付しました。

２　吹奏楽の振興に向けた教材器具を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 20 学校事務センター事務事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 3,962,921円 決 算 額 3,552,869円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 410,052円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・令和元年度から学校徴収金システムを導入し、学校徴収金等の徴収業務を集約します。

・学校事務の中で集約できるものについて、業務の精査を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校徴収金業務を集約したことで 　学校徴収金業務を集約したことで 　学校徴収金業務を集約したことで 　学校徴収金業務を集約したことで

学校事務の1/4を削減できました。 学校事務の1/4を削減できました。 学校事務の1/4を削減できました。 学校事務の1/4を削減できました。

■実施結果

　令和元年度から学校徴収金等の徴収金業務を集約処理することで教職員の負担を軽減しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適切な運営ができるように、学校事務職員と密に連絡をとる必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 19 部活動振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 5,221,000円 決 算 額 5,220,178円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 822円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市中学校クラブ活動助成金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　クラブ活動助成金の交付・管理を行います。

２　吹奏楽の振興に向けた教材教具費等を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・クラブ活動助成金を交付しまし　 　特にありません。 　特にありません。

　た。

・第二中学校へ、不足している楽器

　を購入し、



・学校備え付け表簿の点検を行いま ・卒業証書、学校備え付け表簿の準

　した。 　備を進めました。

■実施結果

　事務処理に必要な消耗品を適正に在庫管理することにより、費用節減に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 23 教育活動充実事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 6,926,000円 決 算 額 6,691,874円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 234,126円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育活動充実事業費交付金交付要綱、箕面市教育活動推進費交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　特色ある学校づくりを支援するため、箕面市教育活動充実事業費交付金を交付します。

２　校長会の充実のため箕面市教育活動推進費交付金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各校から実施計画書が提出され、 　特にありません。 　特にありません。 ・各校から実績報告書が提出され、

　交付金を交付しました。 　それに基づき各校の取組の分析を

・校長会に交付金を交付しました。 　行いました。

■実施結果

　各校が交付金を活用し、計画に基づく取り組みを進めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各校の取り組みがさらに充実するよう、効果的な交付金の活用方法等の検証を行い、引き続き各校への支援が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 22 学校教育室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 835,000円 決 算 額 817,790円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,210円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校教育室の運営に必要な消耗品等の購入を行います。

２　課題解決への情報が得られる各種課長会の負担金及び指導主事の指導力を高めるため、説明会、研修会等への普通旅費の執行管理を行いま　

　す。

３　学校教育法に規定されている学校備え付け表簿を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。 ・出張旅費を支払いました。



教育に関わる諸問題等の事案について調査・審議、重

　大事態に係る再調査をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・箕面市いじめ防止対策推進協議会 　箕面市いじめ問題等調整部会を開 　箕面市いじめ問題等調整部会を開 ・箕面市いじめ問題対策連絡協議会

　委員を任命しました。 催いたしました。 催いたしました。 　を開催いたしました。

・箕面市いじめ防止対策推進協議会 ・箕面市いじめ等調整委員会を開催

　を開催しました。 　しました。

■実施結果

１　箕面市いじめ防止対策推進協議会を開催しました。（1回）

２　箕面市いじめ問題等調整部会を開催いたしました。（2回）

３　箕面市いじめ問題対策連絡協議会を開催いたしました。（1回）

４　箕面市いじめ等調整委員会を開催しました。（1回）

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 25 部活動支援事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 3,696,144円 決 算 額 3,554,460円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 141,684円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立中学校部活動支援員に関する取扱要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　幅広い文化部・運動部の創部へ向けた支援として、部活動支援員を派遣します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　部活動支援員を派遣しました。 　部活動支援員を派遣しました。 　部活動支援員を派遣しました。 　部活動支援員を派遣しました。

■実施結果

　部活動支援員を派遣しました。（止々呂美中学校・第二中学校・第四中学校・第五中学校・第六中学校・彩都の丘中学校）

■実施事業の課題の整理（総括）

　専門的な技術や指導力のある人材を中学校の部活動支援員を派遣しました。（止々呂美中学校・第二中学校・第四中学校・第五中学校・第六中

学校・彩都の丘中学校）

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 24 いじめ防止対策事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 4,670,000円 決 算 額 724,701円 翌年度繰越額 3,852,000円 不 用 額 93,299円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

いじめ防止対策推進法、箕面市いじめ防止対策推進協議会条例、同条例施行規則、箕面市いじめ問題対策連絡協議会等条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市いじめ防止対策推進協議会を設置し、いじめの防止等の関係する機関及び団体との連携、いじめ問題等の調査審議を行い、いじめの防

　止等のための対策を総合的かつ効果的に推進します。

２　箕面市いじめ防止対策推進協議会に部会を置き、いじめ、体罰その他児童生徒等の



費用削減に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 29 私立幼稚園保護者支援事業（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 18 保育サービスの充実と多様な保育ニーズに対応します  3 教育指導費

予 算 現 額 217,176,000円 決 算 額 211,639,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,536,600円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

子ども・子育て支援法、子ども・子育て支援法施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　令和元年10月から開始される幼児教育・保育の無償化により、私立幼稚園の保育料及び幼稚園の一時預かりの利用料等の給付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　10月からの無償化開始に向け対象 　支払方法等を確定させて対象園と 　1月から3月の園からの実施報告と

者の認定を行いました。 保護者に周知し、10月から12月の実 保護者からの請求書を受け、無償化

施報告と保護者からの請求書の取り 対象分を保護者に給付しました。

まとめを園に依頼しました。

■実施結果

　幼児教育・保育の無償化に伴う、無償化対象分を保護者に給付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名 27 放課後子ども支援室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  3 教育指導費

予 算 現 額 15,000円 決 算 額 3,871円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,129円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　放課後子ども支援室の運営に必要な消耗品等の購入を行います。

２　各種説明会、研修会等への普通旅費の執行管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事務処理に必要な事務用品を購入 ・出張旅費を支払いました。 　特にありません。 　事務処理に必要な事務用品を購入

　しました。 しました。

・出張旅費を支払いました。

■実施結果

　事務処理に必要な消耗品を適切に在庫管理することにより、



（成果） ■実施結果（成果）

・各園の特色を活かした幼稚園づく ・交付金を活用し、研修会を開催し 　運動会、作品展、研究発表会等で 　今年度の取り組みの成果や課題を

　りの取り組みを集約し、交付金を 　ました。 の園児の姿を通して各園の特色を活 集約する中で、子どもの姿から保育

　各園に交付しました。 ・各種研修会に参加し、教育活動の かした保育の成果を把握することが 内容を見直し工夫する必要性を再認

・講師を招き研修会、研究会を開き 　充実につながりました。 できました。 識しました。

　ました。

■実施結果

１　交付金を活用し、特色ある幼稚園づくりに取り組みました。

２　保育所、小学校及び中学校と充実した交流を持つことができ、教職員、子どもたちとの連携を深めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教育方針を教職員が共通理解し、また保護者に対して、教育への理解が深まるよう努めることが必要です。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 31 私立幼稚園振興助成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 18 保育サービスの充実と多様な保育ニーズに対応します  3 教育指導費

予 算 現 額 189,703,000円 決 算 額 186,284,527円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,418,473円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市私立幼稚園児等の保護者補助金の交付に関する規則、幼稚園就園奨励費補助金交付要綱（国）

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　私学助成の私立幼稚園児の保護者に対して、子育て応援幼稚園保護者補助金及び私立幼稚園就園奨励費補助金を交付し、保護者の経済的負担

　の軽減を図ります。

２　1号認定子どもの保護者へ子育て応援幼稚園保護者補助金を交付し、保護者の経済的負担を軽減します。

３　私立幼稚園が実施する長時間保育、支援教育、健康診断等に対する補助を行います。

４　認定こども園が1号認定子どもを対象に実施する預かり保育に対し、補助を行います。

５　私立幼稚園連盟が実施する研修への補助を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・私立幼稚園の保護者からの補助金 ・私立幼稚園の保護者への補助金に ・私立幼稚園の保護者及び1号認定 ・私立幼稚園の長時間保育、支援教

　申請を受け付け、5月からの仮払 　ついて本算定を行いました。 　子どもの保護者への補助金を交付 　育、健康診断等に対する補助金の

　いを開始しました。 ・1号認定子どもの保護者への補助 　しました。 　実績報告書の提出を求め、交付

・1号認定子どもの保護者からの補 　金を交付しました。 ・私立幼稚園の長時間保育、支援教 　確定を行いました。

　助金申請を受け付け、5月からの ・私立幼稚園連盟が実施する研修に 　育、健康診断等に対する補助金の

　支払いを開始しました。 　ついて補助を行いました。 　交付決定を行いました。

■実施結果

１　私立幼稚園児の保護者に対し、子育て応援幼稚園保護者補助金、私立幼稚園就園奨励費補助金を交付しました。（10月から無償化により9月

　　で終了）

２　１号認定子どもの保護者に対し、子育て応援幼稚園保護者補助金を交付しました。（10月から無償化により9月で終了）

３　市内私立幼稚園に対し、長時間保育補助金、支援教育補助金、健康診断等に対する補助金の交付を行いました。

４　私立幼稚園連盟が主催する教育講演会について補助を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　無償化開始による制度改正等、国府の動向を注視し、保護者、施設への情報提供に努めることが必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 30 教育振興事業（幼稚園）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 396,000円 決 算 額 388,800円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 7,200円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、学習指導要領、教育公務員特例法、箕面市教育活動充実事業交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

・箕面市教育活動充実事業費交付金を活用し、教育活動の成果をあげ、保護者や地域から信頼される幼稚園づくりを推進します。

・各種研究会・研修会等への参加費用を負担して、教育活動の充実を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果



ョップを開

会を開催しました。 進めました。 催し、通学区域の見直しに関する検 　催し、通学区域の見直しに関する

討を進めました。 　検討を進めました。

・通学区域審議会を開催しました。

・通学区域の見直しに係る地域報告

　会を開催しました。

■実施結果

１　通学区域審議会を計２回開催しました。

２　通学区域検討ワークショップを計３回（第７回～第９回）開催しました。（延べ１４３名参加）

３　通学区域の見直しに係る地域説明会（計３回、６３名参加）、地域報告会（計６回、１１２名参加）等を開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

引き続き通学区域検討審議会等において議論を進めます。

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名 51 業務改善加速事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 356,000円 決 算 額 231,190円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 124,810円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面小、豊川北小、どとろみの森学園の３校をモデル校に指定し、各校１名ミドルリーダー層の教員を配置します。

２　ミドルリーダーは、学校の課題に応じて教務や研究推進、生徒指導担当またはそれらを統括する役割を担うとともに、業務効率化に向けた取

　り組みを行います。

３　学校業務改善の推進を目的とした研修を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　モデル校における取り組みの進捗 ・モデル校における取り組みの進捗 　モデル校における取り組みの進捗 　モデル校における取り組みの進捗

状況について、ヒアリングを行いま 　状況について、ヒアリングを行い 状況について、ヒアリングを行いま 状況について、ヒアリングを行いま

した。 　ました。 した。 した。

・学校における働き方改革研修を実

　施しました。

■実施結果

１　箕面小、豊川北小、とどろみの森学園の3校をモデル校に指定しました。

２　学校における働き方改革研修を実施しました。

３　業務改善に係る数値目標を定めた業務改善ポリシーを策定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　委託事業としての取り組みは終了しましたが、学校全体のマネジメント力の向上及び業務改善の推進には引き続き取り組みます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303100 子ども未来創造局 教育政策室 

事業名 50 通学区域審議会運営事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 624,998円 決 算 額 516,769円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 108,229円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

地方自治法、学校教育法、箕面市通学区域審議会条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　通学区域審議会を開催し、箕面市内の小中学校、小中一貫校の通学区域やそのあり方について検討をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　通学区域の見直しに係る地域説明 　通学区域の見直しに関して検討を 　通学区域検討ワークショップを開 ・通学区域検討ワークシ



ージの管理を実施し

　グラム実行委員会を開催しました ・Facebookページを開設しまし 　ました。 　ました。

。 　た。

・事前研修を実施しました。 ・スカイプ交流を実施しました。

■実施結果

　市内小・中学校教員2名をニュージーランド・ハット市へ短期間派遣しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　ハット市への派遣教員の人材確保が課題です。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名 53 教育専門員配置事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 18,811,000円 決 算 額 18,802,860円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,140円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市専門委員及びその他の非常勤の職員の範囲及び報酬等に関する規程

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　経験・ノウハウを有した人材を任用し、教育センター等へ配置して初任者や講師の指導等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教育専門員（6名）の配置 ・教育専門員（6名）の配置 ・教育専門員（6名）の配置 ・教育専門員（6名）の配置

・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出 ・非常勤職員報酬の支出

・若手教員や講師への定期的な指導 ・若手教員や講師への定期的な指導 ・若手教員や講師への定期的な指導 ・若手教員や講師への定期的な指導

　と支援 　と支援 　と支援 　と支援

■実施結果

　非常勤職員報酬を支出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

２　経験年数が少ない教諭及び講師への指導、支援が必要なため、経験、知識、能力を持った人材の確保が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名 52 ハット市教員人事交流プログラム実施事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 628,052円 決 算 額 593,760円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 34,292円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

ハット市・箕面市教員人事交流プログラム趣旨書

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市内小・中学校教員2名をニュージーランド・ハット市へ短期間派遣し研修交流を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・箕面市ハット市教員人事交流プロ ・事前研修を3回実施しました。 ・Facebookページの管理を実施し ・Facebookペ



校に家庭教育支援チームを配 ・当該校に家庭教育支援チームを配 ・当該校に家庭教育支援チームを配

　置し、ケース会議等を行い家庭教 　置し、ケース会議等を行い家庭教 　置し、ケース会議等を行い家庭教 　置し、ケース会議等を行い家庭教

　育支援を進めました。 　育支援を進めました。 　育支援を進めました。 　育支援を進めました。

・支援の必要な家庭についての支援 ・支援の必要な家庭についての支援 ・支援の必要な家庭についての支援 ・支援の必要な家庭についての支援

　状況や支援チーム員の活動状況を 　状況や支援チーム員の活動状況を 　状況や支援チーム員の活動状況を 　状況や支援チーム員の活動状況を

　把握し連携を図りました。 　把握し連携を図りました。 　把握し連携を図りました。 　把握し連携を図りました。

■実施結果

１　当該校に家庭教育支援チームを配置しました。

２　関係校会議、ケース会議、ヒアリング等を通じて家庭教育支援の効果的な活用を進めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　支援チーム員を確保することが課題です。

２　支援チーム員と学校との連携を促進することが課題です。

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名 56 人権教育支援事業（小中学校）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 628,740円 決 算 額 628,722円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　支援学級の児童生徒に必要な教材教具及び備品を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　支援学級在籍児童生徒が必要とす 　支援学級在籍児童生徒が必要とす 　支援学級在籍児童生徒が必要とす 　支援学級在籍児童生徒が必要とす

る教材教具を購入しました。 る教材教具を購入しました。 る教材教具を購入しました。 る教材教具を購入しました。

■実施結果

　支援学級在籍児童生徒が必要とする備品等を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も支援学級の児童生徒の教育環境の整備に向けた教材教具及び備品の整備が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303300 子ども未来創造局 人権施策室 

事業名 55 訪問型家庭教育相談体制充実事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 738,400円 決 算 額 689,200円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 49,200円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育基本法

■位置づけられた市の個別計画

新箕面市人権教育基本方針

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　家庭教育支援チームを学校に設置し、教職員と連携しながら相談等に応じ、家庭教育支援を行います。

２　関係校会議、ケース会議、ヒアリング等を通じて、家庭教育支援の効果的な活用を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・当該校に家庭教育支援チームを配 ・当該



半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 ・文部科学省より「新時代の学びに ・第2回「新時代の学びにおける先

　おける先端技術導入実証事業｣　 　端技術導入実証研究事業｣実証委

　の委託を受けました。 　員会を開催しました。

・第1回「新時代の学びにおける先 ・ソフトウェアの実証研究・開発委

　端技術導入実証研究事業｣実証委 　託契約を締結しました。

　員会を開催しました。

■実施結果

１　家庭学習における一人一台のタブレットの活用に向けた整備を行いました。

２　教室にカメラを設置し、授業力・指導力の向上にAIなどのICTを活用する実証研修を行うための委託契約を締結しました。

３　「新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業｣実証委員会を2回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、文部科学省より採択された「新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業（学校における先端技術の活用に関する実証事業」を

進めていきます。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 58 見守りシステム運用事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  3 教育指導費

予 算 現 額 145,000円 決 算 額 138,814円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,186円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　見守りシステム「otta」の運用に係る通信料の支払い及び故障した検知機の交換を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　入学式の日に新小学校１年生の申 　特にありません。 　特にありません。 ・入学説明会において、新小学校１

込者へotta端末を配布しました。 　年生の保護者へ申込みの案内を配

　布しました。

・通信料及び検知機の設置に係る消

　耗品費、設置委託料の支払いを行

　いました。

■実施結果

・今年度入学の申込者へ端末を配布し、次年度入学者へ申込み方法を案内しました。

・通信料及び検知機の設置に係る消耗品費、設置委託料の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より精度の高い位置情報を記録するためには、検知機の設置箇所を増やす必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 57 学校における先端技術活用事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 19,984,000円 決 算 額 17,608,846円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,375,154円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　文部科学省より採択された「新時代の学びにおける先端技術導入実証研究事業（学校における先端技術の活用に関する実証事業）」を進めて

　いきます。

２　家庭学習における一人一台のタブレットの活用に向けた整備を行います。

３　教室にカメラを設置し、授業力・指導力の向上にAIなどのICTを活用する実証研修を行うための環境整備を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四



成果）

・補助金申請の手続きをしました。 ・市立小・中学校に理科観察実験ア ・市立小・中学校に理科観察実験ア ・市立小・中学校に理科観察実験ア

・市立小・中学校に理科観察実験ア 　シスタントを派遣しました。 　シスタントを派遣しました。 　シスタントを派遣しました。

　シスタントを派遣しました。 ・派遣者数：延べ11名 ・派遣者数：延べ14名 ・派遣者数：延べ13名

・派遣者数：延べ12名 ・活動時間数：458時間 ・活動時間数：613時間 ・活動時間数：302時間

・活動時間数：461時間

■実施結果

　市立小・中学校に計1,834時間の理科観察実験アシスタントの派遣を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　理科観察実験アシスタントの派遣を各校の希望に応じて行うことができるように、幅広い人材の確保を行う必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 60 部活動振興事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,303,000円 決 算 額 955,058円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 347,942円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　彩都の丘中学校吹奏楽同好会の設立に伴い、楽器等の整備を行います。

　（平成28年同好会設立、平成29年部として活動開始）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　不足している楽器を購入しました 　他校で所管している楽器を修繕し 　不足している楽器を購入しました

。 、彩都の丘中学校に移管しました。 。

■実施結果

　吹奏楽部楽器の整備を進めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 59 理科観察実験支援事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,877,000円 決 算 額 1,840,600円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 36,400円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　理科観察実験アシスタントを配置し活用します。

２　理科授業の観察・実験等の実施支援を行います。

３　理科室、理科準備室等の環境を整備します。

４　理科授業の観察・実験等の計画立案及び教材研究の支援をします。

５　理科授業の観察・実験方法に対する提案・助言を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（



います。

４　平成30年度に採択された中学校道徳の教員用教科用図書・指導書について購入し、配置します。

５　令和2年度使用小学校用教科用図書の採択に関する事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・令和2年度使用小学校用教科用図 ・令和2年度使用小学校用教科用図 ・令和2年度教師用教科書・指導書 ・令和2年度の学級増の推移を把握

　書の採択に向け、選定委員会、選 　書の採択に向け、選定委員会、選 　の必要部数確保のため、学級数を 　して、教師用の教科書及び指導書

　定調査員会議を開催しました。 　定調査員会議を開催しました。 　見越した教師用教科書・指導書確 　の発注数を調整しました。

・中学校道徳及び不足分の教師用教 ・令和2年度使用小学校用教科用図 　定注文書を教科書取次供給所へ提

　科用図書・指導書を購入しまし 　書を採択し、大阪府教育委員会事 　出しました。

　た。 　務局に需要数を報告しました。

■実施結果

１　令和2年度使用小学校用教科用図書の採択に関する事務を適切に行うことができました。

２　令和2年度に使用する教師用教科書及び指導書の更新及び学級増による不足に対し、需要数に関する事務を適切に行うことができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 62 小中一貫教育推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 474,000円 決 算 額 456,341円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,659円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　小中一貫教育推進校区を指定し、授業及び授業研究・研修等の支援を実施します。

２　小中一貫校の研究推進を支援するため、小中一貫教育推進連絡会の充実に努めます。

３　小中一貫教育全国サミットで箕面市の情報発信を進めるとともに、優れた実践を取り入れます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　小中一貫教育推進連絡会を2回開 　各中学校区において夏季合同研修 　小中一貫教育推進連絡会を2回開 ・小中一貫教育推進連絡会を1回開

催しました。 会を開催しました。 催しました。 　催しました。

・各中学校区の小中一貫教育の取組

　を取りまとめました。

■実施結果

１　小中一貫教育推進連絡会を開催しました。

２　各中学校区の小中一貫教育の取組の充実に向けて校区での合同研修を開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　各校区で小中一貫教育を進める体制等を順次整理し、内容の更なる充実を目指して取組んでいきます。

２　小中一貫教育において授業研究等についての連携を進めていきます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 61 教育振興事業（指導用教科用図書更新）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,865,000円 決 算 額 1,844,542円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,458円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

義務教育諸学校の教科用図書の無償措置に関する法律第14条、同施行令第14条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　平成26年度に採択された小学校用教科用図書の教員用教科用図書・指導書について不足分等について購入し、配置します。

２　平成27年度に採択された中学校用教科用図書の教員用教科用図書・指導書について不足分等について購入し、配置します。

３　小学校用・中学校用教科用図書の需要数に関する事務を行



生活状況調査を行いました。 ・生活状況調査を行いました。　

　実施者数12,007人 　実施者数12,007人

・英検IBAを行いました。

　実施者数1,112人

■実施結果

　箕面子どもステップアップ調査（体力調査・学力調査・生活状況調査）を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、箕面学力・体力・生活状況総合調査システムを効率に活用し、調査を円滑に進めます。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 64 英語教育強化事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 297,298,000円 決 算 額 295,878,022円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,419,978円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　英語教育の本格実施に対応するため、学習環境の拡充（英語教材の整備、英語を実践する機会の提供など）、指導体制の充実（英語支援員によ

る授業支援の強化など）を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・小学校全学年での英語活動、中学 ・招致した英語指導助手28名が来日 ・第5回中学生イングリッシュ・エ ・イングリッシュ・タウン（市内小

　校での英語コミュニケーション科 　し、研修等を行いました。 　クスプレッション・コンテストを 　学校4校）を実施しました。

　を行いました。 ・イングリッシュ・タウン（市内小 　実施しました。 ・箕面市独自にカリキュラム「エン

・イングリッシュ・タウン（市内小 　学校2校）を実施しました。 ・イングリッシュ・タウン（市内小 　ジョイ　イングリッシュ」を見直

　学校2校）を実施しました。 　学校4校）を実施しました。 　しました。

■実施結果

１　箕面市独自にカリキュラム「エンジョイ　イングリッシュ」を見直し、英語教材の整備、中学生イングリッシュ・エクスプレッション・コン

　テストの実施など、学習環境の拡充を行いました。

２　国の外国青年招致事業を活用して市内全小中学校への英語指導助手の配置、英語支援員の学校巡回による授業支援の強化など、指導体制の充

　実を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　引き続き、小中学校での英語授業を踏まえ、箕面市オリジナル指導案集「エンジョイ　イングリッシュ｣を見直します。

２　英語教育の本格実施を進めるための英語指導助手配置の適正規模を検証します。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 63 箕面学力・体力・生活状況総合調査実施事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 29,375,000円 決 算 額 29,213,122円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 161,878円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面学力・体力・生活状況総合調査「箕面子どもステップアップ調査」を市立全小・中学校で実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・体力調査を行いました。 　特にありません。 ・学力調査を行いました。 　特にありません。

　実施者数12,181人 　実施者数10,717人

・



る委

　託契約を締結しました。

■実施結果

　新校務支援システムの導入を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 66 学校支援地域ネットワーク事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,295,000円 決 算 額 997,248円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 297,752円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　モデル校2校（箕面小学校・彩都の丘学園）において学校地域ボランティアコーディネーターを配置し、箕面スクールサポーターと共に教育活

動を支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　モデル校2校に学校地域ボランテ 　学校からのボランティア要請に応 　学校からのボランティア要請に応 　学校からのボランティア要請に応

ィアコーディネーター配置しました じ、箕面スクールサポーターと共に じ、箕面スクールサポーターと共に じ、箕面スクールサポーターと共に

。 教育活動を支援しました。 教育活動を支援しました。 教育活動を支援しました。

■実施結果

１　学校、地域、保護者との繋がりが深まり、子どもたちの安全な見守りへと繋がりました。

２　学校地域ボランティアコーディネーターが学校での教育活動を支援することにより、多くの目で理解度を確認することができ、学習内容の確

　実な定着ができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校地域ボランティアコーディネーターと多くの箕面スクールサポーターの協力により、学校・地域・保護者との繋がりが深まりました。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 65 箕面学力・体力・生活状況システム再構築事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 58,062,000円 決 算 額 57,642,884円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 419,116円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　新校務支援システム再構築に係る委託契約を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・新校務支援システム導入に係る委 　特にありません。 　新校務システム導入に向けて教職

　託契約を締結しました。 員向け研修を実施しました。

・校務系ネットワーク工事に係



いました。 システムの保守を行いました。 システムの保守を行いました。

■実施結果

　箕面学力・体力・生活状況総合調査システムの保守を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　経年での児童・生徒の調査に支障が出ないよう、箕面学力・体力・生活状況総合調査システムの管理運営に努めます。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 68 学校施設開放事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 22 地域ぐるみで子どもたちの教育に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 12,282,588円 決 算 額 12,273,059円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 9,529円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

市立学校屋内運動場等設備の使用に関する条例、同条例施行規則、箕面市立学校施設開放事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　各小学校の施設開放委員会で審査・承認された地域活動団体等に小学校施設を貸し出します。

２　中学校運営に支障のない範囲で屋内運動場を貸し出します。

３　とどろみの森学園テニスコートを地域開放します。

４　施設開放事業に必要な消耗品を購入します。

５　学校施設管理業務委託（学校の門扉の開閉、戸締まりの確認作業）を実施します。

６　公共施設予約システムの運用を開始します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市立小学校及び中学校で施設開放 ・市立小学校及び中学校で施設開放 ・市立小学校及び中学校で施設開放 ・市立小学校及び中学校で施設開放

　を実施しました。 　を実施しました。 　を実施しました。 　を実施しました。

・消耗品を購入しました。 ・学校施設管理業務委託を実施しま ・学校施設管理業務委託を実施しま ・消耗品を購入しました。

・学校施設管理業務委託を実施しま 　した。 　した。 ・学校施設管理業務委託を実施しま

　した。 ・公共施設予約システムの契約を締 ・公共施設予約システムの運用を開 　した。

　結しました。 　始しました。

■実施結果

１　各小学校の施設開放委員会で審査・承認された地域活動団体等に小学校施設を貸し出しました。

２　中学校運営に支障のない範囲で屋内運動場を貸し出しました。

３　とどろみの森学園テニスコートの地域開放を実施しました。

４　施設開放事業に必要な消耗品を購入しました。

５　学校施設管理業務委託（学校の門扉の開閉、戸締まりの確認作業）を実施しました。

６　公共施設予約システムの運用を開始しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適切な施設利用を登録団体に働きかけていく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 67 箕面学力・体力・生活状況総合調査システム管理事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 810,000円 決 算 額 809,521円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 479円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面学力・体力・生活状況総合調査システム機器の保守を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面学力･体力･生活状況総合調査 　箕面学力･体力･生活状況総合調査 　箕面学力･体力･生活状況総合調査 　箕面学力･体力･生活状況総合調査

システムの保守を行いました。 システムの保守を行



に伴って幼稚園就園奨励費補助（国庫）が終了するため、補助金の認定・交付事務を取り扱う幼稚園管理システムの改修を行

いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  1 交通遺児奨学金給与事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  4 奨学資金費

予 算 現 額 590,000円 決 算 額 470,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 120,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市交通遺児奨学基金条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　交通事故により扶養義務者を失った児童及び生徒に対し、奨学金の給与を行います。

　（小学生：年額50,000円、中学生・高校生：年額70,000円）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　令和元年度生募集に係る受付及び 　申請はありませんでした。 　申請はありませんでした。 　申請はありませんでした。

奨学金（全期分）の給与を行いまし

た。

・募集期間：4月1日から随時

・申請者数：7名（小学生1名、中学

　生3名、高校生3名）

■実施結果

　交通事故により扶養義務者を失った児童及び生徒に対して奨学金の給与を行い、教育の機会均等に寄与することができました。

　（小学生1名、中学生3名、高校生3名）

■実施事業の課題の整理（総括）

　制度の一層の周知に努める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 69 幼稚園就園奨励システム改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育指導費

予 算 現 額 1,386,000円 決 算 額 1,386,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　幼児教育の無償化に伴って幼稚園就園奨励費補助（国庫）が終了するため、補助金の認定・交付事務を取り扱う幼稚園管理システムを改修しま

す。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　幼稚園管理システムの改修を行い 　特にありません。 　特にありません。

ました。

■実施結果

　幼児教育の無償化



応募なし

②償還 ②償還 ②償還 ②償還

③令和2年度生入学準備金の募集、

　決定

・応募者数8名、決定者数8名

■実施結果

・令和元年度奨学金奨学生として3名（公立0名、私立3名）の採用を決定し、3名に貸与しました。

・令和2年度入学準備金奨学生として8名を決定し、4名の辞退があったため、4名に貸与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　制度の一層の周知に努める必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 50 奨学資金貸付基金繰出事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  4 奨学資金費

予 算 現 額 2,000円 決 算 額 1,484円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 516円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市奨学資金基金条例、箕面市奨学資金の貸付に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　基金運用収入を基金へ繰り出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　事業実施はありません。 　事業実施はありません。 　事業実施はありません。 　基金運用収入を基金へ繰り出しま

した。

■実施結果

　基金運用収入を基金へ繰り出しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  2 奨学資金貸与等事務事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  4 奨学資金費

予 算 現 額 799,000円 決 算 額 734,557円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 64,443円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市奨学資金基金条例、箕面市奨学資金の貸付に関する規則、箕面市奨学生選考委員会規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　貸与型奨学金事務及び奨学金システムの保守等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

①貸与型奨学金の募集、決定 ①追加募集 ①追加募集 ①追加募集

・応募者数1名、決定者数1名 ・応募者数3名、決定者数2名 ・応募なし ・



した。 を行いました。 を行いました。

・募集期間：4月1日～5月17日 ・募集期間：7月1日～7月31日 ・募集期間：10月1日～12月6日

・申請者数：41名 ・申請者数：34名 ・申請者数：14名

・給付者数：32名 ・給付者数：27名 ・給付者数：12名

■実施結果

　令和元年度の奨学生として、71名に奨学金を給付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　制度の一層の周知に努める必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  1 教育センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  5 教育センター費

予 算 現 額 13,772,000円 決 算 額 12,301,880円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,470,120円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　設備機器管理（施設の整備、機器の保守整備）及び管理（施設の防犯、防災その他安全対策等の確保、施設の衛生、快適な環境の確保）に努め

ます。また、屋外通路についても段階的に補修整備に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　施設内の除草作業等を実施し、 １　電気設備等の点検を実施し、修 １　施設内の樹木選定・除草作業等 １　電気設備等の点検を実施し、修

　快適な環境の確保に努めました。 　繕必要箇所を確認しました。 　を実施し、快適な環境の確保に努 　繕必要箇所を確認しました。

２　施設内の設備器具の老朽化に伴 ２　施設内の設備器具の老朽化に伴 　めました。 ２　施設内の設備器具の老朽化に伴

　い、調整修理を行いました。 　い、調整修理を行いました。 ２　電気設備等の点検を実施し、冷 　い、調整修理を行いました。

　却温水ポンプの交換修繕を実施し

　ました。

■実施結果

1 整備機器類の経年劣化及び設備点検業務を通して修繕を実施しました。

2 設備の衛生及び快適な環境の確保に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　設備内外の経年劣化が著しく、今後も引き続き点検業務に基づく修繕を実施する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 51 奨学資金給付事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  4 奨学資金費

予 算 現 額 3,550,000円 決 算 額 3,550,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市奨学資金基金条例、箕面市奨学資金の給付に関する規則、箕面市奨学生選考委員会規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　令和元年度の奨学生に対し、奨学資金の給付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　奨学生の募集、決定及び給付を行 　奨学生の追加募集、決定及び給付 　奨学生の追加募集、決定及び給付 　事業の実施はありません。

いま



との連携をとり、計画 教育関係機関との連携をとり、計画 教育関係機関との連携をとり、計画

的に実施しました。 的に実施しました。 的に実施しました。 的に実施しました。

■実施結果

　教育センターの各事業の運営及び教育研究活動に対する支援を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教育センター各事業の運営及び教育活動等の支援をより充実するため、引き続き教育機関との連携を図る必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  3 教育相談事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 2,460,000円 決 算 額 2,039,580円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 420,420円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　スクールソーシャルワーカー3人を担当中学校区に毎週配置する他、ケース会議等、学校のニーズに応じて柔軟に派遣します。

２　必要に応じて、教育相談員と小中学校教職員が連携し、児童・生徒理解に基づいた対応を支援します。

３　適応指導教室については、担当教諭が中心となり教育活動を実施したり在籍校との連携をていねいに図る他、相談室相談員が関わることで、

　対象児童・生徒の個に応じた学校復帰支援を促進します。

４　指導主事が随時学校訪問を行ない、不登校をはじめとした状況の把握に努め、関係機関との連携も図りながら、課題の解決を図ります。

５　市内教育相談機関の案内リーフレットを作成・配付し、小中学校児童・生徒、保護者、関係機関職員への周知をします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教育相談の実施やスクールソーシ ・教育相談の実施やスクールソーシ ・教育相談の実施やスクールソーシ ・教育相談の実施やスクールソーシ

　ャルワーカーが学校での会議や関 　ャルワーカーが学校での会議や関 　ャルワーカーが学校での会議や関 　ャルワーカーが学校での会議や関

　係機関との連携を支援しました。 　係機関との連携を支援しました。 　係機関との連携を支援しました。 　係機関との連携を支援しました。

・適応指導教室を適切に運営すると ・適応指導教室を適切に運営すると ・適応指導教室を適切に運営すると ・適応指導教室を適切に運営すると

　ともに新たな通室生の状況把握に 　ともに新たな通室生の状況把握に 　ともに新たな通室生の状況把握に 　ともに新たな通室生の状況把握に

　努めました。 　努めました。 　努めました。 　努めました。

■実施結果

1　教育相談員、スクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーが連携して、本市の児童・生徒の支援を行いました。

2　適応指導教室において、通室生の指導、支援を学校との連携を密接に行いながら実施することができました。

3　公的相談機関のリーフレットを作成及び配置することで、市民に対して本市の相談体制についての周知に努めました。

4　学校への不登校ヒアリングを行い、状況の把握に努め、学校と支援方法について検討し、実施することができました。

5　教育センターでは、4，829回教育相談に応じました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　教育相談員（相談担当、スクールカウンセラー、支援教育担当、適応指導教室担当）、スクールソーシャルワーカー、適応指導教室担当教員、

大阪府立学校スクールカウンセラーの間で、更なる情報共有や連携の充実が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  2 教育センター運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  1 教育総務費

取 組 55 内部管理  5 教育センター費

予 算 現 額 1,819,000円 決 算 額 1,385,625円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 433,375円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教育センターの研修、研究、相談等の各事業を円滑に運営し、市立学校園の教育向上のための支援、他の教育関係機関との連携を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教育センター各事業実施に向け、 　教育センター各事業実施に向け、 　教育センター各事業実施に向け、 　教育センター各事業実施に向け、

教育関係機関との連携をとり、計画 教育関係機関



期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　本年度の研究テーマに沿って研究 　本年度の研究テーマに沿って研究 　本年度の研究テーマに沿って研究 本年度の研究テーマに沿って研究を

を深めました。 を深めました。 を深めました。 深めました。

■実施結果

　研究テーマに沿って指導案を作成し、研究授業を複数回行い、研究の検証を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　次期学習指導要領に対応した指導方法の工夫や改善、とりわけ情報活用能力の向上に向けた研究が必要です。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  5 教育研修事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 2,028,000円 決 算 額 1,159,498円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 868,502円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育公務員特例法第21条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第45条　箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市立幼稚園、小・中学校の教職員を対象に、研修計画に沿って、講師を招聘し、教育センターや各校園を会場として研修を実施し、教職

 　員の教育力向上を図ります。

２　大阪府より豊能地区教職員人事協議会に移管された法定研修（初任者研修、5年経験者研修、10年経験者研修）を、豊能地区研修部会として

　サポートし、対象教員の教育力向上に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　研修の年間計画に沿って、講師 １　研修の年間計画に沿って、講師 １　研修の年間計画に沿って、講師 １　研修の年間計画に沿って、講師

　等を招聘し研修を実施しました。 　等を招聘し研修を実施しました。 　等を招聘し研修を実施しました。 　等を招聘し研修を実施しました。

２　初任者研修及び中堅経験者研修 ２　初任者研修及び中堅経験者研修 ２　初任者研修及び中堅経験者研修 ２　初任者研修及び中堅経験者研修

　の本市実施分を年間計画に沿って 　の本市実施分を年間計画に沿って 　の本市実施分を年間計画に沿って 　の本市実施分を年間計画に沿って

　実施しました。 　実施しました。 　実施しました。 　実施しました。

■実施結果

1　教員の経験年数に応じた研修を市として計画的に行い、資質の向上に努めました。

2　豊能地区相互交流研修で他市町の教職員との交流を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　人事権移譲に伴う研修の企画、検証、整理を引き続き行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  4 教育研究事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 360,000円 決 算 額 220,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 140,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育公務員特例法第21条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第45条　箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市の教育課題に対応した調査・研究を行い、研究成果をまとめ、各校園の教育活動の推進を図ります。

２　教職員の教育実践、教育研究に寄与するスーパーバイザーの積極的活用と校園内研究活動の支援と充実を図ります。

３　児童・生徒の学力・体力の向上、豊かな心の育成をめざした授業改善を図ります。

第１四半



実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　教育指導資料の収集･整備･充実 １　教育指導資料の収集･整備･充実 １　教育指導資料の収集･整備･充実 １　教育指導資料の収集･整備･充実

　を図りました。 　を図りました。 　を図りました。 　を図りました。

２　印刷機器、ＩＣＴ機器等の管理 ２　印刷機器、ＩＣＴ機器等の管理 ２　印刷機器、ＩＣＴ機器等の管理 ２　印刷機器、ＩＣＴ機器等の管理

　に努めました。 　に努めました。 　に努めました。 　に努めました。

■実施結果

1　カリキュラムセンター化に向けて教育図書や視聴覚教材、教育指導資料などの収集・整備・充実を図りました。

2　拡大コピー機、カラーコピー機、パソコン等ＩＣＴ機器の有効活用による優れた教材作成の支援を行い、各学校園の教育活動のニーズに応じ

   た教材の整備を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  7 教職員研究会助成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 4,526,000円 決 算 額 4,482,760円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 43,240円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育活動推進費交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　全国や府等に連なる自主研究組織への助成を行い、各研究組織の研究活動を支援します。

２　各研究団体の研究成果を箕面市内の教育活動に生かします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面市教育活動推進費交付金交付 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

要綱に基づき、交付金の交付決定及

び交付を行いました。

■実施結果

　交付金を交付したころにより、各教職員研究団体がそれぞれの組織の特色に応じた研究を深め、また、小中学校の各教職員間の交流により、よ

り一層の教育活動の発展に寄与しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　永続的に発展する教育研修活動を児童及び生徒に対し、より効果的な還元方法の検討が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名  6 教育センター教材資料整備事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 1,525,000円 決 算 額 1,215,385円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 309,615円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育活動推進費交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　カリキュラムセンター化に向けて教育図書や視聴覚教材、教育指導資料などの収集・整備・充実を図ります。

２　ポスタープリンター、カラーコピー機、パソコン等ＩＣＴ機器の有効活用による優れた教材作成の支援を行い、各学校園の教育活動のニーズ

　　に応じた教材機器の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■



われていた大阪府教育センターの「カリナビ・ブランチ豊能・三島」に代わり、校内研究支援を実施します。

４　平成25年度より行なわれている秋田県由利本荘市教育員会との交流研修を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　豊能地区3市2町での共同実施研 　豊能地区3市2町での共同実施研修 １　豊能地区3市2町での共同実施研 １　豊能地区3市2町での共同実施研

　修や、相互交流研修を実施しまし や、相互交流研修を実施しました。 　修や、相互交流研修を実施しまし 　修や、相互交流研修を実施しまし

　た。 　た。 　た。

２　由利本荘市に学校管理職1名、 ２　由利本荘市から教育専門監1名 ２　由利本荘市から教育専門監1名

　指導主事3名を派遣しました。 　を招聘しました。 　を招聘しました。

■実施結果

1　人事権移譲に伴う初任者及び中堅経験者研修を豊能地区教職員人事協議会中心に3市2町で構成する研修部会で企画運営し、有効な研修を実施

　しました。また、3市2町の研修を豊能地区において相互交流研修を実施し、研修の幅が広がりました。

2　大阪府教育センターの研修も多くの門戸が開かれ、数多く参加しました。

3　校内研修支援を実施し、3校で公開研究会が開かれました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　豊能地区相互交流研修の内容整理が必要です。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 51 副読本更新事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 2,538,000円 決 算 額 2,538,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

「わたしたちのまち箕面」を市立学校等の小学3年生に配布します。また市役所等で市民向けに販売します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　市教研「小学校･社会科」部会に 　市教研「小学校･社会科」部会に 　市教研「小学校･社会科」部会に 　市教研「小学校･社会科」部会に

意見を聞き、改訂作業を始めました 意見を聞き、改訂作業を行いました 意見を聞き、改訂作業を行いました 意見を聞き、副読本を改訂しました

。 。 。 。

■実施結果

　改訂を行うことで、最新の情報を盛り込んだ内容とすることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　資料等の年次更新に加え、次期学習指導要領を踏まえる内容や校正の見直しが必要となります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 50 教育研修事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  5 教育センター費

予 算 現 額 1,395,000円 決 算 額 624,380円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 770,620円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

教育公務員特例法第21条・23条・24条　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第45条　箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　府の研修及び3市2町が共同実施する研修については府に負担金を支出します。

２　大阪府教育センターが主催する研修のうち、参加が認められない研修などについては、豊能地区3市2町で共同実施や相互交流研修の充実に　

　努め、多様な研究の場を保障します。

３　平成23年度まで行



■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　新放課後モデル事業2校を含む14 　新放課後モデル事業2校を含む14 　新放課後モデル事業2校を含む14 ・14校の学童保育室の利用状況は、

校の学童保育室の利用状況は、入所 校の学童保育室の利用状況は、入所 校の学童保育室の利用状況は、入所 　入所児童1,366人、延長登録児童

児童1,625人、延長登録児童数945人 児童1,580人、延長登録児童数931人 児童1,554人、延長登録児童数906人 　数875人でした。（1/1現在）

でした。（4/1現在） でした。（7/1現在） でした。（10/1現在） ・新型コロナウイルス感染症による

　臨時休校のため、学童保育室を長

　期休業中の形態で実施しました。

■実施結果

１　新放課後モデル事業2校を含む14校の学童保育室において、円滑な運営を図ることができました。

２　利用児童増加に対応するため西南小において定員増の準備を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　利用児童数増加に対応するため、次年度の利用人数を早期に把握し、学童保育室の増室等の準備を進める必要があります。

２　小学校の運営の下、児童の安全確保を図ります。

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名  2 夏季休業中における子どもの居場所づくり事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 1,091,000円 決 算 額 751,020円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 339,980円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　夏季休業中に箕面市立小学校12校において午前9時から午後5時までの間、自由な遊び場開放事業で使用しているプレイルームを開放し、

　児童の居場所づくりを行います。

２　プレイルームには居場所づくり指導員を配置し、児童の見守りを行います。

３　校門での安全管理員配置を箕面市シルバー人材センターに委託します。

４　学童保育室の児童との交流を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　実施に向けて学校と協議し、利用 　7月22日から8月23日までの間で、 　特にありません。 　特にありません。

方法等を変更しました。 延べ19日プレイルームを開放しまし

た。利用児童数は延べ13,132人でし

た。

■実施結果

　令和元年7月22日から8月23日までの間、箕面市立小学校12校においてプレイルームを開放し、夏休みの児童の居場所づくりを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学童保育とより一体的に放課後の居場所づくりを行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名  1 学童保育実施事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 45,421,000円 決 算 額 41,668,854円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,752,146円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市学童保育に関する条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面市立小学校12校の学童保育と自由な遊び場開放事業の一体運営を実施します。

２　午後5時以降も児童の保育が困難な家庭について、事前申請のうえ午後7時までの延長保育受け入れを行います。

　　（土曜日は除きます。）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果）



的な遊びを促進したり、参加できない子どもに対して参加のきっかけを与えたりなど、子どもの遊びを支

　援する方策や子どもの安全確保について研修、情報交換を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設の一部を遊び場として開 　学校施設の一部を遊び場として開 　学校施設の一部を遊び場として開 ・1月、2月は学校施設の一部を遊び

放し、異年齢の児童がふれあうこと 放し、異年齢の児童がふれあうこと 放し、異年齢の児童がふれあうこと 場として開放しました。

により、児童の健全育成を図ること により、児童の健全育成を図ること により、児童の健全育成を図ること ・新型コロナウイルス感染症による

ができました。 ができました。 ができました。 臨時休校のため、3月は実施しませ

んでした。

■実施結果

　市内在住の児童に対して、放課後に箕面市立小学校施設の一部（プレイルーム、運動場、体育館）を自由な遊び場として開放し、異年齢の児童

がふれあうことにより、児童の健全育成を図ることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学童保育とより一体に放課後の居場所づくりを行う必要があります。

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名  4 新放課後モデル事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 9,452,000円 決 算 額 8,137,065円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,314,935円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学童保育は放課後から午後5時まで、夏休み等の学校休業日は午前8時から午後5時まで実施します。（延長保育は午後7時、土曜日は、午

　前8時から午後5時まで実施）

２　豊川北小と中小では学習、運動、体験の3分野からなり、様々な分野への興味関心を広げることに寄与する活動プログラムを実施します。

３　学校のプレイルーム、グラウンド及び体育館を児童に開放し、安心安全な自由な遊びの場を提供します。

４　宿題に取り組む児童のために、自学自習ができる「スタディルーム」を提供します。豊川北小のスタディルームは民間事業者に学習指導業務

　を委託し、箕面小、南小、東小、西南小、萱野東小、萱野北小ではタブレット学習ソフトを利用できる自学自習の場を提供します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　4月に学童保育、遊び場開放、ス 　活動プログラムを豊川北小35回、 　活動プログラムを豊川北小50回、 　活動プログラムを豊川北小29回、

タディルームを、5月に活動プログ 中小41回実施しました。箕面小、南 中小41回実施しました。箕面小、南 中小28回実施しました。箕面小、南

ラムを豊川北小と中小で開始しまし 小、東小、西南小、萱野東小、萱野 小、東小、西南小、萱野東小、萱野 小、東小、西南小、萱野東小、萱野

た。箕面小、南小、東小、西南小、 北小でスタディルームを開室しまし 北小でスタディルームを開室しまし 北小でスタディルームを開室しまし

萱野東小、萱野北小でスタディルー た。 た。 た。3月は臨時休校のため、学童保

ム開室準備をしました。 育以外は実施しませんでした。

■実施結果

１　豊川北小学校及び中小学校において従来の学童保育に加え、遊び場開放、スタディルーム及び学習・運動・体験の各種活動プログラムを一体

　的に実施し、子どもたちにとって、より充実した放課後の居場所づくりを実現できました。

２　令和元年度より新しく箕面市立小学校6校（箕面小、南小、東小、西南小、萱野東小、萱野北小）においてタブレット学習ソフトを活用した

　スタディルームの取組を始めました。豊川北小学校においては、スタディルームの運営を民間事業者に委託し、より効果の高い放課後学習支援

　を特定するための取組を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　活動プログラムの内容、供給量、地域との連携及び新たな学習支援の手法を引き続き検証する必要があるため、中小学校、豊川北小学校、箕面

小学校、南小学校、東小学校、西南小学校、萱野東小学校、萱野北小学校においては令和2年度も本事業を継続実施します。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名  3 子どもたちの自由な遊び場開放事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 398,000円 決 算 額 379,607円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18,393円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立小学校における子どもたちの自由な遊び場開放事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内在住の児童に対して自主的な遊びを促進するため、放課後に箕面市立小学校施設の一部（プレイルーム、運動場、体育館）を自由な遊び

　場として開放します。

２　学童保育と一体的な運営を図り、児童の安全確保のため指導員を配置します。

３　指導員については子どもたちの自主



けて、西南小学童

　品を整備しました。　 保育室を増室し、必要備品を整備し

・彩都の丘小学童保育室を増室し、 ました。

　新館完成に伴い引っ越し作業を行

　い必要備品を整備しました。

■実施結果

　学童保育利用児童の増加に伴い、西小学校、彩都の丘小学校、西南小学校の学童保育室を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　利用希望児童の増加に伴い、待機児童を発生させないため、学童保育室の整備が必要となります。

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名 51 新放課後モデル事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 2,304,000円 決 算 額 2,302,720円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,280円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面小学校、南小学校、東小学校、西南小学校、萱野東小学校、萱野北小学校の6校においてタブレット学習ソフトを用いたスタディルームを

実施するため、アクセスポイントの設置や導入のための設定等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　6校においてアクセスポイントの 　アクセスポイントの設定とシステ 　特にありません。 　特にありません。

設定とシステム設定を実施しました ム設定を行った6校において、スタ

。 ディルームを開始しました。

■実施結果

　箕面小学校、南小学校、東小学校、西南小学校、萱野東小学校、萱野北小学校の6校においてアクセスポイントの設置やシステム設定等を行い

、スタディルームを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　スタディルームにおけるタブレット学習ソフトを用いた学習支援が効果的な手法であるかを検証する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名 50 学童保育室整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  6 放課後等児童対策費

予 算 現 額 6,435,000円 決 算 額 6,080,282円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 354,718円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学童保育利用児童の増加に伴う学童保育室の整備を行います。

２　増室が必要な場合は、教室確保の調整や必要備品の設置等を次年度開室までに整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・西小学童保育室を増室し、必要備 　特にありません。 　特にありません。 　次年度開室に向



校舎教室改修工事の契約を締結し ・校舎教室改修工事を完了しまし　

た。 ました。 ました。 　た。

・校舎教室改修工事に伴う業務　　

　委託を行いました。

・増築に必要な消耗品・備品を購入

　しました。

■実施結果

１　校舎教室改修工事を完了しました。

２　消耗品及び備品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 止々呂美小中一貫校増築事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  7 小中一貫校整備費

予 算 現 額 12,709,412円 決 算 額 12,078,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 631,412円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　止々呂美小中一貫校区域における児童生徒の急増に対応するため、校舎の増築を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　実施設計委託の契約を締結しまし 　特にありません。 　特にありません。 　実施設計委託を完了しました。

た。

■実施結果

　実施設計委託を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 彩都の丘小中一貫校増築等事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  7 小中一貫校整備費

予 算 現 額 150,136,000円 決 算 額 149,698,078円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 437,922円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　彩都の丘小中学校区域において、児童・生徒急増のため、増築等を行います。

１　既存施設改修（校舎・プール）

２　新設工事（校舎・給食室等）

３　設計（校舎増築・給食室等）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　水道口径別納付金を支払いまし 　機械警備増設の委託契約を締結し 　



実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 50 私立幼稚園振興助成事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  1 教育総務費

取 組 18 保育サービスの充実と多様な保育ニーズに対応します 80 過年度支出

予 算 現 額 147,000円 決 算 額 147,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市私立幼稚園児等の保護者補助金の交付に関する規則、幼稚園就園奨励費補助金交付要綱（国）

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　子育て応援幼稚園保護者補助金の交付不足となっている保護者に対して、不足額を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　補助金の交付不足・過交付があっ 　交付不足の保護者に対して、不足 　特にありません。 　特にありません。

た保護者に対して、通知しました。 額を交付しました。

■実施結果

　交付不足になっていた保護者に対して、不足額を交付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 91 彩都の丘小中一貫校増築等事業（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  1 教育総務費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  7 小中一貫校整備費

予 算 現 額 2,422,000円 決 算 額 2,421,800円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 200円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　彩都の丘小中学校増築に伴い必要な委託契約を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　備品移設業務の委託契約を実施し 　特にありません。 　機械警備の再設置委託を実施しま

ました。 した。

■実施結果

　備品移設業務委託及び機械警備の再設置委託を



工事 　小中学校ブロック塀安全対策工事 　特にありません。

　の一部について、契約を締結しま の一部について、工事を完了しまし を完了しました。

　した。 た。

・小中学校ブロック塀安全対策工事

　の一部について、前払金を支払い

　ました。

■実施結果

　小中学校ブロック塀安全対策工事が完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（小学校・学校管理費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  2 小学校費

取 組 55 内部管理  1 学校管理費

予 算 現 額 243,575,000円 決 算 額 242,011,683円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,563,317円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　44人

給与費　【給与】121,688,932円　【職員手当等】79,058,795円　【共済費】41,263,956円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 90 小中学校ブロック塀安全対策事業（Ｈ３０国補正）（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 03 みんなで支え合って暮らしの安全を守ります  1 教育総務費

取 組 07 地域防災力を高め災害に強いまちづくりを進めます 90 学校共通施設費

予 算 現 額 58,067,000円 決 算 額 53,988,020円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,078,980円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　平成30年度第1次補正予算において措置された国庫交付金を活用して全市立小中学校内のブロック塀安全対策工事を実施し、児童・生徒の教育

環境の向上を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・小中学校ブロック塀安全対策工事 　小中学校ブロック塀安全対策



まし 支払いました。 支払いました。 、委託料、賃借料を支払いました。

た。

■実施結果

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費（郵便切手）、委託料（印刷機保守）、賃借料（緊急搬送用タクシー）の支払い

を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304101 子ども未来創造局 学校生活支援室 箕面小学校

事業名 10 箕面小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,883,000円 決 算 額 2,874,703円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,297円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  3 小学校管理事業（学校生活支援）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,364,000円 決 算 額 2,124,439円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 239,561円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費、委託料、賃借料の支払いをします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校運営に係る消耗品費、通信運 　学校運営に係る委託料、賃借料を 　学校運営に係る委託料、賃借料を 　学校運営に係る報償金、消耗品費

搬費、委託料、賃借料を支払い



等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304103 子ども未来創造局 学校生活支援室 萱野小学校

事業名 12 萱野小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,856,000円 決 算 額 2,843,369円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 12,631円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304102 子ども未来創造局 学校生活支援室 止々呂美小学校

事業名 11 止々呂美小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,980,000円 決 算 額 1,971,427円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,573円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品



理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304105 子ども未来創造局 学校生活支援室 南小学校

事業名 14 南小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,888,000円 決 算 額 2,884,795円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,205円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304104 子ども未来創造局 学校生活支援室 北小学校

事業名 13 北小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,908,000円 決 算 額 1,903,014円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,986円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管



管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304107 子ども未来創造局 学校生活支援室 東小学校

事業名 16 東小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,501,872円 決 算 額 2,501,391円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 481円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304106 子ども未来創造局 学校生活支援室 西小学校

事業名 15 西小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,616,000円 決 算 額 3,528,583円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 87,417円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に



切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304109 子ども未来創造局 学校生活支援室 萱野東小学校

事業名 18 萱野東小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,340,000円 決 算 額 3,300,244円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 39,756円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304108 子ども未来創造局 学校生活支援室 西南小学校

事業名 17 西南小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,492,000円 決 算 額 3,478,543円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 13,457円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適



に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304111 子ども未来創造局 学校生活支援室 中小学校

事業名 20 中小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,408,000円 決 算 額 3,388,598円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 19,402円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304110 子ども未来創造局 学校生活支援室 豊川北小学校

事業名 19 豊川北小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,536,000円 決 算 額 2,535,206円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 794円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切



適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304113 子ども未来創造局 学校生活支援室 萱野北小学校

事業名 22 萱野北小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,051,000円 決 算 額 2,033,333円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,667円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304112 子ども未来創造局 学校生活支援室 豊川南小学校

事業名 21 豊川南小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,848,000円 決 算 額 3,839,196円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,804円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を



適切に管理し

、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑 、小学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経常的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 26 教育ＩＣＴ環境管理事業（小学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 105,938,000円 決 算 額 105,346,551円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 591,449円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　タブレット等端末及びネットワーク環境等の保守を行い、ＩＣＴ機器を適正に維持、管理します。

２　ＩＣＴを活用した教育を行うためのサポートを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　タブレット等端末やネットワー １　タブレット等端末やネットワー １　タブレット等端末やネットワー １　タブレット等端末やネットワー

　ク環境の保守やサポートを実施し 　ク環境の保守やサポートを実施し 　ク環境の保守やサポートを実施し 　ク環境の保守やサポートを実施し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　 ２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　 ２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　 ２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　

　ポートにて、学校のサポート体制 　ポートにて、学校のサポート体制 　ポートにて、学校のサポート体制 　ポートにて、学校のサポート体制

　を充実させました。 　を充実させました。 　を充実させました。 　を充実させました。

■実施結果

１　小学校におけるタブレット等端末やネットワーク環境の保守やサポートを実施しました。

２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサポートにて、小学校のサポート体制を充実させました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　小学校におけるＩＣＴ機器を活用した教育に支障が出ないよう、タブレット等端末やネットワーク環境の維持管理に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304114 子ども未来創造局 学校生活支援室 彩都の丘小学校

事業名 23 彩都の丘小学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,833,736円 決 算 額 3,833,328円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 408円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　小学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を



消耗品費、光熱水費、修繕料等の 　消耗品費、光熱水費、修繕料等の

支払いを行いました。 支払いを行いました。 支払いを行いました。 支払いを行いました。

■実施結果

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払いを行いました。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、学校運営経費の適切な確保が必要です。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 50 小学校管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 12,052,000円 決 算 額 11,804,844円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 247,156円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　止々呂美小学校、彩都の丘小学校の児童急増に対する不足消耗品、備品を整備します。

２　児童数増により不足が生じた机、椅子を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・不足消耗品、備品を整備しまし　 　不足消耗品、備品を整備しました 　不足消耗品、備品を整備しました ・不足消耗品、備品を整備しまし　

　た。 。 。 　た。

・児童用椅子、机を整備しました。 ・児童用椅子、机を整備しました。

■実施結果

１　止々呂美小学校、彩都の丘小学校において、児童数急増に対する不足消耗品、備品を整備しました。

２　児童用机、椅子を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、老朽化した児童用机、椅子を計画的に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 30 小学校管理事業（学校施設管理）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 200,724,935円 決 算 額 197,591,564円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,133,371円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払をします。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消耗品費、光熱水費、修繕料等の 　消耗品費、光熱水費、修繕料等の 　



ト更新を行いました いました。

。

■実施結果

１　小学校の学校図書館システム用セキュリティＵＳＢのソフト更新を行いました。

２　小学校の旧機器のデータ消去及び廃棄を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　授業や校務に支障のないよう、小学校の教育用コンピュータ、校務用コンピュータ、及び周辺機器の維持管理に努めます。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 56 教育ＩＣＴ環境整備事業（小学校）（Ｒ１経済対策）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 629,338,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 629,338,000円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　児童用タブレットを有効活用するために校内ネットワークを増強します。

２　全市立小学校の1年生～3年生の児童に1人1台タブレット端末を配備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 ・全市立小学校のＩＣＴ環境の更　

　新・整備に向けて準備を行いまし

　た。

・予算を翌年度に繰り越しました。

■実施結果

　全市立小学校のＩＣＴ環境の更新・整備に向けて準備を行いました。また、必要経費については令和2年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　小学校の校内ネットワークおよび児童用タブレット端末、周辺機器等のＩＣＴ環境の整備、更新、維持管理に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 55 教育ICT環境管理事業（小学校）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 23,074,000円 決 算 額 22,151,113円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 922,887円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　セキュリティＵＳＢのソフト更新を行います。

２　不要となったコンピュータ等のデータ消去を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　学校図書館システム用セキュリテ 　旧機器のデータ消去及び廃棄を行

ィＵＳＢのソフ



施結果（成果） ■実施結果（成果）

　校庭芝生化に伴う維持管理を実施 　校庭芝生化に伴う維持管理を実施 　校庭芝生化に伴う維持管理を実施 　校庭芝生化に伴う維持管理を実施

しました。 しました。 しました。 しました。

■実施結果

　校庭芝生化に伴う維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　校庭芝生化に伴う維持管理を今後も適切に行う必要があります。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 61 小学校施設維持管理事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 19,545,065円 決 算 額 19,410,574円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 134,491円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　小学校の各種設備不良箇所修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）を実施します。

２　プールろ過機のろ材を入れ替えます。

３　小学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・学校施設維持管理のための業務委 ・学校施設維持管理のための業務委 ・学校施設維持管理のための業務委 ・学校施設維持管理のための業務委

　託を行いました。 　託を行いました。 　託を行いました。 　託を行いました。

・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。 ・消耗品を購入しました。

・豊川北小学校廊下改修工事及び柵 ・各種修繕を実施しました。

　修繕を行いました。

■実施結果

１　小学校の各種不良箇所修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）を実施しました。

２　小学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　今後も適切な施設の維持管理に努めます。

２　学校教育に支障がないよう、休業期間を中心に工事を施工するため、工程をよく調整する必要があります。

３　老朽設備の計画的な修繕を行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 60 学校緑化推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,905,000円 決 算 額 2,262,602円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 642,398円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　校庭芝生化に伴う維持管理（豊川北小学校、萱野小学校、とどろみの森学園、西南小学校、南小学校、萱野北小学校、東小学校、萱野東小学

　校、北小学校、中小学校、箕面小学校、豊川南小学校）を行います。

２　管理用機器の修理を実施します。

３　エッジ処理の業務委託を実施します。

４　エンジン刈払機を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実



小学校において、理科教育の振興を図るための教材教具を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304101 子ども未来創造局 学校生活支援室 箕面小学校

事業名 10 箕面小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,266,000円 決 算 額 1,265,587円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 413円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  1 小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 500,000円 決 算 額 499,966円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 34円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　理科教育振興教材教具を整備します。（東小、萱野東小）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　理科教育設備整備費等補助金の交 　理科教育振興教材教具を購入しま 　特にありません。 　理科教育設備整備費等補助金の実

付申請を行い、交付が決定しました した。 績報告を行い、補助金の額が確定し

。 ました。

■実施結果

　東小学校、萱野東



、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304103 子ども未来創造局 学校生活支援室 萱野小学校

事業名 12 萱野小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,642,000円 決 算 額 1,641,354円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 646円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304102 子ども未来創造局 学校生活支援室 止々呂美小学校

事業名 11 止々呂美小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,710,000円 決 算 額 1,709,725円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 275円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで



滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304105 子ども未来創造局 学校生活支援室 南小学校

事業名 14 南小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,151,000円 決 算 額 1,150,990円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304104 子ども未来創造局 学校生活支援室 北小学校

事業名 13 北小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 924,000円 決 算 額 912,447円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 11,553円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円



活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304107 子ども未来創造局 学校生活支援室 東小学校

事業名 16 東小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,148,128円 決 算 額 1,147,944円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 184円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304106 子ども未来創造局 学校生活支援室 西小学校

事業名 15 西小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,628,000円 決 算 額 1,610,869円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,131円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育



育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304109 子ども未来創造局 学校生活支援室 萱野東小学校

事業名 18 萱野東小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,560,000円 決 算 額 1,549,329円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,671円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304108 子ども未来創造局 学校生活支援室 西南小学校

事業名 17 西南小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,301,000円 決 算 額 1,299,282円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,718円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教



育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304111 子ども未来創造局 学校生活支援室 中小学校

事業名 20 中小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,380,000円 決 算 額 1,379,944円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 56円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304110 子ども未来創造局 学校生活支援室 豊川北小学校

事業名 19 豊川北小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,342,000円 決 算 額 1,341,479円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 521円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教



で、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304113 子ども未来創造局 学校生活支援室 萱野北小学校

事業名 22 萱野北小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 778,000円 決 算 額 767,042円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,958円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304112 子ども未来創造局 学校生活支援室 豊川南小学校

事業名 21 豊川南小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,620,000円 決 算 額 1,607,035円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 12,965円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備すること



とで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 27 児童就学援助事業（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 30,784,000円 決 算 額 26,187,898円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,596,102円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第19条、箕面市就学援助規則、箕面市就学援助費給付要綱、箕面市支援教育就学奨励費給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　経済的理由により市立小学校への就学が困難な児童の世帯に学用品費等を補助します。

　（援助項目は、入学準備金、学用品・通学用品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校病治療費です。）

２　支援学級在籍児童に対して、学用品費等を補助します。

　（援助項目は、新入学用品費、学用品費、校外活動費、修学旅行費です。）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

①就学援助の申請受付、当初認定　 ①就学援助の随時申請者の追加認定 ①就学援助の随時申請者の追加認定 ①就学援助の随時申請者の追加認定

　（認定者：745名） 　（認定者：3名） 　（認定者：18名） 　（認定者：18名）

・受付期間：4月1日～5月31日 ②支援教育就学奨励の申請受付、当 ②支援教育就学奨励の申請受付、追 ②入学準備金の申請受付・認定　　

②就学援助随時申請者の追加認定　 　初認定（認定者：270名） 　加認定（認定者：3名） 　（認定者：70名）

　（認定者：1名） ③就学援助、支援教育就学奨励の認 ③就学援助の認定者への支給事務 ③就学援助、支援教育就学奨励の認

　定者への支給事務 　定者への支給事務

■実施結果

１　就学援助

　　認定者：要保護者（生活保護受給者）31名

　　　　　　準要保護者（世帯の前年所得が生活保護法による需要額の1.2倍以内である等の世帯）785名

２　支援教育就学奨励

　　認定者：273名（支援学級在籍児童で、世帯の前年所得が生活保護法による需要額の2.5倍以内である世帯）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　近隣他市の状況・動向の把握に努める必要があります。

２　制度の一層の周知に努める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304114 子ども未来創造局 学校生活支援室 彩都の丘小学校

事業名 23 彩都の丘小学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,537,264円 決 算 額 1,536,028円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,236円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　児童の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備するこ



3件受付け、交付決定

説明資料の準備等を行いました。 し、9月から交付申請の受付を開始 者に助成金を支給しました。 者に助成金を支給しました。

ました。31件の申請を受付ました。

■実施結果

１　児童扶養手当受給世帯と生活保護受給世帯の小学3年生が通う学習塾や文化・スポーツ教室等の学校教育外にかかる費用を、令和元年9月より

　月額2万円を上限に助成しました。

２　41名の申請者に助成金を支給しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　児童の学ぶ可能性を広げる効果的な学習支援の手法であるかを検証する必要があります。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 立替施行に係る償還事業（小学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 42,150,000円 決 算 額 42,149,499円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 501円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　大阪府の立替施行により建設した止々呂美小学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　償還金（前期）を支払いました。 　特にありません。 　償還金（後期）を支払いました。

■実施結果

　償還費の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304700 子ども未来創造局 放課後子ども支援室 

事業名 50 塾代等助成モデル事業（扶助費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 21 一人ひとりを大切にしたきめ細かい教育に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 4,599,000円 決 算 額 3,901,905円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 697,095円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市塾代助成金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市内在住の児童扶養手当受給世帯と生活保護受給世帯の小学3年生が通う塾等の費用の一部又は全部を助成します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　塾代助成に向け、制度設計を行い 　箕面市塾代助成金交付要綱を制定 　新規申請を7件受付け、交付決定 　新規申請を



。 した。

■実施結果

　償還費の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 90 都市再生機構立替施行に係る償還事業（小学校）（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 49,974,000円 決 算 額 46,879,947円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,094,053円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　都市再生機構の立替施行により建設した彩都の丘小学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

２　所有権移転（ピロティ１階）を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　立替施行に伴う償還金を支払いま 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

した。所有権が移転しました（ピロ

ティ１階）。

■実施結果

１　償還費の支払いを行いました。

２　所有権が移転しました（ピロティ１階）。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 都市再生機構立替施行に係る償還事業（小学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  2 小学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 9,814,000円 決 算 額 9,364,457円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 449,543円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　都市再生機構の立替施行により建設した彩都の丘小学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　立替施行に伴う償還金を支払いま 　立替施行に伴う償還金を支払いま 　立替施行に伴う償還金を支払いま 　立替施行に伴う償還金を支払いま

した。 した。 した



果

職員数　19人

給与費　【給与】49,716,779円　【職員手当等】33,574,453円　【共済費】17,032,996円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  3 中学校管理事業（学校生活支援）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,693,000円 決 算 額 1,570,380円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 122,620円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費、委託料、賃借料の支払いをします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校運営に係る消耗品費、通信運 　学校運営に係る委託料、賃借料を 　学校運営に係る委託料、賃借料を 　学校運営に係る報償金、消耗品費

搬費、委託料、賃借料を支払いまし 支払いました。 支払いました。 、委託料、賃借料を支払いました。

た。

■実施結果

　学校運営に係る報償金（卒業記念品）、消耗品費、通信運搬費（郵便切手）、委託料（印刷機保守）、賃借料（緊急搬送用タクシー）の支払い

を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（中学校・学校管理費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  3 中学校費

取 組 55 内部管理  1 学校管理費

予 算 現 額 100,580,000円 決 算 額 100,324,228円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 255,772円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結



適切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304122 子ども未来創造局 学校生活支援室 第二中学校

事業名 11 第二中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,806,000円 決 算 額 3,777,297円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 28,703円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304121 子ども未来創造局 学校生活支援室 第一中学校

事業名 10 第一中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,752,000円 決 算 額 4,521,529円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 230,471円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を



に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304124 子ども未来創造局 学校生活支援室 第四中学校

事業名 13 第四中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,782,000円 決 算 額 4,781,230円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 770円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304123 子ども未来創造局 学校生活支援室 第三中学校

事業名 12 第三中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,260,000円 決 算 額 4,256,712円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,288円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切



切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304126 子ども未来創造局 学校生活支援室 第六中学校

事業名 15 第六中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 3,684,000円 決 算 額 3,681,493円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,507円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304125 子ども未来創造局 学校生活支援室 第五中学校

事業名 14 第五中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 4,172,000円 決 算 額 4,101,272円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 70,728円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適



等を適切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

担 当 部 局 304128 子ども未来創造局 学校生活支援室 彩都の丘中学校

事業名 17 彩都の丘中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 2,020,000円 決 算 額 2,015,809円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,191円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し

、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑 、中学校の運営及び教育活動が円滑

に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。 に進められる環境を整えました。

■実施結果

１　経済的に必要となる学校設備品や学校運営に必要な消耗品を購入しました。　

２　備品や施設等の修理・修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　学校施設等を適切に管理運営していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304127 子ども未来創造局 学校生活支援室 止々呂美中学校

事業名 16 止々呂美中学校管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 1,555,000円 決 算 額 1,553,830円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,170円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　中学校を運営するにあたり経常的に必要となる学校設備品等を整備するとともに、消耗品等の購入、備品・施設等の修理・修繕を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品等を適切に管理し 　学校施設、備品



ット等端末やネットワー １　タブレット等端末やネットワー

　ク環境の保守やサポートを実施し 　ク環境の保守やサポートを実施し 　ク環境の保守やサポートを実施し 　ク環境の保守やサポートを実施し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　 ２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　 ２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　 ２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサ　

　ポートにて、学校のサポート体制 　ポートにて、学校のサポート体制 　ポートにて、学校のサポート体制 　ポートにて、学校のサポート体制

　を充実させました。 　を充実させました。 　を充実させました。 　を充実させました。

■実施結果

１　中学校におけるタブレット等端末やネットワーク環境の保守やサポートを実施しました。

２　ＩＣＴ支援員及び学校ＯＡサポートにて、中学校のサポート体制を充実させました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　中学校におけるＩＣＴ機器を活用した教育に支障が出ないよう、タブレット等端末やネットワーク環境の維持管理に努めます。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 30 中学校管理事業（学校施設管理）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 171,471,719円 決 算 額 170,684,899円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 786,820円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払をします。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　消耗品費、燃料費、光熱水費、修 　消耗品費、燃料費、光熱水費、修 　消耗品費、燃料費、光熱水費、修 　消耗品費、燃料費、光熱水費、修

繕料等の支払いを行いました。 繕料等の支払いを行いました。 繕料等の支払いを行いました。 繕料等の支払いを行いました。

■実施結果

１　学校運営に係る旅費、消耗品費、修繕料、光熱水費、通信運搬費等の支払いを行いました。

２　施設管理に係る設備保守業務・止々呂美小中一貫校管理業務（ＰＦＩ）等の委託を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、学校運営経費の適切な確保が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 26 教育ＩＣＴ環境管理事業（中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 39,817,000円 決 算 額 39,486,799円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 330,201円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　タブレット等端末及びネットワーク環境等の保守を行い、ＩＣＴ機器を適正に維持、管理します。

２　ＩＣＴを活用した教育を行うためのサポートを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　タブレット等端末やネットワー １　タブレット等端末やネットワー １　タブレ



、椅子を整備しました。

■実施結果

１　止々呂美中学校、彩都の丘中学校において、生徒数急増に対する不足消耗品、備品を整備しました。

２　生徒用机、椅子を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　良好な教育環境の提供のため、老朽化した生徒用机、椅子を計画的に整備する必要があります。

担 当 部 局 304123 子ども未来創造局 学校生活支援室 第三中学校

事業名 53 第三中学校管理運営事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 100,000円 決 算 額 100,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　ふるさと寄附金を活用して第三中学校吹奏楽部の楽器の整備を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　クラリネットを修理しました。 　特にありません。

■実施結果

　ふるさと寄附金を活用して第三中学校吹奏楽部の楽器の整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 50 中学校管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 554,000円 決 算 額 551,024円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,976円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　止々呂美中学校、彩都の丘中学校の生徒数急増に対する不足消耗品、備品を整備します。

２　生徒数増により不足が生じた机、椅子を整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・不足消耗品、備品を整備しまし　 　不足消耗品、備品を整備しました 　特にありません。 　生徒用机、椅子を整備しました。

　た。 。

・生徒用机



校サッカー部及び吹奏楽部の消耗品及び備品の整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 56 教育ＩＣＴ環境管理事業（中学校）（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 7,968,000円 決 算 額 4,088,287円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,879,713円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　セキュリティＵＳＢのソフト更新を行います。

２　不要となったコンピュータ等のデータ消去を行います。

３　教室数増加に伴うＩＣＴ機器の整備を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　学校図書館システム用セキュリテ １　旧機器のデータ消去及び廃棄を

ィＵＳＢのソフト更新を行いました 　行いました。

。 ２　教室増加に伴う大型モニタ及び

　無線機器の整備を行いました。

■実施結果

１　中学校の学校図書館システム用セキュリティＵＳＢのソフト更新を行いました。

２　中学校の旧機器のデータ消去及び廃棄を行いました。

３　中学校における教室増加に伴う大型モニタ及び無線機器の整備を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　授業や校務に支障のないよう、中学校の教育用コンピュータ、校務用コンピュータ、及び周辺機器の維持管理に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304126 子ども未来創造局 学校生活支援室 第六中学校

事業名 54 第六中学校管理運営事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 345,000円 決 算 額 345,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　ふるさと寄附金を活用して第六中学校サッカー部及び吹奏楽部の消耗品及び備品の整備を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。  フットサルボールを購入しました ・フルートを修理しました。

。 ・ホルンを購入しました。

■実施結果

　ふるさと寄附金を活用して第六中学



中学校のＩＣＴ環境の更　

　新・整備に向けて準備を行いまし

　た。

・予算を翌年度に繰り越しました。

■実施結果

　全市立中学校のＩＣＴ環境の更新・整備に向けて準備を行いました。また、必要経費については令和2年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　中学校の校内ネットワークおよび生徒用タブレット端末、周辺機器等のＩＣＴ環境の整備、更新、維持管理に努めます。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 60 中学校施設維持管理事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 17,505,281円 決 算 額 16,528,581円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 976,700円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　点検結果に基づく（電気設備、プールろ過設備、消防設備、給水設備、遊具・体育施設）不良箇所の修繕において、学校の安全を確保するた

　　め実施します。

２　プールろ過機のろ材を入れ替えます。

３　中学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・学校施設維持管理のための業務委 ・各種修繕を実施しました。 ・各種修繕を実施しました。 ・消耗品を購入しました。

　託を行いました。 ・消耗品を購入しました。 ・消耗品を購入しました。 ・各種修繕を実施しました。

・各種修繕を実施しました。 ・第四中学校バックネット改修工事 ・第四中学校バックネット改修工事

　の契約を締結しました。 　を完了しました。

■実施結果

１　中学校の各種設備不良箇所修繕（電気設備、消防設備、プールろ過設備、給水設備、遊具・体育施設）を実施しました。

２　中学校施設における不良箇所等の小中規模の改修工事を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　今後も適正な施設の維持管理に努めます。

２　学校教育に支障がないよう、休業期間を中心に工事を施工するため、工程をよく調整する必要があります。

３　老朽設備の計画的な修繕を行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304400 子ども未来創造局 教育センター 

事業名 57 教育ＩＣＴ環境整備事業（中学校）（Ｒ１経済対策）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 学校管理費

予 算 現 額 413,922,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 413,922,000円 不 用 額 0円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市教育センター条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　生徒用タブレットを有効活用するために校内ネットワークを増強します。

２　全市立中学校の1年生～3年生の生徒に1人1台タブレット端末を配備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 ・全市立



第四中学校において、理科教育の振興を図るための教材教具を整備しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304121 子ども未来創造局 学校生活支援室 第一中学校

事業名 10 第一中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,447,000円 決 算 額 2,436,806円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 10,194円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  1 中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 500,000円 決 算 額 492,480円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 7,520円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　理科教育振興教材教具を整備します。（四中）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　理科教育設備整備費等補助金の交 　理科教育振興教材教具を購入しま 　理科教育振興教材教具を購入しま 　理科教育設備整備費等補助金の実

付申請を行い、交付が決定しました した。 した。 績報告を行い、補助金の額が確定し

。 ました。

■実施結果

　



育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304123 子ども未来創造局 学校生活支援室 第三中学校

事業名 12 第三中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,202,000円 決 算 額 2,201,635円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 365円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304122 子ども未来創造局 学校生活支援室 第二中学校

事業名 11 第二中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,573,000円 決 算 額 1,564,567円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,433円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教



育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304125 子ども未来創造局 学校生活支援室 第五中学校

事業名 14 第五中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,130,000円 決 算 額 2,128,508円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,492円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304124 子ども未来創造局 学校生活支援室 第四中学校

事業名 13 第四中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,621,000円 決 算 額 2,612,959円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,041円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教



教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304127 子ども未来創造局 学校生活支援室 止々呂美中学校

事業名 16 止々呂美中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,180,000円 決 算 額 1,179,733円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 267円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304126 子ども未来創造局 学校生活支援室 第六中学校

事業名 15 第六中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 2,115,000円 決 算 額 2,100,040円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 14,960円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、



、教育

活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え 活動が円滑に進められる環境を整え

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　指導用消耗品を購入しました。

２　指導用教材教具を購入しました。

３　学校図書館の図書を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導上必要な消耗品、教材教具及び図書を適切に整備する必要があります。

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名 20 生徒就学援助事業（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 37,468,000円 決 算 額 34,052,424円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,415,576円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第19条、箕面市就学援助規則、箕面市就学援助費給付要綱、箕面市支援教育就学奨励費給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　経済的理由により箕面市立中学校への就学が困難な生徒の世帯に学用品費等を補助します。

　（援助項目は、入学準備金、学用品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校病治療費です。）

２　支援学級在籍生徒に対して、学用品費等を補助します。

　（援助項目は、新入学用品費、学用品費、校外活動費、修学旅行費です。）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　就学援助の申請受付、当初認定（ ①就学援助の随時申請者の追加認定 ①就学援助の随時申請者の追加認定 ①就学援助の随時申請者の追加認定

認定者：431名） 　（認定者：5名） 　（認定者：10名） 　（認定者：6名）

・受付期間：4月1日～5月31日 ②支援教育就学奨励の申請受付、当 ②就学援助の認定者への支給事務 ②入学準備金の申請受付・認定（認

　初認定（認定者：85名） 　定者：2名）

③就学援助、支援教育就学奨励の認 ③就学援助、支援教育就学奨励の認

　定者への支給事務 　定者への支給事務

■実施結果

１　就学援助

　　認定者：要保護者（生活保護受給者）15名

　　　　　　準要保護者（世帯の前年所得が生活保護法による需要額の1.2倍以内である等の世帯）452名

２　支援教育就学奨励

　　認定者：85名（支援学級在籍生徒で、世帯の前年所得が生活保護法による需要額の2.5倍以内である世帯）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　近隣他市の状況・動向の把握に努める必要があります。

２　制度の一層の周知に努める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304128 子ども未来創造局 学校生活支援室 彩都の丘中学校

事業名 17 彩都の丘中学校教育振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  2 教育振興費

予 算 現 額 1,130,000円 決 算 額 1,129,672円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 328円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　生徒の学習意欲を高めるために必要な指導用消耗品、教材教具及び図書館の図書を整備し、教育活動が円滑に進められるようにします。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで、教育 　教材教具を整備することで



総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 都市再生機構立替施行に係る償還事業（中学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 345,363,000円 決 算 額 345,362,843円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 157円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　都市再生機構の立替施行により建設した彩都の丘中学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

２　所有権移転（増築給食室）を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　立替施行に伴う償還金を支払いま 　立替施行に伴う償還金を支払いま 　立替施行に伴う償還金を支払いま 　立替施行に伴う償還金を支払いま

した。 した。 した。 した。所有権が移転しました（増築

給食室）。

■実施結果

１　償還費の支払いを行いました。

２　所有権が移転しました（増築給食室）。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 立替施行に係る償還事業（中学校）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 36,209,000円 決 算 額 36,208,118円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 882円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　大阪府の立替施行により建設した止々呂美中学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　償還金（前期）を支払いました。 　特にありません。 　償還金（後期）を支払いました。

■実施結果

　償還費の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（



した。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（幼稚園費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  4 幼稚園費

取 組 55 内部管理  1 幼稚園費

予 算 現 額 202,529,000円 決 算 額 201,555,998円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 973,002円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実施結果

職員数　25人

給与費　【給与】96,956,301円　【職員手当等】70,192,641円　【共済費】34,407,056円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 90 都市再生機構立替施行に係る償還事業（中学校）（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  3 中学校費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 教育施設費

予 算 現 額 164,969,000円 決 算 額 164,969,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　都市再生機構の立替施行により建設した彩都の丘中学校（小中一貫校）の建設費を償還します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　立替施行に伴う償還金を支払いま 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

した。

■実施結果

　償還費の支払いを行いま



。（全園） 委託を行いました。（全園） 　委託を行いました。（全園）

・園庭漏水修繕を行いました。 ・バルコニー床修繕を行いました。

　（せいなん） 　（かやの）

■実施結果

　公立幼稚園施設の適正な維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　園児の安全確保のため、施設の適正な維持管理が必要です。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名  6 幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 1,798,622円 決 算 額 1,527,769円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 270,853円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　公立幼稚園の円滑な運営をします。

２　公立幼稚園児へ入卒園記念品や保育証書の授与をします。

３　公立幼稚園園務員に被服を貸与します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・入園記念品を贈呈しました。 　事務機器保守委託料の支払いを行 　事務機器保守委託料の支払いを行 ・卒園記念品を贈呈しました。

・令和元年度分の被服を職員へ貸与 いました。 いました。 ・事務機器保守委託料の支払いを行

　しました。 　いました。

・事務機器保守委託契約を締結しま

　した。

■実施結果

１　公立幼稚園を円滑に運営しました。

２　公立幼稚園の運営に必要な被服の貸与、物品の購入、事務機器の保守等を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名  5 幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 6,115,378円 決 算 額 6,089,693円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 25,685円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　公立幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　産業廃棄物収集運搬及び処理業務 ・産業廃棄物収集運搬及び処理業務 　産業廃棄物収集運搬及び処理業務 ・産業廃棄物収集運搬及び処理業務

委託を締結しました。（全園） 　委託を行いました



の幼稚園の適正な管理を行いました。

２　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306251 子ども未来創造局 幼児教育保育室 かやの幼稚園

事業名 11 かやの幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 611,000円 決 算 額 576,100円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 34,900円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　かやの幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　かやの幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・かやの幼稚園を円滑に運営しまし ・かやの幼稚園を円滑に運営しまし ・かやの幼稚園を円滑に運営しまし ・かやの幼稚園を円滑に運営しまし

　た。 　た。 　た。 　た。

・かやの幼稚園と地域及び小学校等 ・かやの幼稚園と地域及び小学校等 ・かやの幼稚園と地域及び小学校等 ・かやの幼稚園と地域及び小学校等

　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。

■実施結果

１　かやの幼稚園を円滑に運営しました。

２　かやの幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306251 子ども未来創造局 幼児教育保育室 かやの幼稚園

事業名 10 かやの幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 860,000円 決 算 額 857,566円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,434円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　かやの幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　かやの幼稚園を適正に管理しまし 　かやの幼稚園を適正に管理しまし 　かやの幼稚園を適正に管理しまし 　かやの幼稚園を適正に管理しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　かや



１　せいなん幼稚園の適正な管理を行いました。

２　芝生の適正な維持管理を行いました。

３　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306252 子ども未来創造局 幼児教育保育室 せいなん幼稚園

事業名 13 せいなん幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 499,000円 決 算 額 470,008円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 28,992円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　せいなん幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　せいなん幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・せいなん幼稚園を円滑に運営し ・せいなん幼稚園を円滑に運営し ・せいなん幼稚園を円滑に運営し ・せいなん幼稚園を円滑に運営し

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・せいなん幼稚園と地域及び小学 ・せいなん幼稚園と地域及び小学 ・せいなん幼稚園と地域及び小学 ・せいなん幼稚園と地域及び小学

　校等との連携を積極的に行いま 　校等との連携を積極的に行いま 　校等との連携を積極的に行いま 　校等との連携を積極的に行いま

　した。 　した。 　した。 　した。

■実施結果

１　せいなん幼稚園を円滑に運営しました。

２　せいなん幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306252 子ども未来創造局 幼児教育保育室 せいなん幼稚園

事業名 12 せいなん幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 800,000円 決 算 額 799,915円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 85円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　せいなん幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　せいなん幼稚園を適正に管理しま 　せいなん幼稚園を適正に管理しま 　せいなん幼稚園を適正に管理しま 　せいなん幼稚園を適正に管理しま

した。 した。 した。 した。

■実施結果



管理を行いました。

２　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306253 子ども未来創造局 幼児教育保育室 なか幼稚園

事業名 15 なか幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 530,000円 決 算 額 500,530円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 29,470円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　なか幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　なか幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・なか幼稚園を円滑に運営しまし　 ・なか幼稚園を円滑に運営しまし　 ・なか幼稚園を円滑に運営しまし　 ・なか幼稚園を円滑に運営しまし　

　た。 　た。 　た。 　た。

・なか幼稚園と地域及び小学校等 ・なか幼稚園と地域及び小学校等 ・なか幼稚園と地域及び小学校等 ・なか幼稚園と地域及び小学校等

　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。 　との連携を積極的に行いました。

■実施結果

１　なか幼稚園を円滑に運営しました。

２　なか幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306253 子ども未来創造局 幼児教育保育室 なか幼稚園

事業名 14 なか幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 787,000円 決 算 額 785,224円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,776円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　なか幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　なか幼稚園を適正に管理しまし 　なか幼稚園を適正に管理しまし 　なか幼稚園を適正に管理しまし 　なか幼稚園を適正に管理しまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　なか幼稚園の適正な



理しました。 理しました。 理しました。

■実施結果

１　とよかわみなみ幼稚園の適正な管理を行いました。

２　芝生の適正な維持管理を行いました。

３　施設老朽化に伴う不具合をその都度修繕しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設全般の点検と点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306254 子ども未来創造局 幼児教育保育室 とよかわみなみ幼稚園

事業名 17 とよかわみなみ幼稚園運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 607,000円 決 算 額 580,276円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 26,724円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　とよかわみなみ幼稚園の円滑な運営を実施します。

２　とよかわみなみ幼稚園と地域及び小学校等との連携を実施します。

３　地域開放事業を実施し、地域の子育て支援を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運 ・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運 ・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運 ・とよかわみなみ幼稚園を円滑に運

　営しました。 　営しました。 　営しました。 　営しました。

・とよかわみなみ幼稚園と地域及び ・とよかわみなみ幼稚園と地域及び ・とよかわみなみ幼稚園と地域及び ・とよかわみなみ幼稚園と地域及び

　小学校等との連携を積極的に行い 　小学校等との連携を積極的に行い 　小学校等との連携を積極的に行い 　小学校等との連携を積極的に行い

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

■実施結果

１　とよかわみなみ幼稚園を円滑に運営しました。

２　とよかわみなみ幼稚園と地域及び小学校等との連携を積極的に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306254 子ども未来創造局 幼児教育保育室 とよかわみなみ幼稚園

事業名 16 とよかわみなみ幼稚園管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 884,000円 決 算 額 882,836円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,164円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　とよかわみなみ幼稚園の適正な管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　とよかわみなみ幼稚園を適正に管 　とよかわみなみ幼稚園を適正に管 　とよかわみなみ幼稚園を適正に管 　とよかわみなみ幼稚園を適正に管

理しました。



（成果）

　ガス給湯器長期使用安全点検を受 ・園舎内階段柵の取付け等修繕を行 　園庭遊具（ブリッジ）の取替を行 　漏水修繕を行いました。（なか）

けました。（とよかわみなみ） 　いました。（かやの） いました。（かやの）

・園庭遊具修繕を行いました。（か

　やの、なか、とよかわみなみ）

・ガス給湯器長期使用安全点検を受

　けました。（せいなん、なか）

■実施結果

　公立幼稚園の臨時的な施設・設備の点検、修繕等を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　園児の安全確保による施設・設備維持のため、点検結果に則した修繕が必要です。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 51 幼稚園緑化推進事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 252,000円 決 算 額 250,722円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,278円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　芝生の維持・保護に必要な機材等を購入するとともに、散水設備のメンテナンスを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　幼稚園の芝生の維持管理を行いま ・幼稚園の芝生の維持管理を行いま 　幼稚園の芝生の維持管理を行いま 　幼稚園の芝生の維持管理を行いま

した。 　した。 した。 した。

・肥料の購入を行いました。（とよ

　かわみなみ）

■実施結果

　幼稚園の芝生の維持管理を行い、教育環境の整備を図りました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　保育内容と芝生維持管理の調整が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 50 幼稚園管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  4 幼稚園費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 幼稚園費

予 算 現 額 3,853,000円 決 算 額 3,795,695円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 57,305円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

幼稚園設置基準、箕面市立幼稚園条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　園舎内階段柵の取付け、床板の張替え修繕（かやの）

２　木製複合遊具修繕（かやの）

３　滑り台、鉄棒修繕（なか）

４　2連ブランコ修繕（とよかわみなみ）

５　ガス給湯器長期使用安全点検（せいなん、なか、とよかわみなみ）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果



施結果

職員数　51人

給与費　【給与】177,378,342円　【職員手当等】131,639,237円　【共済費】63,406,948円

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  2 文化国際室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,098,000円 決 算 額 2,095,495円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,505円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　事務に係る経費（普通旅費、消耗品費、通信運搬費）を執行します。

２　資料保管倉庫の賃借料を支払います。

３　サンプラザ1号館5階事務所の共益費を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・事務に係る経費を執行しました。 ・事務に係る経費を執行しました。 ・事務に係る経費を執行しました。 ・事務に係る経費を執行しました。

・サンプラザ1号館5階事務所の共益 ・サンプラザ1号館5階事務所の共益 ・サンプラザ1号館5階事務所の共益 ・サンプラザ1号館5階事務所の共益

　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。 　費を支払いました。

■実施結果

１　事務に係る経費を適切に執行しました。

２　資料保管倉庫の賃借料を支払いました。

３　サンプラザ1号館5階事務所の共益費を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 222200 総務部 人事室 

事業名  1 人件費（社会教育総務費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  1 社会教育総務費

予 算 現 額 375,960,000円 決 算 額 372,424,527円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,535,473円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市一般職の職員の給与に関する条例、箕面市一般職の職員の給与に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　職員の給料、各手当の支給や共済費の支払いをします。給与の詳細は市ホームページにおいて公表しています。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し 　条例、規則に基づき適正に執行し

ました。 ました。 ました。 ました。

■実



） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・第1回社会教育委員会議を開催し 　第61回全国社会教育研究大会（兵 　大阪府社会教育振興協議会北ブロ

　ました。 庫大会）に社会教育委員1名が参加 ック研修会を開催しました。

・生涯学習推進基本計画の進捗管理 しました。

　を行いました。

■実施結果

　社会教育委員会議を1回開催し、生涯学習推進基本計画の進捗状況を確認しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　生涯学習推進基本計画が令和2年度末で終了することに伴い、次期計画の策定に向けた取り組みを進めます。

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  4 社会教育関係団体育成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 432,000円 決 算 額 353,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 79,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市補助金交付規則、箕面市社会教育事業補助金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　公募制、事業費補助による社会教育事業補助金を交付するとともに、市内の社会教育関係団体・生涯学習グループへの支援を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　社会教育事業補助金を募集しまし ・社会教育事業補助金交付審査会を 　社会教育事業補助団体からの相談 ・社会教育事業補助団体からの相談

た。 　開催し、5団体への交付を決定し に対応しました。 　に対応しました。

　ました。 ・交付決定団体3団体の交付確定を

・交付決定団体2団体の交付確定を 　行い、補助金を交付しました。

　行い、補助金を交付しました。

■実施結果

　社会教育関係団体等5団体に補助金を交付し、支援を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　毎年、社会教育団体、生涯学習活動団体へ支援を行っており、今後も多くの団体が利用しやすい制度にする必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  3 社会教育推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 312,000円 決 算 額 151,860円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 160,140円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市社会教育委員に関する条例、箕面市社会教育委員会議規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市内の社会教育関係者及び公募市民などにより構成される社会教育委員会議の事務局として、社会教育委員会議を開催し、また社会教育研究

　大会及び各種研修会に参加します。

２　大学連携にかかる包括協定を推進します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果



回箕面市民展を開催しました。　

託契約を締結し、第1回打ち合わせ 　336点が出展され、4,224人が来

を行いました。 　場されました。

・第62回箕面市民展の反省会を行い

　ました。

■実施結果

　第62回箕面市民展を10月25日から11月3日まで開催しました。（出展数：336点、内訳：絵画・彫塑の部131点、写真の部97点、工芸の部61点、

書の部47点、来場者数：4,224人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　出展数や来場者数のさらなる増加に向けて、関係者と運営方法について調整を行う必要があります。

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  6 生涯学習審議会運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 235,000円 決 算 額 60,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 174,600円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市生涯学習審議会条例、箕面市生涯学習審議会規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校教育や社会教育、社会教育関係団体の関係者や学識経験者及び公募市民により構成される生涯学習審議会の事務局として、生涯学習審議会

を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　第1回生涯学習審議会を開催しま 　特にありません。 　特にありません。

した。

■実施結果

　生涯学習審議会を1回開催し、生涯学習推進基本計画の進捗状況を確認しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　生涯学習推進基本計画が令和2年度末で終了することに伴い、次期計画の策定に向けた取り組みを進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307100 子ども未来創造局 文化国際室 

事業名  5 美術展開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 41 市民の自主的な活動が新しい箕面文化として定着するよう支援します  1 社会教育総務費

予 算 現 額 1,450,000円 決 算 額 1,450,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法第5条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面市民展を10月25日から11月3日まで開催し、11月3日に表彰式を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　第62回箕面市民展開催に向けて（ 　第2回の打ち合わせ会議を行いま ・10月25日から11月3日まで第62 　特にありません。

公財）箕面市メイプル文化財団と委 した。 　



　特にありません。 　埋蔵文化財試掘調査を1件実施し 　埋蔵文化財試掘調査を1件実施し

ました。 ました。 ました。

■実施結果

１　埋蔵文化財試掘調査を3件実施しました。

２　有形文化財の指定を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　貴重な歴史的文化遺産を地域活性化の資源として活用する必要があります。

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 11 萱野三平記念館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,421,000円 決 算 額 2,408,019円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 12,981円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立萱野三平記念館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設の管理運営（管理委託・警備委託・植木剪定・除草委託）を行います。

２　施設の周知・公開を充実します。

３　資料の収集に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

１　施設の管理を実施しました。 １　施設の管理を実施しました。 １　施設の管理を実施しました。 １　施設の管理を実施しました。

２　市民等への公開に努めました。 ２　市民等への公開に努めました。 ２　市民等への公開に努めました。 ２　市民等への公開に努めました。

■実施結果

１　施設の管理運営を行いました。

２　観光客や市民等に施設を公開し、入館者数は3,083人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　入館者数や和室利用者が増加するよう、施設広報の徹底を図る必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 10 文化財保護活用事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 332,000円 決 算 額 117,881円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 214,119円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法、箕面市文化財保護条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　埋蔵文化財の調査を実施します。　

２　文化財保護審議会を開催します。　

３　文化財の指定・文化財の保護・活用を図るとともに、市民への公開に努めます。

４　文化財説明板の設置、改修を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　埋蔵文化財試掘調査を1件実施し



設の貸館業務、管理業務を行い

　ました。 ました。 ました。 ました。

・委託契約を締結しました。

■実施結果

１　利用者が円滑に施設を利用できるように、貸館業務、管理業務を行いました。

２　利用件数は1,467件、利用者数は18,534人、稼働率は31.6％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の経年劣化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 15 公共施設予約システム管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 26 学んだことを地域で生かします  1 社会教育総務費

予 算 現 額 40,100,000円 決 算 額 38,470,269円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,629,731円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市公共施設情報システムの利用者登録等に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　外部サーバ方式による予約管理システムを利用し、市内14カ所の文化施設及び市内3カ所の体育施設の予約管理を行います。

２　インターネット経由による抽選予約（抽選申込及び自動抽選）、空室予約を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　公共施設予約サービスを提供しま 　公共施設予約サービスを提供しま 　公共施設予約サービスを提供しま 　公共施設予約サービスを提供しま

した。 した。 した。 した。

■実施結果

　公共施設予約システムの安定稼働に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も公共施設予約システムの安定稼働に努める必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 14 四中開放教室管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  1 社会教育総務費

予 算 現 額 3,984,000円 決 算 額 3,741,757円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 242,243円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

市立学校屋内運動場等設備の使用に関する条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　業務委託により施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

２　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・施設の貸館業務、管理業務を行い 　施設の貸館業務、管理業務を行い 　施設の貸館業務、管理業務を行い 　施



す。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　ブラッシュアップ会議を開催し、 　ブラッシュアップ会議を開催し、 ・ブラッシュアップ会議を開催し、 　成人祭を1月13日に開催し、846人

今年度の成人祭開催にかかる事務の 今年度の成人祭の内容について検討 　今年度の成人祭の内容について検 が参加されました。

進め方について検討を行いました。 を行いました。 　討を行いました。

・新成人（1,403人）に案内ハガキ

　を送付しました。

■実施結果

１　成人祭を令和2年1月13日に開催しました。

２　参加者は846人（全新成人数1,403人）で、参加率60.3%でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新成人の式典参加率を向上させるため、今後もイベントの内容などを検討する必要があります。

担 当 部 局 307300 子ども未来創造局 天然記念物室 

事業名 20 天然記念物管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,923,000円 決 算 額 2,417,231円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 505,769円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法、箕面市サル餌やり禁止条例、同条例施行規則、箕面山ニホンザル保護管理委員会条例、箕面山ニホンザル保護管理委員会運営規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面山に生息するニホンザル保護管理計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　天然記念物「箕面山のサル生息地」に生息するニホンザルについて、人工給餌・個体識別といった集団管理を行います。

２　巡回及び猿害パトロールや、農村地及び行楽シーズン時の猿害防止警備を強化します。

３　「箕面市サル餌やり禁止条例」に基づき、観光客等からの餌やり行為を規制します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面山に生息するニホンザルの集 ・箕面山に生息するニホンザルの集 　箕面山に生息するニホンザルの集 　箕面山に生息するニホンザルの集

団管理及びパトロールを実施し、適 　団管理及びパトロールを実施し、 団管理及びパトロールを実施し、適 団管理及びパトロールを実施し、適

正な保護管理に努めました。 　適正な保護管理に努めました。 正な保護管理に努めました。 正な保護管理に努めました。

・箕面山ニホンザル保護管理委員会

　を開催しました。

■実施結果

１　箕面山に生息するニホンザルの適正な保護管理を実施しました。

　(人工給餌・集団管理及びパトロール・農村地及び行楽シーズン時のサル被害防止警備等）

２　箕面山ニホンザル保護管理委員会を開催しました。

３　「箕面市サル餌やり禁止条例」に基づき、餌やり行為の取り締まりを実施しましたが、違反はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　人間とニホンザルが共生していける生息環境を整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 16 成人祭開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 1,219,000円 決 算 額 1,158,220円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 60,780円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文部事務次官通達、箕面市成人祭ブラッシュアップ会議設置要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　新成人の前途を祝福するため、成人の日（令和2年1月13日）に成人祭を開催します。令和元年度は、平成11年4月2日～平成12年4月1日まで

　に出生されたかたが対象になります。

２　令和元年度新規採用職員による「成人祭ブラッシュアップ会議」で成人祭の企画・検討及び運営を実施します。

３　市内事業者の協賛を募りま



。

■実施結果

１　公共施設予約システム端末を購入しました。

２　公共施設予約システム端末のプリンターを購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　ＯＳ（ウインドウズ７）のサポートの終了に伴い、端末の入替を行いました。

担 当 部 局 307300 子ども未来創造局 天然記念物室 

事業名 53 天然記念物管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 2,220,000円 決 算 額 1,042,577円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,177,423円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法、天然記念物箕面山に生息する猿による被害補償規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　天然記念物「箕面山のサル生息地」に生息するニホンザルによる猿害への被害補償と猿害防止対策の実施、自然の姿で生息できる環境を維持す

るため、生息環境の整備を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　サルによる被害はありませんでし 　サルによる被害はありませんでし 　サルによる被害の補償（物損）件 　サルによる被害はありませんでし

た。 た。 数は1件でした。 た。

■実施結果

１　サルによる被害の補償（物損）件数は1件でした。

２　サルによる被害防止のためパトロールを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　適正な保護管理のため、さらに生息環境を整備する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 50 公共施設予約システム管理運営事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 26 学んだことを地域で生かします  1 社会教育総務費

予 算 現 額 3,275,000円 決 算 額 3,257,100円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,900円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市公共施設情報システムの利用者登録等に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　ＯＳ（ウインドウズ７）のサポートの終了に伴い、端末の入替を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　公共施設予約システム端末を購入 　公共施設予約システム端末のプリ 　特にありません。

しました。 ンターを購入しました



四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　発信機による集団の位置同定調査 　発信機による集団の位置同定調査 ・発信機による集団の位置同定調査 ・発信機による集団の位置同定調査

及びサル被害防止のための調査を実 及びサル被害防止のための調査を実 　及びサル被害防止のための調査を 　及びサル被害防止のための調査を

施しました。 施しました 　実施しました。 　実施しました。

・経口避妊薬投与による出産コント ・経口避妊薬投与による出産コント

　ロールを実施しました。 　ロールを実施しました。

■実施結果

１　発信機による集団の位置同定調査を実施しました。

２　出産数を抑制するため、出産コントロール対象個体に避妊薬を投与しました。

３　生息地の植生環境調査を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　収集したデータを分析し、今後の保護管理に活用する必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  1 中央図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 1,204,000円 決 算 額 1,001,329円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 202,671円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

２　移動図書館の適切な運行を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・新型コロナウイルス感染拡大防止

　ました。 　ました。 　ました。 　のため3月6日から中央図書館及び

・移動図書館の運行を行いました。 ・移動図書館の運行を行いました。 ・移動図書館の運行を行いました。 　移動図書館を臨時休館し、予約図

　書の受付・貸出は継続しました。

・経費の節減と事務の効率化に努め

　ました。

■実施結果

１　中央図書館として、全館の調整を行いました。

２　移動図書館の運転業務を実施しました。

３　どの世代のかたも快適に利用いただけるよう管理運営に努めました。

４　第４四半期については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から移動図書館も含め臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続し

　ました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307300 子ども未来創造局 天然記念物室 

事業名 54 天然記念物食害対策事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  1 社会教育総務費

予 算 現 額 9,751,000円 決 算 額 9,749,240円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,760円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

文化財保護法

■位置づけられた市の個別計画

箕面山に生息するニホンザル保護管理

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　天然記念物「箕面山のサル生息地」に生息するニホンザルの適正な保護管理を実施するため、個体数調整のための調査、適正個体数維持のため

の経口避妊薬の投与による出産コントロールの実施、発信機（ラジオテレメトリー・ＧＰＳ）による位置同定と集団管理調査、生息地の森林管理

と植生管理調査、猿害防止対策のための調査を実施します。

第１四半期 第２



・効率的なサービス実施に努めまし 　効率的なサービス実施に努めまし ・効率的なサービス実施に努めまし

た。 　た。 た。 　た。

・第29回箕面手づくり紙芝居コン　 ・新型コロナウイルス感染拡大防止

　クールを実施しました。 　のため、2月20日から各図書館の

　おはなし会等の行事を中止しまし

　た。

■実施結果

１　資料の貸出、資料相談、タブレット端末等のサービスを実施するとともに、講座やイベントを各館で実施しました。また、「新着図書案内」

　や「声と点字の読書情報」をはじめとする案内冊子等を発行し、読書情報提供に努めました。

２　北摂7市3町の広域利用を実施しました。

３　箕面手づくり紙芝居コンクールをはじめ、子どもと本のまつりなどの実施により、子どもの読書活動を推進しました。

４　「すくすくタイム」を実施し、子育て世代がより利用しやすい図書館サービスに努めました。

５　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2月20日から各図書館のおはなし会等の行事を中止しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、おはなし会等の行事の再開について検討する必要があります。

２　北摂7市3町の図書館広域利用について、さらに周知を図る必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  3 図書館資料等整備事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 62,200,000円 決 算 額 62,198,225円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,775円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民の資料要求に応え資料の充実を図ります。

２　最新の情報源となる雑誌については、要望の多い雑誌の複数館の購入も行いながら、多様なタイトルを所蔵できるよう努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　幅広い分野の資料収集に努めまし 　幅広い分野の資料収集に努めまし 　幅広い分野の資料収集に努めまし 　幅広い分野の資料収集に努めまし

た。 た。 た。 た。

■実施結果

１　市民の資料要求に応えるため幅広く資料を収集し、市民に提供しました。

２　資料整理業務を委託により実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民のニーズに応えるため、多様な資料を収集する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  2 図書館運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 3,207,000円 決 算 額 2,814,373円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 392,627円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　資料の貸出、資料相談等の図書館サ－ビスを効果的、効率的に実施します。

２　北摂7市3町の図書館広域利用の促進を図ります。

３　手づくり紙芝居コンクールをはじめ、子どもと本のまつりの実施などにより、子どもの読書活動の推進を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　効率的なサービス実施に努めまし



。 催しました。

■実施結果

　箕面市立図書館協議会を2回開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　図書館運営にかかる課題の進捗状況に合わせて、会議を開催する必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  5 東図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 529,000円 決 算 額 443,948円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 85,052円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と事務の効率化に努め 　経費の節減と事務の効率化に努め ・新型コロナウイルス感染拡大防止

　ました。 ました。 ました。 　のため3月6日から臨時休館し、予

・市民との協働による「子どもと本 　約図書の受付・貸出は継続しまし

　のまつり」を実施し、延361人の 　た。

　参加がありました。 ・経費の節減と業務の効率化に努め

　ました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　地域ボランティアグループと協働で子ども向けイベントを実施しました。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　各世代がより利用しやすい図書館をめざし、管理運営を行う必要があります。

２　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  4 図書館協議会運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 279,000円 決 算 額 112,940円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 166,060円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例、箕面市立図書館協議会設置条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　箕面市立図書館協議会を開催し、図書館事業の運営に関する有識者や市民の意見を反映することで、図書館サービスの実現を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　第1回箕面市立図書館協議会を開 　特にありません。 　第2回箕面市立図書館協議会を開 　特にありません。

催しました



よる図書館情報

サービスを実施しました。 サービスを実施しました。 サービスを実施しました。 サービスを実施しました。

■実施結果

　図書館システムによる図書館情報サービスを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  7 桜ヶ丘図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 1,405,000円 決 算 額 1,316,727円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 88,273円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・新型コロナウイルス感染拡大防止

　ました。 　ました。 　ました。 　のため3月6日から臨時休館し、予

・市民との協働による「子どもと本 ・市民との協働による「おはなし会 ・市民との協働による「桜ヶ丘図書 　約図書の受付・貸出は継続しまし

　のまつり」を実施し、延84人の 　スペシャルおばけ大会」を実施し 　館クリスマスおたのしみ会」を実 　た。

　参加がありました。 　、延188人の参加がありました。 　施し、延143人の参加がありまし ・経費の節減と業務の効率化に努め

　た。 　ました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　地域ボランティアグループとの協働でイベント等を実施しました。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  6 図書館情報システム管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 26 学んだことを地域で生かします  2 図書館費

予 算 現 額 17,125,000円 決 算 額 17,022,662円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 102,338円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　図書館利用者の利便性向上と業務の効率化を図ります。

２　学校図書館との連携を強化します。

３　図書館システムの安定運用を図ります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　図書館システムによる図書館情報 　図書館システムによる図書館情報 　図書館システムによる図書館情報 　図書館システムに



働による「おはなし会 ・市民との協働による「おはなし会 　約図書の受付・貸出は継続しまし

　スペシャルなつのまき」を実施　 　スペシャルふゆのまき」を実施　 　た。

　し、49人の参加がありました。 　し、30人の参加がありました。 ・経費の節減と事務の効率化に努め

　ました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　地域ボランティアグループとの協働でイベント等を実施しました。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  9 西南図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 19,351,000円 決 算 額 18,736,545円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 614,455円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

２　ＮＰＯとの協働により、効率的で多様な図書館運営を行います。

３　会議室等の利用の促進、地域活動の活性化を促します。

４　講座の開催などにより、子育てを支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市民との協働により、展示及び講 ・市民との協働により、展示及び講 ・市民との協働により、展示及び講 ・展示及び講座等を開催しました。

　座等を開催しました。 　座等を開催しました。 　座等を開催しました。 　　実施回数 3回 参加人数 133人

　　実施回数　2回 　　実施回数　3回 　　実施回数　4回 ・新型コロナウイルス感染拡大防止

　　参加人数　65人 　　参加人数　150人 　　参加人数　94人 　のため3月6日から臨時休館し、予

・施設の適切な管理を行いました。 ・施設の適切な管理を行いました。 ・施設の適切な管理を行いました。 　約図書の受付等は継続しました。

・経費節減等に努めました。

■実施結果

１　市民が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　市民との協働事業により特色ある図書館運営ができました。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　設備の経年劣化による故障等について計画的な補修が必要です。

２　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名  8 萱野南図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 536,000円 決 算 額 224,624円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 311,376円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・新型コロナウイルス感染拡大防止

ました。 　ました。 　ました。 　のため3月6日から臨時休館し、予

・市民との協



感染拡大防止

　ました。 　ました。 　ました。 　のため3月6日から臨時休館し、予

・萱野中央人権文化センターが実施 ・萱野中央人権文化センターが実施 ・萱野中央人権文化センターが実施 　約図書の受付・貸出は継続しまし

　する各種事業に対し、資料の提供 　する各種事業に対し、資料の提供 　する各種事業に対し、資料の提供 　た。

　や関連資料の展示を行いました。 　や関連資料の展示を行いました。 　や関連資料の展示を行いました。 ・経費の節減と事務の効率化に努め

　ました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書コーナーを利用できるように管理運営に努めました。

２　萱野中央人権文化センターが実施する各種事業に協力・連携し、資料・情報の提供や関連図書の展示を行いました。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 11 小野原図書館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 1,479,000円 決 算 額 1,266,994円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 212,006円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

２　多文化交流センターとの複合施設であることを活かした運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　経費の節減と業務の効率化に努め 　経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・新型コロナウイルス感染拡大防止

ました。 ました。 　ました。 　のため3月6日から臨時休館し、予

・多文化交流センターが実施する各 　約図書の受付・貸出は継続しまし

　種国際交流事業に対し、関連資料 　た。

　の展示を行いました。 ・経費の節減と事務の効率化に努め

　ました。

■実施結果

１　利用者が常に快適かつ安全に図書館を利用できるように管理運営に努めました。

２　多文化交流センターが実施する各種国際交流事業に協力・連携し、資料・情報の提供や関連資料の展示を行いました。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、3月6日から臨時休館し、予約図書の受付・貸出は継続しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新型コロナウイルス感染拡大防止対策を講じた上で、開館について検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 10 図書コーナー管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 2,188,000円 決 算 額 1,654,958円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 533,042円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民が安全快適に図書館を利用できるよう、管理運営を行います。

２　萱野中央人権文化センターとの複合施設であることを活かした運営を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・経費の節減と業務の効率化に努め ・新型コロナウイルス



は手作りの「オ

　スカー像」を授与します。

３　受賞作家やノミネート作家等に市内の小・中学校へ訪問してもらい、オーサービジットを開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　実行委員会を立ち上げ、今年度は ・ノミネート作品を中心に各学校や 　授賞式を開催しました。 　市内の小・中学校でオーサービジ

10回目の開催にあたるため、過去の 　市立図書館で読書活動推進に取り ットを開催しました。

受賞作から「ベスト･オブ･ベスト」 　組みました。

の作品を選定・発表しました。 ・小・中学校において投票を行い、

　各部門賞を決定しました。

■実施結果

１　各部門賞のノミネート作品を選定・発表し、小・中学校における投票で各部門賞を決定しました。

２　子どもたちの司会・進行により、アカデミー賞の授賞式を開催しました。

３　受賞作家やノミネート作家等によるオーサ―ビジットを開催しました。

４　私立小・中学校も参加した取り組みとして、また、市内の書店にも協力いただき事業を進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 13 指定管理施設使用料還付事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  2 図書館費

予 算 現 額 400,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 400,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　西南図書館において受領した指定管理施設の使用料を、各指定管理者に償還金として支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　指定管理施設使用料の還付はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 12 箕面・世界子どもの本アカデミー賞選定事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 978,000円 決 算 額 978,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

箕面市子ども読書活動推進計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　前年度に、学校図書館や市立図書館で子どもたちに最も支持された作品及び本の主人公に対し賞を贈呈し、11月に授賞式を開催します。

２　「絵本賞」「作品賞」「主演男優賞」「主演女優賞」「ヤングアダルト賞」のノミネート作品を5月に発表し、7月に小・中学校の児童・生徒

　の投票により各賞の受賞者を決定します。また、受賞者を招待し授賞式を子どもたちの司会・進行により開催します。受賞者に



01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  2 図書館費

予 算 現 額 297,000円 決 算 額 297,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　子どもたちの自由な遊びの見守り、読書活動の支援を行います。

２　西南図書館で「フリースペース」、東図書館で「うきうきひろば」をＮＰＯ団体に委託して実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・ＮＰＯ団体と子どもの居場所運営 ・事業を実施しました。 ・事業を実施しました。 ・事業を実施しました。

　業務の委託契約を締結しました。 　　西南図書館　　616人参加 　　西南図書館　 138人参加 　　西南図書館　62人参加

・事業を実施しました。 　　東図書館　　　215人参加 　　東図書館　　　87人参加 　　東図書館　　80人参加

　　西南図書館　　110人参加 ・新型コロナウイルス感染拡大防止

　　東図書館　　　138人参加 　のため、2月22日から開催を中止

　しました。

■実施結果

１　西南図書館「フリースペース」及び東図書館「うきうきひろば」をＮＰＯ団体に運営委託し、実施しました。

２　年間参加者数は、西南図書館926人、東図書館520人でした。

３　第４四半期は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、2月22日から開催を中止しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　安心・安全な居場所づくりに向けて、市民との協働で実施していく必要があります。

２　図書館を拠点とし、地域で活躍する市民とのつながりを活かした事業として、継続する必要があります。

３　新型コロナウイルス感染症拡大防止に配慮しながら、事業再開について検討する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 50 西南図書館使用料還付事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  2 図書館費

予 算 現 額 20,000円 決 算 額 0円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 20,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立図書館条例、箕面市立図書館管理運営規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　前年度収納済の施設使用料について還付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

■実施結果

　前年度支払い分使用料の還付はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 51 子どもの居場所運営事業
会計



より、利用者の利便性の向上が図れました。

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 53 西南図書館管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 2,103,000円 決 算 額 2,072,100円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 30,900円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　空調のメインコンプレッサーの取替を行います。

２　印刷機の更新を行います。

３　中央監視盤のバッテリー交換を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・電気空調設備修繕の契約を行いま 　電気空調設備の修繕を行いました 　中央監視盤のバッテリーを交換し 　2階ガス空調の修繕を行いました

　した。 。 ました。 。

・印刷機の更新を行いました。

■実施結果

　各設備の修繕及び備品の更新を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　設備の経年劣化による故障等について計画的な補修が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307500 子ども未来創造局 中央図書館 

事業名 52 東図書館管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 図書館費

予 算 現 額 1,649,000円 決 算 額 1,503,252円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 145,748円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

図書館法、箕面市立図書館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　空調機器の修繕を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　閲覧室の空調機器の修繕を行いま 　特にありません。 　特にありません。

した。

■実施結果

　第２四半期において閲覧室空調機器の修繕を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　閲覧室の空調機器を修繕したことに



せん。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  2 青少年健全育成推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 5,922,812円 決 算 額 5,795,493円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 127,319円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども条例・箕面市青少年健全育成推進奨励金等交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　青少年健全育成に係る諸活動への激励・助成を行います。

　・青少年健全育成諸活動の功労者に対する表彰

　・地域青少年健全育成諸活動への補助金の交付

　・青少年自らの文化・スポーツ活動への激励金の交付

　・児童・生徒の全国大会・近畿大会出場などへの交通費等の半額助成

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・激励金（個人）8件交付 ・激励金（個人）7件交付 ・激励金（個人）11件交付

・部活動旅費　　3件交付 ・激励金（団体）1件交付 ・激励金（団体）6件交付　

・部活動旅費　　1件交付 ・事業補助を実施

・箕面市子ども・子育て会議青少年 ・青少年健全育成推進功績功労者を

　健全育成部会を開催（功績功労者 　表彰

　表彰対象者決定）

■実施結果

・青少年健全育成に係る活動への激励・助成を行いました。

・青少年健全育成市民大会で功績功労者表彰を行いました。（もみじ顕彰6件、ささゆり褒賞81件）

・激励金（個人）について、活動に応じて毎年度受け取ることができるよう交付基準の見直しを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  1 青少年育成室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  3 青少年対策費

予 算 現 額 75,000円 決 算 額 59,043円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 15,957円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年育成室（青少年対策費）の事務運営に必要な物品等の購入及び出張旅費の支出を行います。

２　関係会議における出席者の駐車代を支出します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。

■実施結果

　事務処理の執行を適正に行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありま



四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面小、彩都の丘小校区を除いた ・彩都の丘小校区から交付申請があ 　交付金を活用した行事が行われま 　交付金を活用した行事が行われま

12の校区から交付申請があり、申請 　り、交付決定および交付金の交付 した。（地域運動会など） した。（地域レクリエーション行事

があった全校区に対して交付決定お 　を行いました。 など）

よび交付金の交付を行いました。 ・交付金を活用した行事が行われま

　した。（社会を明るくする運動関

　連活動など）

■実施結果

　交付金を活用し、各小学校区青少年を守る会が子どもの安心・安全の確保、子どもの地域行事へ参画を促進する事業及び地域の教育力の向上を

図る取り組みが行われました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　地域における青少年健全育成のための取り組みを継続させていくため、引き続き各小学校区の青少年を守る会と協働して事業を推進します。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  4 青少年指導員設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 4,944,000円 決 算 額 4,542,876円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 401,124円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市青少年指導員設置規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　通学路や子どもの活動場所を中心とした危険箇所・問題箇所点検活動、街頭パトロール活動、環境浄化活動を通じて、青少年のための健全な

　環境づくりを推進します。

２　登校指導、おあしす運動など、全市的・啓発的な取り組みに参加します。

３　全国交通安全運動や共同募金運動、箕面まつりの運営への協力等を行います。

４　こども会行事や世代間交流事業など、地域における青少年健全育成活動や青少年団体の育成活動を支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・危険箇所・問題箇所点検活動を実 ・危険箇所・問題箇所の改善要望書 ・第2回全体研修会を開催 ・青少年健全育成市民大会に参加

　施 　を市長へ提出 ・青少年社会環境実態調査を実施

・第1回全体研修会を開催 ・秋の全国交通安全運動への協力 ・こども会ドッジボール大会、歳末

・春の交通安全運動への協力 　共同募金運動への協力

・少年を守る日統一活動に参加

■実施結果

１　通学路や子どもの活動場所を中心とした危険箇所・問題箇所点検活動および簡易補修活動並びに街頭パトロール活動や環境浄化活動を通じ

　て、青少年のための健全な環境づくりを推進しました。

２　少年を守る日統一活動、青少年健全育成市民大会等、青少年健全育成に関する取り組みに参加しました。

３　全国交通安全運動や共同募金運動、箕面まつりの運営への協力等を行いました。

４　こども会行事の支援や、地域における子ども向けイベント等の青少年健全育成事業を、関係団体と協力しながら積極的に展開しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　子どもたちを取り巻く環境の変化や地域のニーズに対応した活動を展開していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  3 子ども安全・健全育成地域活動推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  3 青少年対策費

予 算 現 額 3,055,000円 決 算 額 3,055,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども安全・健全育成地域活動推進交付金交付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　各小学校区の青少年を守る会が行う事業を推進するため、次の事業を対象に交付金を交付します。

１　地域のパトロール活動、通学路の安全点検等の子どもの安心・安全の確保に関する事業

２　子どもの地域事業参画の促進、地域住民の自主的活動等地域の教育力の向上を図るための事業

第１四半期 第２四半期 第３



実施までをサポートする青年指導者を地域団体に派遣しま

　す。

４　自主的に活動する青少年で構成される団体に活動場所を提供する「子ども活動支援拠点」の管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・青少年健全育成団体の活動を支援 ・青少年健全育成団体の活動を支援 ・青少年健全育成団体の活動を支援 ・青少年健全育成団体の活動を支援

・賠償責任保険の加入案内を実施 ・賠償責任保険の加入手続き31団体 ・こども会行事等への青年指導者派 ・こども会行事等への青年指導者派

・こども会行事等への青年指導者派 ・こども会行事等への青年指導者派 　遣10件 　遣2件

　遣14件 　遣5件 ・活動支援拠点利用者数59人 ・活動支援拠点利用者数131人

・活動支援拠点利用者数226人 ・活動支援拠点利用者数229人 ・スカウト団会議を開催

・スカウト団会議を開催

■実施結果

１　社会教育活動主催者賠償責任保険の加入手続きを行いました。（加入団体31団体）

２　リーダークラブの研修・活動の支援とスカウト団リーダー研修の支援を行いました。

３　こども会等に対し、イベントのサポートやレクリエーションの指導を行う青年指導者の派遣を実施しました。（派遣31件）

４　「子ども活動支援拠点」の管理・運営を行いました。（利用団体2団体／利用者数645人）

■実施事業の課題の整理（総括）

　指導者の派遣ニーズが高いため、担い手の育成が必要です。特に高校生から大学生相当年齢の青年指導者が必要です。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  6 子どもの安全推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 1,100,000円 決 算 額 1,099,519円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 481円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　おあしす運動や少年を守る日の統一活動を通じて、子どもの安全と青少年の健全育成を推進します。

２　地域での日常的な見まもり活動を促進するとともに、自主的な安全対策を促進するため、事故防止用品を各校区の青少年指導員に配付しま　

　す。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・青色防犯パトロール講習会を実施 ・青色防犯パトロール講習会を実施 ・少年を守る日統一活動を実施 　特にありません。

・耐久性の高い見まもり隊の旗およ ・青少年指導員へ事故防止用品を配

　びポールを青少年を守る会へ配付 　付

■実施結果

１　各校区における青色防犯パトロールの実施の支援を行いました。

２　耐久性の高い見まもり隊の旗およびポールを各校区の青少年を守る会へ配付しました。

３　各校区の青少年指導員に事故防止用品（電柱巻き及び飛び出し注意人形等の注意喚起看板）を配付しました。

４　少年を守る日統一活動を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　地域住民と行政が協働して子どもの安全を推進し、さらに青少年健全育成にかかる地域の教育力の向上を図る必要があります。

２　見まもり隊の旗について、旗およびポールの更新サイクル確立のため、引き続き経過を観察する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  5 青少年関係団体育成事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 818,188円 決 算 額 583,128円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 235,060円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市子ども活動支援事業実施要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　地域の青少年健全育成団体が安心して活発な活動ができるよう、各団体が加入する社会教育活動主催者賠償責任保険の手続きを行います。

２　青年指導者の充実を図るため、リーダークラブの研修・活動の支援とスカウト団の研修の支援を行います。

３　子どもたちで考えて実施する活動の実現を目指すため、行事のプログラム立案から



す。

５　登録こども会活動が円滑に行えるように支援します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・33こども会が登録 　箕面市こども会ドッジボール大会 ・箕面市こども会ドッジボール大会 ・育成者オリエンテーションを実施

・リーダーキャンプを実施　 第1回説明会を実施 　第2回説明会を実施 ・新入生向けの体験会勧誘チラシを

　（参加128人） ・箕面市こども会ドッジボール大会 　発行

・33こども会へこども会活動促進事 　を実施（参加543人） ・リーダーオリエンテーションは中

　業交付金を交付 　止（コロナウイルスのため）

■実施結果

１　こども会育成協議会が平成30年度末をもって解散したため、教育委員会が直接こども会を支援する新体制を開始しました。

２　33こども会が市へ登録を行いました（こども会員数872人）。

３　こども会活動促進事業交付金により、地域における子どもの居場所づくりや様々な体験活動が実施され、児童の健全育成が図られました。

４　こども会の負担軽減を図りながら、リーダーキャンプ、ドッジボール大会、育成者オリエンテーションを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　新規会員の加入促進策及びこども会役員の負担軽減策について引き続き検討が必要です。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  8 青少年文化活動振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 1,627,000円 決 算 額 1,557,956円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 69,044円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市子ども条例

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年文化祭の開催[箕面市中学校文化部活動連盟と共催]

　　　学校クラブや社会教育団体などで活動する高校生以下の青少年の文化の祭典

２　青少年弁論大会の開催[箕面ライオンズクラブとの共催]

　　　市内在住・在学の中学生による弁論大会

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　青少年文化祭実行委員会を実施 ・青少年文化祭実行委員会を開催 ・青少年弁論大会を開催（出場者15 ・青少年弁論大会の入賞者作品集を

　（2回） 　人、来場者数約100人） 　発行

・青少年文化祭を開催（舞台17団

　体、展示16団体、来場者数約

　2,850人）

■実施結果

　下記事業の実施を通じて、青少年の文化活動の発表や意見表明の場を提供することができました。

１　第27回青少年文化祭（高校生のクラブを招待し、中学生以下によい刺激を与え、また運営スタッフも中高生が一部を担いました。）

２　第38回青少年弁論大会（箕面市立箕面文化・交流センター8階大会議室にて開催しました。）

■実施事業の課題の整理（総括）

　青少年文化祭の実行委員会において、引き続き参加団体による主体的な運営形態を図ります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  7 こども会育成推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  3 青少年対策費

予 算 現 額 2,701,000円 決 算 額 2,256,867円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 444,133円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市こども会活動促進事業補助金交付要綱、箕面市地域づくり貢献表彰要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日頃の練習の成果のためのドッジボール大会を行います。

２　こども会のリーダーを育成するリーダーキャンプおよびリーダーオリエンテーションを行います。

３　こども会活動を支援する大人のために育成者オリエンテーションを行います。

４　こども会活動促進事業交付金を交付しま



り上げます。

 (3)　指定管理者の評価制度に基づく評価を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市有林火災保険へ加入 ・施設利用者数6,174人 ・施設利用者数4,100人（12月は施 ・施設利用者数1,656人（1～2月は

・給水ポンプ場等用地の賃貸借契約 ・指定管理者の評価にかかる合議を 　設閉所期間） 施設閉所期間）

　締結 　実施

・施設利用者数5,885人

■実施結果

・コロナ感染症予防に伴い一部事業の中止がありましたが、指定管理者が事業計画に基づいて施設の管理運営を行いました。

・施設利用者数：17,815人

■実施事業の課題の整理（総括）

施設の老朽化対策の検討が必要です。

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名 50 野外活動センター補修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  4 野外活動センター費

予 算 現 額 3,068,000円 決 算 額 2,958,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 110,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立青少年教学の森野外活動センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　第１キャンプ場テント土台等の修繕

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 ・４０ｔ槽給水バルブの修繕を実施 　特にありません。 ・第一キャンプ場テント土台改修工

事を実施

■実施結果

・計画どおりに修繕工事を実施しました。

・給水バルブ修繕を208,000円予算流用し、緊急修繕を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

・設備等の点検結果に基づいた計画的な修繕が必要となっています。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304200 子ども未来創造局 青少年育成室 

事業名  1 野外活動センター管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 19 子どもの居場所、活動拠点の整備・充実と自由な遊び場づくりを進めます  4 野外活動センター費

予 算 現 額 40,121,000円 決 算 額 40,013,433円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 107,567円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立青少年教学の森野外活動センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　指定管理者の業務状況を把握し、必要に応じて指定管理者と協議や調整を行います。

２　青少年教学の森野外活動センターの管理に関わる以下の事務を行います。

 (1)　市有林火災保険に加入します。

 (2)　青少年教学の森野外活動センターへ給水するためのポンプ場等の用地を借



く保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を

　を行いました。 　行いました。 　行いました。 　行いました。

・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。

・2階多目的トイレの便座を洗浄機 ・図書館入口の内側自動扉の修繕等 ・メイプルホール正面入口前の樹木

　能付に取替修繕しました。 　を行いました。 　鉢の修繕等を行いました。

■実施結果

１　利用者が安全かつ快適に利用できるように、施設、設備等の維持管理を行いました。

２　利用件数は4,778件、利用者数は61,165人、稼働率は44.6％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設を多様な生涯学習機会を提供する場として活用していく必要があります。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  2 東生涯学習センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 36,823,566円 決 算 額 36,402,044円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 421,522円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　グループ活動を支援します。

２　施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

３　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各種委託契約を締結し、保守点検 ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を

　を行いました。 　を行いました。 　を行いました。 　を行いました。

・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。

・屋外の歩道土間タイルの修繕等を ・地下2階多目的トイレの便座を洗 ・空調用ドレントラップの取替修繕 ・地下2階多目的トイレの洗浄バル

　行いました。 　浄機能付に取替修繕しました。 　等を行いました。 　ブの修繕等を行いました。

■実施結果

１　利用者が安全かつ快適に利用できるように、施設、設備等の維持管理を行いました。

２　利用件数は5,079件、利用人数は63,915人、稼働率は44.6％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設を多様な生涯学習機会を提供する場として活用していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  1 中央生涯学習センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 56,450,000円 決 算 額 54,164,436円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,285,564円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　グループ活動を支援します。

２　施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

３　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各種委託契約を締結し、保守点検 ・各種委託契約に基づ



涯学習センターに指定管理者制度を導入するため、指定管理者の指定を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・春の生涯学習講座の受講者募集を ・秋の生涯学習講座の受講者募集を ・まなび・つどい・ふれあいまつり ・冬の生涯学習講座は新型コロナウ

　行い、開催しました。 　行いました。 　を開催しました。 　イルス感染拡大防止のため中止し

・箕面シニア塾を開講しました。 ・箕面シニア塾を開催しました。 ・秋の生涯学習講座を開催し、冬講 　ました。

　座の受講者募集を行いました。

・生涯学習センター指定管理者の指

　定を行いました。

■実施結果

１　春・秋・冬の講座を企画・運営しました。（全21講座、受講者数436人）

２　新型コロナウイルスの感染拡大防止の為、冬の講座を途中で取りやめました。

３　昨年度の講座受講者に対するフォローアップアンケートを実施しました。

４　箕面シニア塾を開催しました。（全35コース、受講者数951人、修了者数697人、修了率73.3％）

５　令和2年度から5年間の指定管理者として、（公財）箕面市メイプル文化財団を指定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各種講座について、市の健康長寿の方針を踏まえて運営を進める必要があります。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  4 西南生涯学習センター管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 32,058,000円 決 算 額 29,347,475円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 2,710,525円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　グループ活動を支援します。

２　施設の利用申請等に関する各種事務手続きを行います。

３　施設の維持管理を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・各種委託契約を締結し、保守点検 ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を ・各種委託契約に基づく保守点検を

　を行いました。 　行いました。 　行いました。 　行いました。

・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。 ・光熱水費等を支払いました。

■実施結果

１　利用者が安全かつ快適に利用できるように、施設、設備等の維持管理を行いました。

２　利用件数は3,499件、利用人数は50,236人、稼働率は41.0％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設を多様な生涯学習機会を提供する場として活用していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  3 生涯学習推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 10,965,000円 決 算 額 10,910,510円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 54,490円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

社会教育法、箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市生涯学習推進基本計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民ニーズの高い講座の企画・運営を行います。

２　生涯学習センターが主催する学習センターまつりなどのイベントを実施します。

３　団塊シニア・高齢者市民の学習機会として、箕面シニア塾を委託により実施します。

４　各講座の修了者が引き続き自主活動できるよう、繋がり作りや情報提供に努めます。

５　令和2年度から生



子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 51 中央生涯学習センター管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 10,881,134円 決 算 額 10,371,480円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 509,654円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　施設の老朽箇所等の補修を行います。

　・消防設備修繕工事、建物内汚水配管取替修繕、受水槽修繕、非常用自家発電設備のオイル漏れ修繕、講義室扉修繕、芦原公園側扉修繕、

　　陶芸窯扉修繕　

２　老朽化した備品等の更新を行います。

　・包丁まな板殺菌灯付保管庫、展示パネル、講座室の机と椅子

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・包丁まな板殺菌灯付保管庫を購　 ・展示パネル、講座室の机と椅子を 　特にありません。 ・感知器等消防設備の修繕工事を行

　入しました。 　購入しました。 　いました。

・講義室の扉の修繕を行いました。 ・陶芸窯扉の修繕を行いました。 ・音楽室（大）の扉の修繕を行いま

・ロビーの芦原公園側扉の修繕を行 ・建物内汚水配管、受水槽、非常用 　した。

　いました。 　自家発電設備、喫茶るうぷ空調機 ・レジスターを購入しました。

　の修繕を行いました。

■実施結果

１　包丁まな板殺菌灯付保管庫、展示パネル、講座室の机と椅子、レジスターを購入しました。

２　講義室扉、ロビー芦原公園側扉、陶芸窯扉、音楽室（大）扉の修繕を行いました。

３　建物内汚水配管取替修繕、受水槽修繕、非常用自家発電設備のオイル漏れ修繕、喫茶るうぷ空調機修繕、感知器等消防設備の修繕を行いまし

　た。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 50 生涯学習センター使用料還付事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  5 社会教育費

取 組 55 内部管理  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 25,000円 決 算 額 1,695円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 23,305円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　前年度収納済みの施設使用料について還付を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　6月16日の臨時休館により施設使 　特にありません。 　特にありません。

用料の還付を行いました。

■実施結果

　臨時休館による使用料の還付を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307200 



。 した。

■実施結果

　施設の設備更新を行いました。

・包丁まな板殺菌灯付保管庫購入

・マイコン付小型電気窯購入

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 53 東生涯学習センター等改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 6,400,000円 決 算 額 5,962,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 438,000円

市の独自性 05 国府支出金＋市（ルール分）＋市α 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　東生涯学習センター内に、本と親しみながら親子でのびのび過ごせるスペースを整備します。

１　実施設計（令和元年10月～）

２　改修工事（令和2年10月～）

３　事業効果分析（令和3年）

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　実施設計に向けて準備を進めまし 　実施設計委託契約を締結し、設計 　実施設計を完了しました。

た。 を進めました。

■実施結果

　実施設計を完了しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　改修工事に向けた準備を行っていく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 52 東生涯学習センター管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  5 生涯学習センター費

予 算 現 額 511,000円 決 算 額 501,120円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 9,880円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立生涯学習センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　備品の更新を行います。

　・包丁まな板殺菌灯付保管庫を購入します。

　・工芸室の電気窯を購入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　包丁まな板殺菌灯付保管庫を購入 　マイコン付小型電気窯を購入しま 　特にありません。 　特にありません。

しました



被害の未然防止を図ります。

３　関係機関及び補導員等の出務に係る駐車代・職員の旅費・青少年指導センター維持管理費・事務諸経費を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・青色防犯パトロールカーによる巡 ・青色防犯パトロールカーによる巡 ・青色防犯パトロールカーによる巡 ・青色防犯パトロールカーによる巡

　回：20回 　回：9回 　回：12回 　回：14回

・こども110番プレート等設置枚　 ・こども110番プレート等設置枚　 ・こども110番プレート等設置枚　 ・こども110番プレート等設置枚　

　数：7枚 　数：43枚 　数：23枚 　数：21枚

　（延べ2,021枚　廃止2枚） 　（延べ2,058枚　廃止6枚） 　（延べ2,076枚　廃止5枚） 　（延べ2,097枚　廃止0枚）

・青少年相談：延べ375回 ・青少年相談：延べ517回 ・青少年相談：延べ570回 ・青少年相談：延べ462回

■実施結果

１　青少年の問題行動や諸課題に関し、関係機関・学校等と連携してその把握に努め、必要に応じて指導・助言を行うとともに、相談活動を通じ

　て問題行動や諸課題の適切な対応・早期解決に取り組みました。

２　痴漢・不審者・問題箇所等の情報把握に努め、適宜関係機関・学校等と連携して被害の未然防止を図りました。

３　関係機関および補導員等の出務にかかる駐車代、職員の旅費・青少年指導センター維持管理費・事務諸経費を執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　青少年の行動範囲の広がりや問題行動の低年齢化が進んでいることから、各関係機関との連携を一層強化する必要があります。

２　対象年齢が18歳までであることから、小学校・中学校・高校の発達段階における専門的な対応が必要です。

３　特に高校生年代（16～18歳）における相談および対応を充実させる必要があります。

担 当 部 局 304301 子ども未来創造局 学校教育室 青少年指導センター

事業名  2 青少年補導員設置事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  6 青少年指導センター費

予 算 現 額 1,848,000円 決 算 額 1,847,180円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 820円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市青少年補導員設置規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年の健全育成を期するため、関係諸団体（協助員・保護司・青少年指導員）、各市立小中学校・公私立高等学校代表 計32名からなる補

　　導員を委嘱し、補導活動を実施します。

２　具体的な活動として、問題箇所の調査・情報交換・点検活動・改善のための取り組み、夜間を含む年30回程度の街頭補導活動、非行防止のた

　　めの啓発活動等を展開します。

３　研修会を実施し、補導員の資質向上に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・委嘱式を実施 ・街頭補導活動及び夏季特別街頭補 ・街頭補導活動を実施：9回 ・役員会を実施

・役員会を実施 　導（夜間）を実施：13回 ・中学校体育祭の巡視を実施 ・街頭補導活動を実施：6回

・総会を実施 ・箕面警察と合同で少年非行・被害 ・警察主催の合同補導への参加 ・中学校卒業式の巡視を実施

・街頭補導活動を実施：6回 　防止、暴走族追放啓発活動を実施 ・警察主催の歳末特別補導へ参加 ・研修会の実施

・警察主催の合同補導へ参加

■実施結果

１　青少年の健全育成を期するため、関係諸団体（協助員・保護司・青少年指導員）、各市立小中学校・公私立高等学校代表 計32名からなる補

　　導員を委嘱し、補導活動を実施しました。

２　具体的な活動として、問題箇所の調査・情報交換・点検活動・改善のための取り組み、夜間を含む年34回の街頭補導活動、非行防止のため　

　　の啓発活動等を展開しました。

３　研修会を実施し、補導員の資質向上に努めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より早期に問題箇所を把握できるよう、各関係機関との連携を強化しながら対応する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304301 子ども未来創造局 学校教育室 青少年指導センター

事業名  1 青少年指導センター管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 06 子どもたちを地域ではぐくむまちづくりをめざします  5 社会教育費

取 組 20 社会体験や地域交流の充実に取り組み、子どもの育ちをはぐくみます  6 青少年指導センター費

予 算 現 額 3,537,000円 決 算 額 3,399,806円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 137,194円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立青少年指導センター条例、同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　青少年の問題行動や諸課題に関し、関係機関・学校等と連携してその把握に努め、必要に応じて指導・助言を行うとともに、相談活動を通じ

　て問題行動や諸課題の適切な対応・早期解決に取り組みます。

２　痴漢・不審者・問題箇所等の情報把握に努め、適宜関係機関・学校等と連携して



いました。 　施設の維持管理を行いました。 　施設の維持管理を行いました。

■実施結果

　適切に施設の維持管理を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　収蔵資料の整理を実施する必要があります。

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名  2 郷土資料館運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  7 郷土資料館費

予 算 現 額 4,603,000円 決 算 額 4,339,549円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 263,451円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立郷土資料館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市民の郷土学習の場として、年6回の企画展示と講座（公開講座・体験講座・現地学習会）を開催し、資料の収集・整理や学校事業の一環とし

ての団体見学の受入れを積極的に行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　企画展「五節句」展及び「カルピ １ 企画展「戦時生活資料」展及び １ 企画展「はかる・数える」を開 　企画展「暮らしの道具展」を開催

スを作った人　三島海雲」展を開催  「はかる・数える」展を開催しま  催しました。 しました。

しました。  した。 ２ 講座「秋の箕面でどんぐりあそ

２ 講座「昔の暮らしとくらべよう  び」を開催しました。

 」を開催しました。

■実施結果

１　令和元年度の入館者数は18,128人でした。

２　５回の企画展と２回の体験講座を開催しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設のイメージアップを図り、観光客や来館者等の市内回遊性を高める仕組みづくりを構築する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名  1 郷土資料館管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  7 郷土資料館費

予 算 現 額 11,234,000円 決 算 額 11,166,393円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 67,607円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立郷土資料館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　来館者が快適にかつ安全に見学ができるように、郷土資料館の管理を行います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２　収蔵している貴重な資料の保管に努めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　施設の維持管理を行いました。 　施設の維持管理を行



　　　　電子複写機の保守終了により新たに購入する必要が生じたため

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名  1 文化・交流センター管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  8 文化・交流センター費

予 算 現 額 70,157,000円 決 算 額 70,156,330円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 670円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立箕面文化・交流センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　箕面都市開発株式会社を指定管理者として、文化・交流センターの管理運営を行います。

２　文化・交流センターの共益費を支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・指定管理者による管理運営を行い ・指定管理者による管理運営を行い ・指定管理者による管理運営を行い ・指定管理者による管理運営を行い

　ました。 　ました。 　ました。 　ました。

・文化・交流センターの共益費を支 ・文化・交流センターの共益費を支 ・文化・交流センターの共益費を支 ・文化・交流センターの共益費を支

　払いました。 　払いました。 　払いました。 　払いました。

・指定管理者の評価に係る合議を行

　いました。

■実施結果

１　箕面都市開発株式会社を指定管理者として、文化・交流センターの管理運営を行いました。

２　文化・交流センターの共益費を支払いました。

３　利用件数は9,712件、利用者数は136,864人、稼働率は34.4％でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　文化・交流センターを適切に運用するために、指定管理者と調整を行います。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307101 子ども未来創造局 文化国際室 郷土資料館

事業名 50 郷土資料館管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 14 旧街道などの歴史や新しい市民文化を後世に伝えていきます  5 社会教育費

取 組 40 箕面の歴史・文化を学び、子どもたちに伝えていきます  7 郷土資料館費

予 算 現 額 1,200,000円 決 算 額 1,200,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立郷土資料館条例

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　印刷機を導入整備します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　印刷機を整備しました。 　特にありません。 　特にありません。 　複写機を整備しました。

■実施結果

　印刷機等を導入整備しました。

　※予算流用　備品購入費616,000円増（郷土資料館運営事業から流用）

　　　



ャンバ－内断熱材の修繕 を行いました。 を行いました。

を行いました。

■実施結果

１　サンプラザ市専用部8階空調機械室のＯＡチャンバー内断熱材の修繕を行いました。

２　サンプラザ1号館3階排煙口の修繕を行いました。

３　水道使用料計量用子メータの取替を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　施設、設備等の老朽化に伴い、計画的な修繕や更新が必要です。

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名  1 教職員健康管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,430,000円 決 算 額 2,429,645円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 355円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第12条、学校保健安全法第15条、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律第53条の2、労働安全衛生法第66条

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教職員を対象とした健康診断等に係る事務を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・Ｂ型肝炎抗原抗体血液検査及びＢ 　教職員定期健康診断を実施し、診 ・ＶＤＴ検診（7名）を実施しまし 　円滑に事務を進めました。

　型肝炎ワクチン接種を実施しまし 断結果を本人に通知しました。 　た。

　た。 ・教職員にストレスチェックを実施

・教職員定期健康診断の実施に向け 　しました。

　て準備を行いました。

■実施結果

　教職員の各種健康診断、ストレスチェックを実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事務を適切に執行し、業務を円滑に進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307200 子ども未来創造局 生涯学習・市民活動室 

事業名 50 文化・交流センター管理運営事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  5 社会教育費

取 組 24 市民が自主的な生涯学習活動を活発に行います  8 文化・交流センター費

予 算 現 額 583,300円 決 算 額 583,300円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立箕面文化・交流センター条例､同条例施行規則

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　サンプラザ市専用部8階空調機械室のＯＡチャンバ－内断熱材の修繕を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　サンプラザ市専用部8階空調機械 　サンプラザ1号館3階排煙口の修繕 　水道使用料計量用子メータの取替

室のＯＡチ



保険金で損害賠償

金を支払いました。

■実施結果

・市に賠償責任がある不慮の事故等の発生に備えて、全国市長会学校災害賠償補償保険に加入しました。

・箕面市立豊川南小学校における物損事故について、保険金で損害賠償金を支払いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名  7 日本スポーツ振興センター災害共済掛金事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 12,522,000円 決 算 額 11,466,008円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,055,992円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

独立行政法人日本スポーツ振興センター法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日本スポーツ振興センターとの契約を締結します。

２　日本スポーツ振興センターへ掛け金の支払い及び、保護者負担分の掛金徴収を行います。

３　日本スポーツ振興センターへ医療費等支払請求の手続き及び、災害共済給付金の保護者への支払いを行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・日本スポーツ振興センターとの契 　各校より保護者負担金の徴収及び 　各校より保護者負担金の徴収及び 　各校より保護者負担金の徴収及び

　約を締結し、掛金の支払いをしま 納入をしました。 納入をしました。 納入をしました。

　した。

・各校より保護者負担金の徴収及び

　納入をしました。

■実施結果

１ 日本スポーツ振興センターとの契約締結及び掛金の支払い事務を円滑に進めることができました。

２ 各校ごとの保護者負担金の徴収及び納入事務を円滑に進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  4 全国市長会学校災害賠償補償保険事業（小中学校）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 1,067,000円 決 算 額 1,066,681円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 319円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

国家賠償法

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　市に賠償責任がある不慮の事故等の発生に備えて、全国市長会学校災害賠償補償保険に加入します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　全国市長会学校災害賠償補償保険 　特にありません。 　箕面市立豊川南小学校における物 　特にありません。

に加入しました。 損事故について、



学校等の求めに応じて教育・医療支援システム会議を開催します。

６　学校園保健担当者部会を実施し、各校園における健診、健康教育、保健指導の充実をはかります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　学校医、学校歯科医、学校薬剤師 　小中学校の空気中の化学物質検査 　就学時・就園時健康診断を実施し 　次年度の各検診に向けて準備を進

の配置、各校定期健康診断の円滑実 及びプールの水質検査等を実施しま ました。 めました。

施に向け、器具等の準備・点検、結 した。

核及び心臓検診等の委託事務を実施

しました。

■実施結果

　関係機関や格校との連携を図りながら、園児・児童・生徒の各種健康診断を実施し、健康管理を進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各種健康診断を円滑に進めるとともに、各種健康診断の分析調査を行い、健康管理や保健指導に活かしていくことが必要です。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名  9 教育振興事業（保健関係）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 329,000円 決 算 額 302,532円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 26,468円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　保健主事、養護教諭の研修会を実施します。

２　箕面市学校保健会の事業計画を実施します。

３　箕面市学校保健会だよりの作成・印刷・配布を行います。

４　学校園保健担当者部会を実施し、各校園における健診、健康教育、保健指導の充実をはかります。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・第1回役員・理事会を開催し、今 ・学校保健会総会を開催し、「スマ ・学校保健会第1回研修会「ある小 ・学校保健会第2回研修会「虐待を

　年度の事業計画・予算・講演会の 　ホ時代の現状と政策～大人が知っ 　児科医が診た「発達障害」｣を実 　疑う傷の特徴と親との対応のコ　

　内容を検討しました。 　ておきたいこと～」の講演会を実 　施しました。　 　ツ｣を実施しました。

・学校園保健担当者会を実施しまし 　施しました。 ・学校園保健担当者会を実施しまし ・学校園保健担当者会を実施し、学

　た。 ・学校園保健担当者会を実施しまし 　た。 　校保健だよりを発行しました。

　た。

■実施結果

　関係機関と連携し、各研修会や学校園保健担当者会などを通じて各講演における保健指導の充実に向けて取り組みを進めました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　各種健康診断の結果や感染症の動向などを把握し、必要な研修を実施することで、保健指導をより充実していく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名  8 児童・生徒健康管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 65,026,000円 決 算 額 64,626,295円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 399,705円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、学校保健安全法、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校医、学校歯科医、学校薬剤師の配置や報酬、諸検査の関係機関への委託など各種事務手続きを行います。

２　学校での健診や検診で使用する器具の整備を行います。

３　空気中の化学物質検査など学校薬剤師による各種検査を実施します。

４　学校における健康診断等に係る必要書類の印刷、配布を行います。

５　



園児を対象に ・全園児を対象にブラッシング指導 ・全小学校1年生、全園児を対象に ・全小学校1年生、全園児、小学校

　ブラッシング指導を実施しまし　 　を実施しました。 　ブラッシング指導を実施しまし　 　4・5年生を対象にブラッシング　

　た。 　た。 　指導を実施しました。

・歯っぴい健康フェスタ2019で催

　しものコーナー業務に従事しまし

　た。

■実施結果

１　小学校14校、幼稚園4園でブラッシング指導を実施し、健康・口腔衛生の推進及び基本的生活習慣獲得に向けての自己管理資質を養うことが

　できました。

２　ブラッシング指導では、位相差顕微鏡により撮影した口腔常在菌を電子黒板で観察するなどの授業が効果的でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、小学校14校・幼稚園4園でのブラッシング指導を実施し、健康・口腔衛生の推進及び基本的生活習慣獲得に向けての自己管理資質を

養っていく必要があります。

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 15 日本スポーツ振興センター災害共済等掛金事業（幼稚園）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 94,000円 決 算 額 76,911円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 17,089円

市の独自性 02 市単独支出（国府基準どおり） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

独立行政法人日本スポーツ振興センター法

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日本スポーツ振興センターと契約を締結し、共済掛金支払いと保護者負担分徴収を行います。

２　災害報告書の提出事務等を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・令和元年度加入手続きを行いまし 　災害報告書、医療費支払請求書、 　災害報告書、医療費支払請求書、 　災害報告書、医療費支払請求書、

　た。 異動報告書を提出しました。 異動報告書を提出しました。 異動報告書を提出しました。

・災害報告書、医療費支払請求書、

　異動報告書を提出しました。

■実施結果

１　日本スポーツ振興センターへの令和元年度分の契約更新を行いました。

２　園児のけが等について、災害共済給付金の請求を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 10 口腔衛生推進事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 285,000円 決 算 額 284,995円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　全園児・小学校１年生を対象としたブラッシング巡回指導（学期ごとに年３回実施）を実施します。

２　希望のある保育所、小学校（１年生以外の学年）、中学校対象のブラッシング巡回指導を実施します。

３　よい歯のポスター募集やよい歯の学校園募集等啓発的事業の推進します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・全小学校1年生、全



・園医等に報酬を支払いました。 ・園医等に報酬を支払いました。 ・園医等に報酬を支払いました。

　酬を支払いました。 ・園児健康診断及び各種検査を実施 ・園児健康診断及び各種検査を実施 ・園児健康診断及び各種検査を実施

・園児健康診断及び各種検査を実施 　しました。 　しました。 　しました。

　しました。 ・令和２年度入園予定児の就園時健 ・薬剤師検査試薬料、オージオメー

　診を行いました。 　ター測定機器検査料を支払いまし

　た。

■実施結果

　園医等を配置し、健康診断や各種検査を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 20 保健スポーツ室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  1 保健体育総務費

予 算 現 額 105,000円 決 算 額 96,278円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 8,722円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　保健スポーツ室の一般事務を執行します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　事務に係る経費を執行しました。 　事務に係る経費を執行しました。 　事務に係る経費を執行しました。 　事務に係る経費を執行しました。

■実施結果

　事務に係る経費を適切に執行しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 16 園児健康管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 7,034,000円 決 算 額 7,015,953円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 18,047円

市の独自性 03 市単独支出（国府基準＋市α） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法、学校保健法、結核予防法、箕面市立保育所及び幼稚園災害共済給付金補てん救済金給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　幼稚園医・幼稚園歯科医・幼稚園薬剤師を配置します。　

２　検尿、空気中化学物質等の各種検査を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・園医等の委嘱を行うとともに、報



ニアソフトボール大会 　バリアフリー子ども水泳教室（後 　次年度のジュニアソフトボール大

　の実施に向けて関係団体と調整を を開催し、参加者は13チーム173人 期分）を開催し、参加者は延114人 会、バリアフリー子ども水泳教室（

　行いました。 でした。 でした。 前期分）の実施に向けて関係団体と

・バリアフリー子ども水泳教室（前 日程調整等を行いました。

　期分）を開催し、参加者は延107

　人でした。

■実施結果

１　小学生4年生から6年生で構成された男子、女子チームを対象に第59回ジュニアソフトボール大会を開催しました。参加チームは男子9チー　

　ム、女子4チームで173人が参加しました。

２　障害をもつ小学1年生から中学3年生までを対象にバリアフリー子ども水泳教室を前期・後期に分けて各5日間開催しました。参加者数は延べ

　221人でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　ジュニアソフトボール大会をより活気のある大会にしていく必要があります。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 22 市民体育大会開催事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,000,000円 決 算 額 1,968,468円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 31,532円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　日頃の練習の成果を発表する機会として、市民体育大会を年2回開催します。

２　春季は、軟式野球、サッカー、ソフトテニス、ソフトボール、卓球、バドミントン、テニス、バレーボール、バスケットボ－ル、グラウンド

　ゴルフ、ペタンク、ダーツ、剣道の13種目を、秋季は、春季の13種目に柔道を加えた14種目を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・市民体育大会にかかる委託契約を 　秋季市民体育大会（軟式野球ほか 　秋季市民体育大会（軟式野球ほか ・市民体育大会終了にかかる事務手

　締結しました。 13種目）の開催準備を行いました。 13種目）を開催しました。 　続きを行いました。

・春季市民体育大会（軟式野球ほか ・次年度の市民体育大会の開催に向

　12種目）を開催しました。 　けて開催団体との調整を行いまし

　た。

■実施結果

１　春季市民体育大会（13種目）、秋季市民体育大会（14種目）を開催しました。参加者数は春4,198人、秋4,503人で計8,701人でした。

２　競技種目別参加者数は、軟式野球（春468人、秋664人）、ソフトボール（春240人、秋247人）、バレーボール（春552人、秋886人）、卓球

　（春302人、秋281人）、剣道（春214人、秋164人）、柔道（春なし、秋111人）、ソフトテニス（春156人、秋180人）、テニス（春1,034

　人、秋849人）、バドミントン（春286人、秋250人）、サッカー（春180人、秋168人）、ペタンク（春30人、秋33人）、バスケットボール

　（春659人、秋615人）、グラウンドゴルフ（春28人、秋19人）、ダーツ（春49人、秋36人）でした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　より多くの市民に継続して参加いただけるよう、これまで以上に関係団体と連携を図りながら事業に取組む必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 21 青少年スポーツ奨励事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 975,000円 決 算 額 916,129円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 58,871円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　小学4年生から6年生で構成されたチーム（男女）を対象に2日間にわたりジュニアソフトボール大会を開催します。

２　障害を持った児童・生徒を対象にバリアフリー子ども水泳教室を年2期に分けて開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・第59回ジュニアソフトボール大会 　第59回ジュ



■実施結果（成果）

・第12回箕面止々呂美・森町ハーフ ・第12回箕面止々呂美・森町ハーフ ・第12回箕面止々呂美・森町ハーフ ・第12回箕面止々呂美・森町ハーフ

　マラソン開催に向けて、警察や関 　マラソン開催に向けて、警察や関 　マラソン開催に向けて、警察や関 　マラソンは新型コロナウイルス感

　係団体との協議・調整を行いまし 　係団体との協議・調整を行いまし 　係団体との協議・調整を行い、参 　染拡大を受け、中止しました。

　た。 　た。 　加申込を開始しました。 ・スポーツ指導者講習会を開催し、

・ペタンク大会開催に向けて関係団 ・ペタンク大会開催に向けて関係団 ・ペタンク大会を開催し、参加者数 　29人が参加しました。

　体と調整を行いました。 　体と調整を行いました。 　は117人でした。

■実施結果

１　世代間交流軽スポーツ（ペタンク）大会を第二総合運動場で開催し、参加者数は117人でした。

２　スポーツ指導者講習会を開催し、29人が参加しました。

３　第12回箕面止々呂美・森町ハーフマラソンは、新型コロナウイルス感染拡大を受け、中止しました。

※予算流用　負担金補助及び交付金1,170,964円増（学校教育室　学校災害補償事業から流用）

　　　　　　第12回箕面止々呂美・森町ハーフマラソン中止に伴って追加業務が発生したため。

■実施事業の課題の整理（総括）

１　より多くの市民にペタンク大会に参加していただき、世代間交流を進めていく必要があります。

２　スポーツ指導者にとってより指導力向上につながる講習会を開催していく必要があります。

３　より楽しく走ることができるマラソンにしていく必要があります。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 24 地域スポーツ振興事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,554,000円 決 算 額 2,541,100円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 12,900円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法、箕面市スポーツ推進委員に関する規則

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　スポーツ推進委員により、地域におけるスポーツ活動を推進します。

　・地域におけるスポーツ活動の推進（スポーツの実技指導、地域が行う活動への協力、スポーツ機会の提供）

　・研修会への参加、関係会議の開催

　・市主催事業への協力

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　スポーツ推進委員定例会において ・大阪府スポーツ推進委員研修会　 　スポーツ推進委員定例会において 　近畿スポーツ推進委員研修協議会

地域のスポーツに関する情報交換を 　に、本市スポーツ推進委員が参加 地域のスポーツに関する情報交換を に、本市スポーツ推進委員が6人参

行いました。 　しました。 行いました。 加しました。

・スポーツ推進委員定例会において

　地域のスポーツに関する情報交換

　を行いました。

■実施結果

　スポーツ推進委員の年間活動は次のとおりでした。

　・市事業や地域活動及び関係会議への参加：46件

　・研修や協議会への参加：16件

■実施事業の課題の整理（総括）

　市民のスポーツ活動をより推進するため、スポーツ推進委員のスポーツ指導能力の向上や地域での活動を強化する必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 23 市民スポーツ奨励事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 2,870,964円 決 算 額 2,690,964円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 180,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　市民のスポーツ活動を普及させるため、誰もが気軽にスポーツに親しめる「世代間交流軽スポーツ（ペタンク）大会」及び「第12回箕面止々

　呂美・森町ハーフマラソン」を開催します。

２　健康や体力、スポーツに関して学識者などの講師を招き、スポーツ講習会を開催します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）



務を適切に執行し、業務を円滑に進めることができました。

担 当 部 局 304300 子ども未来創造局 学校教育室 

事業名 51 学校災害補償事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 11,242,036円 決 算 額 6,971,532円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 4,270,504円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

独立行政法人日本スポーツ振興センター法、箕面市立小学校及び中学校災害共済給付金補てん救済金給付要綱、箕面市立学校歯牙破折見舞金給付

要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　学校管理下における児童・生徒の学校災害に対して、日本スポーツ振興センター災害共済給付金を給付します。

２　日本スポーツ振興センター災害共済給付の対象にならない少額の災害について、要綱の規定により補てん救済金を給付します。

３　学校管理下において歯牙破折した児童・生徒について、要綱の規定により見舞金を給付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・医療費等の給付事務を実施しまし ・医療費等の給付事務を実施しまし ・医療費等の給付事務を実施しまし ・医療費等の給付事務を実施しまし

　た。（337件） 　た。（289件） 　た。（350件） 　た。（504件）

・補てん救済給付事務を実施しまし ・補てん救済給付事務を実施しまし ・補てん救済給付事務を実施しまし ・補てん救済給付事務を実施しまし

　た。（0件） 　た。（41件） 　た。（0件） 　た。（67件）

・歯牙破折見舞金給付事務を実施し ・歯牙破折見舞金給付事務を実施し ・歯牙破折見舞金給付事務を実施し ・歯牙破折見舞金給付事務を実施し

　ました。（0件） 　ました。（4件） 　ました。（0件） 　ました。（11件）

■実施結果

　学校との協力により、災害共済給付事務、補てん救済給付事務、歯牙破折見舞金給付事務を円滑に進めることができました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　引き続き、学校との協力により、災害共済給付事務、補てん救済給付事務、歯牙破折見舞金給付事務を円滑に進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 303200 子ども未来創造局 教職員人事室 

事業名 50 教職員健康管理事業（臨時）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  1 保健体育総務費

予 算 現 額 974,000円 決 算 額 815,342円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 158,658円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　教職員の風しん抗体検査を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　教職員風しん抗体検査の実施に向 　教職員風しん抗体検査を実施、検 　未受診者に対して、風しん抗体検 　未受診者に対して、風しん抗体検

けて準備を行いました。 査結果を本人に通知しました。 査を実施しました。 査を実施しました

■実施結果

　教職員の風しん抗体検査を適切に実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　事



（成果） ■実施結果（成果）

　災害共済給付金を支払いました。 ・災害共済給付金を支払いました。 ・災害共済給付金を支払いました。 ・災害共済給付金を支払いました。

・補てん救済金を支払いました。 ・補てん救済金を支払いました。 ・補てん救済金を支払いました。

■実施結果

　災害共済給付金及び補てん救済金の支払いを行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 56 東京2020オリンピック聖火リレー事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 21,244,900円 決 算 額 8,150,900円 翌年度繰越額 13,094,000円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　東京2020オリンピック聖火リレーの大阪開催に当たっての準備及び運営に関する事業を行い、もって大会の成功に資することを目的とする。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　コースの選定案を作成しました。 　関係団体との会議や調整を行い、 　運営に関わるボランティア募集を 　事前準備を進めていましたが、20

準備を進めました。 開始し、12月末時点で1,084人のボ 20年4月14日実施予定であった聖火

ランティア応募がありました。 リレーは延期されました。

■実施結果

・聖火リレーのルートが決定しました。

・箕面市内の警察、消防や大阪府担当部局等と聖火リレー実施に向けた検討と情報共有を行いました。

・新型コロナウィルス感染拡大を受け、聖火リレーは延期されました。

　

※予算流用　需用費2,144,900円増（大人のスポーツ・トライアル事業から流用）

　　　　　　聖火リレーユニフォームの必要数量が当初見込みを上回ったため

■実施事業の課題の整理（総括）

・延期の決定がなされたが、具体日程が確定していないため、今後の動向に注視し、情報収集に努めます。

・今年度に計画した事業を、円滑に実行できるように準備を進めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 306200 子ども未来創造局 幼児教育保育室 

事業名 55 幼稚園災害補償事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  1 保健体育総務費

予 算 現 額 82,000円 決 算 額 30,854円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 51,146円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 03 市要綱 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

箕面市立保育所及び幼稚園災害共済給付金補てん救済金給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

第三次箕面市子どもプラン

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　園管理下の事故等に係る日本スポーツ振興センター又は全国市長会から支払われる災害共済給付金を園児の保護者へ支払います。

２　日本スポーツ振興センターの給付対象外のけが等に対する補てん救済金を園児の保護者へ支払います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果



月から3月まで9つの事業をエ トレーニング体験会、スポーツのつ

した。 した。 ンジョイスポーツプロジェクトとし どい夜間延長、トレーニングルーム

て開始しました。 早朝夜間延長、ボッチャ教室、産後

ママリラックスヨガ教室、美のメソ

ッド教室を実施しました。

■実施結果

１　参加者数は、大人のスポーツ教室101名、パーソナルトレーニング体験会25名、スポーツのつどい夜間延長56名、トレーニングルーム早朝夜

　間延長61名、産後ママリラックスヨガ教室8組、美のメソッド教室31名、ボッチャ教室105名でした。

２　参加者アンケートでは概ね好評を得ており、スポーツに取り組むきっかけとしての成果が得られました。

３　新型コロナウィルス感染拡大を受け、親子マウンテンバイク教室、タイムトライアルマラソンは中止、ボッチャ教室と産後ママリラックスヨ

　ガ教室の一部を中止しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

・アンケート結果を活用し、勤労世代がより参加しやすい曜日や時間帯、メニューの検討が必要です。

・継続実施の要望が高い事業もあるが、指定管理者の自主事業への移行や自主的な活動を促す仕組みが必要です。

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名  1 総合運動場管理運営事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  2 保健体育施設費

予 算 現 額 73,349,918円 決 算 額 73,349,918円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法　箕面市立総合運動場条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　総合運動場施設の管理運営やスポーツ教室などの事業を市に代わって指定管理者が実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　市民満足度アンケートを実施し、 　指定管理者の評価に係る意見交換 ・指定管理者の評価の合議を行いま 　新型コロナウイルス感染拡大を受

指定管理者評価に伴う管理運営を行 会を行いました。 　した。 け、施設利用の縮小、消毒液の設置

いました。 ・体育の日に第二総合運動場で市民 等対策を行いました。

　スポーツカーニバルを開催しまし

　た。

■実施結果

　ミズノグループを指定管理者として、総合運動場（第一総合運動場、第二総合運動場）の管理運営を行いました。

　・利用件数18,529件（第一総合運動場7,488件、第二総合運動場11,041件）

　・プール利用者数18,748人（第一総合運動場14,180人、第二総合運動場4,568人）

　・トレーニングルーム利用者数38,398人（第一総合運動場32,743人、第二総合運動場5,655人）

　・スポーツ教室参加者数44,507人（81教室）

　・市民スポーツカーニバル参加者数2,725人

■実施事業の課題の整理（総括）

　利用者にとって快適で利用しやすい施設であるためには、指定管理者に適切な助言と指導を行っていく必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 60 大人のスポーツ・トライアル事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 25 多様な生涯学習機会を充実します  1 保健体育総務費

予 算 現 額 3,487,100円 決 算 額 1,920,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,566,700円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　勤労世代に対する運動スタート、リスタート事業を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　勤労世代がスポーツに取り組むた 　勤労世代がスポーツに取り組むた 　勤労世代がスポーツに取り組むた 　大人のスポーツ教室、パーソナル

め、関係者との協議・調整を行いま め、関係者との協議・調整を行いま め、11



果（成果） ■実施結果（成果）

　施設の改修に向けて、内容や工期 　箕面市スポーツ施設マネジメント 　施設の改修に向けて、内容や工期 　第二総合運動場体育館の照明をＬ

などの調整を行いました。 計画に基づき、スカイアリーナ高圧 などの調整を行いました。 ＥＤ化しました。

受変電設備改修工事を行いました。

■実施結果

１　「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づき、直接プレイに影響する備品や設備等を更新しました。

２　第二総合運動場市民体育館の大、小体育室の照明をＬＥＤ化し、より快適に利用できるよう設備改修しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　確実に「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」のとおりに、備品や設備等が故障するわけではないため、状況に応じて計画の見直しが必要で

す。

担 当 部 局 307600 子ども未来創造局 総合水泳・水遊場整備室 

事業名 51 総合水泳・水遊場整備事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  2 保健体育施設費

予 算 現 額 37,513,000円 決 算 額 7,700,000円 翌年度繰越額 29,810,000円 不 用 額 3,000円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　総合水泳・水遊場の整備に係る用地の手続き、全体構想・基本計画の策定、運営事業者選定を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・総合水泳・水遊場整備に係る用地 ・総合水泳・水遊場整備に係る全体 ・総合水泳・水遊場整備に係る全体 ・総合水泳・水遊場整備運営事業者

　測量業務委託を契約しました。 　構想基本計画策定業務を契約しま 　構想基本計画を策定しました。 　選定支援業務委託を契約しまし

　した。 ・総合水泳・水遊場整備に係る用地 　た。

・総合水泳・水遊場整備に係る物件 　取得の手続きを行いました。 ・予算の一部を翌年度に繰り越しま

　調査業務を契約しました。 　した。

■実施結果

・総合水泳・水遊場整備に係る事業用地の取得、全体構想・基本計画の策定、運営事業者選定支援業務委託を契約しました。

・予算の一部を翌年度に繰り越しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　運営事業者の募集に係る条件整理を行います。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 50 総合運動場施設改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  2 保健体育施設費

予 算 現 額 52,974,082円 決 算 額 49,584,350円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 3,389,732円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

スポーツ基本法、箕面市立総合運動場条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画、箕面市スポーツ施設マネジメント計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　利用者が利用しやすい施設を維持するため、「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づいて、施設の改修・修繕及び用具・備品などの更

新を行うことに加え、第二総合運動場市民体育館のＬＥＤ化を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結



ーツ施設マネジメント 　箕面市スポーツ施設マネジメント 　箕面市スポーツ施設マネジメント

計画に基づき、第一・第二テニスコ 計画に基づき、第二総合運動場市民 計画に基づき、スカイアリーナの空 計画に基づき、第二総合運動場の受

ートフェンス改修及び市民多目的グ 体育館大・小体育室への空調設備新 調設備整備、第二総合運動場市民体 変電設備取替を行いました。

ラウンド西側ネットの修繕、武道館 設、武道館ワイヤレス放送機器の更 育館ワイヤレス放送機器の更新を行

第一・第二道場への空調設備新設を 新を行いました。 いました。

行いました。

■実施結果

　「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づき、設備等を更新しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　確実に「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」のとおりに、備品や設備等が故障するわけではないため、状況に応じて計画の見直しが必要で

す。

担 当 部 局 307600 子ども未来創造局 総合水泳・水遊場整備室 

事業名 92 温水プール整備検討事業(H29繰越明許費)(H30事故繰越)
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  2 保健体育施設費

予 算 現 額 8,424,000円 決 算 額 8,424,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　実現可能性調査は、利用ニーズ予測、費用対効果の検証、運営事業者の参入可能性など、多角的な観点から分析を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　温水プール整備検討業務の最終報 　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。

告書を策定しました。

■実施結果

　利用ニーズ予測、費用対効果の検証、運営事業者の参入可能性など、多角的な観点から分析を行い、温水プール整備検討業務の最終報告書を策

定しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 307400 子ども未来創造局 保健スポーツ室 

事業名 91 総合運動場施設改修事業（H30繰越明許費）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 08 生涯にわたって学び、学びを生かせるまちをつくります  6 保健体育費

取 組 27 生涯学習拠点の整備・連携を進めます  2 保健体育施設費

予 算 現 額 298,776,000円 決 算 額 203,634,356円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 95,141,644円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 01 市条例 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

スポーツ基本法、箕面市立総合運動場条例

■位置づけられた市の個別計画

箕面市スポーツ振興計画、箕面市スポーツ施設マネジメント計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　平成30年度に予定していた「箕面市スポーツ施設マネジメント計画」に基づく施設改修を進めます。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　箕面市スポーツ施設マネジメント 　箕面市スポ



■実施結果（成果）

①就学援助の申請受付、当初認定　 ①就学援助の随時申請者の追加認定 ①就学援助の随時申請者の追加認定 ①就学援助の随時申請者の追加認定

　（認定者：1,069名） 　（認定者：8名） 　（認定者：26名） 　（認定者：19名）

・受付期間：4月1日～5月31日 ②支援教育就学奨励の申請受付、当 ②支援教育就学奨励の申請受付、追 ②就学援助、支援教育就学奨励の認

②随時申請者の追加認定（認定者： 　初認定（認定者：355名） 　加認定（認定者：3名） 　定者への支給事務を行いました。

　1名） ③就学援助、支援教育就学奨励の認 ③就学援助の認定者への支給事務を

　定者への支給事務を行いました。 　行いました。

■実施結果

１　就学援助

　　認定者：1,123名（世帯の前年所得が生活保護法による需要額の1.0倍以内である等の世帯）

２　支援教育就学奨励

　　認定者：358名（支援学級在籍児童生徒で、世帯の前年所得が生活保護法による需要額の2.5倍以内である世帯）

■実施事業の課題の整理（総括）

１　近隣市の状況・動向の把握に努める必要があります。

２　制度の一層の周知に努める必要があります。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 10 学校給食施設管理事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 2,796,000円 決 算 額 2,686,400円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 109,600円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校給食の実施に係る施設管理として、グリストラップ及び排水管の清掃業務を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　給食室グリストラップ及び排水管 　給食室グリストラップ及び排水管 　給食室グリストラップ清掃を行い 　給食室グリストラップ及び排水管

清掃業務委託契約を行いました。 清掃を行いました。 ました。 清掃を行いました。

■実施結果

　学校給食の実施に係る施設管理として、グリストラップ及び排水管の清掃業務を実施しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　今後も給食室の適正な維持管理に努めます。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304100 子ども未来創造局 学校生活支援室 

事業名  5 児童生徒就学援助事業（給食関係）（扶助費）
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 51,644,000円 決 算 額 46,100,148円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 5,543,852円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 02 市規則 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校教育法第19条、箕面市就学援助規則、箕面市就学援助費給付要綱、箕面市支援教育就学奨励費給付要綱

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　経済的理由により箕面市立小・中学校への就学が困難な児童生徒の世帯に給食費を全額補助します。また、支援学級在籍児童に対して、給食費

を半額補助します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）



　学校給食管理システムを保守しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 16 小学校給食実施事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 362,001,000円 決 算 額 360,425,194円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,575,806円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第4条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　調理業務については、14校で委託します。

　・西小学校、東小学校の2校は契約更新し、箕面小学校は新規に委託します。

　・萱野小学校、北小学校、南小学校、西南小学校、萱野東小学校、豊川北小学校、中小学校、豊川南小学校、萱野北小学校、とどろみの森学　

　　園、彩都の丘学園の11校は委託を継続します。

２　安全・安心な給食を提供するため、不具合の生じた給食備品等の修理を行います。

３　学校給食会へ運営費を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・調理業務について、13校で委託を ・調理業務について、2校で委託を 　備品の修繕や消耗品の購入を行い 　備品の修繕や消耗品の購入を行い

　継続しました。 　契約更新し、箕面小で新規に委託 ました。 ました。

・備品の修繕や消耗品の購入を行い 　をしました。

　ました。 ・備品の修繕等を行いました。

・学校給食会交付金（前期）を交付 ・学校給食会交付金（後期）を交付

　しました。 　しました。

■実施結果

１　調理業務について、小学校、小中一貫校のうち11校で委託を継続しました。2校（西小学校、東小学校）は契約を更新し、箕面小学校は、新

　　規に契約をしました。

２　安全・安心な給食を提供するため、不具合の生じた給食備品等の修繕を行いました。

３　学校給食会へ運営費として交付金を交付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 15 学校給食室一般事務経費
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  3 学校給食費

予 算 現 額 421,000円 決 算 額 414,159円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 6,841円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　事務用品の購入及び職員が出張するための経費等を計上します。

　学校給食管理システムの保守を委託します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。 　一般事務経費を執行しました。

・学校給食管理システム保守業務委

　託を契約しました。

■実施結果

１　学校給食の推進に必要な物品の購入及び出張費等の執行を行いました。

２



で委託を ・調理業務について、5校で委託を 　備品の修繕や消耗品の購入を行い 　備品の修繕や消耗品の購入を行い

　継続し、1校で契約更新しまし　 　契約更新しました。 ました。 ました。

　た。 ・備品の修繕や消耗品の購入を行い

・備品の修繕等を行いました。 　ました。

・学校給食会交付金（前期）を交付 ・学校給食会交付金（後期）を交付

　しました。 　しました。

■実施結果

１　調理業務について、6校で契約を更新しました。

２　安全・安心な給食を提供するため、不具合の生じた給食備品の修繕を行いました。

３　箕面産の野菜を取り入れ地産地消を推進しました。（箕面産率　年間平均25.6%)

４　学校給食会へ運営費として交付金を交付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 50 学校給食施設改修事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 8,589,090円 決 算 額 8,589,090円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　経年劣化により腐食が生じている給食室の水道管改修工事を実施します。

２　耐用年数を超えて使用し、性能が低下している空調設備の取替工事を実施します。

３　経年劣化により不調をきたしているボイラーの取替工事を実施します。

４　経年劣化により腐食が生じている床の改修工事を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　萱野東小学校給食室ボイラー改修 　東小学校給食室給湯器改修工事を 　特にありません。

工事を実施しました。 実施しました。

■実施結果

１　萱野東小学校給食室ボイラー改修工事を実施しました。

２　東小学校給食室給湯器改修工事を実施しました。

※予算流用　需用費3,133,790円増（止々呂美小中一貫校給食室増築事業から流用）

　　　　　　ガスヒートポンプエアコン室外機修繕等のため

　　　　　　工事請負費2,540,300円増（止々呂美小中一貫校給食室増築事業から流用）

　　　　　　東小学校給食室の給湯器修繕のため

■実施事業の課題の整理（総括）

　給食室施設の適正な維持管理のため、改修工事を行う必要があります。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 17 中学校給食実施事業
会計 01 一般会計 経常

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 141,228,000円 決 算 額 141,148,958円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 79,042円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第4条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　調理業務については、6校（第一中学校から第六中学校）で委託を契約更新します。

２　安全・安心な給食を提供するため、不具合の生じた給食備品等の修理を行います。

３　学校給食会へ運営費を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・調理業務について、5校



しまし　 ・調理器具等の備品を購入しまし　

　た。 　た。

■実施結果

１　給食室の改修と増築を行いました。

２　調理器具等の備品を購入しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 55 学校給食設備充実事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 26,311,000円 決 算 額 25,957,626円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 353,374円

市の独自性 01 市単独支出（国府基準なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

学校給食法第4条、学校給食衛生管理基準

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　食器などの消耗品を補充します。

２　クラス増などによる不足備品を購入します。

３　経年劣化した給食設備は、修繕か入替かなどを精査した上で確定します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・教室用配膳台11台、ガス立体炊飯 ・昇降式食器消毒保管機2台、ガス ・高速度ミキサーを購入しました。 　備品の修繕を行いました。

　器用内釜3台、デジタル台秤1台を 　回転釜5台、ガス立体炊飯器4台、 ・備品の修繕を行いました。

　購入しました。 　包丁まな板保管機2台、電気式消

・備品の修繕を行いました。 　毒保管機1台、リフト用コンテナ2

　台等を購入しました。

・備品の修繕を行いました。

■実施結果

１　備品を購入しました。

　①昇降式食器消毒保管機1台、リフト用コンテナ1台等･･･北小　②昇降式食器消毒保管機1台･･･萱野東小　③リフト用コンテナ1台･･･西小　

　④ガス回転釜1台、ガス立体炊飯器1台、教室用配膳台1台等･･･豊川北小 ⑤教室用配膳台4台、ガス立体炊飯器用内釜3台等･･･彩都　

　⑥消毒保管機1台、ガス回転釜1台、ガス立体炊飯器1台等･･･萱野小　⑦デジタル台秤1台、ガス回転釜1台、ガス立体炊飯器1台等･･･南小　

　⑧ガス回転釜1台、高速度ミキサー1台･･･豊川南小　⑨教室用配膳台4台等･･･とどろみ　⑩ガス回転釜1台、ガス立体炊飯器1台･･･中小　他

２　経年劣化した備品の修繕を行いました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304500 子ども未来創造局 学校施設管理室 

事業名 51 止々呂美小中一貫校給食室増築事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 132,303,910円 決 算 額 131,032,900円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 1,271,010円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　止々呂美小中一貫校の給食室の改修と増築を行います。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　増築工事（建築、機械設備、電気 ・給食室の増築工事を行いました。 　給食室の増築工事を行いました。 ・給食室の増築工事を行いました。

設備）の契約を締結しました。 ・調理器具等の備品を購入



給食材料の産地をホームペー ・主な給食材料の産地をホームペー

　ジに掲載しました。 ジに掲載しました。 　ジに掲載しました。 　ジに掲載しました。

・大阪青山大学で「一食検査」を実 ・大阪青山大学で「一食検査」を実 ・大阪青山大学で「一食検査」を実

　施しました。 　施しました。 　施しました。

・機器の保守を実施しました。

■実施結果

１　給食に使用する主な食材の産地をホームページに公開しました。

２　消費者庁から貸与された放射生物質測定検査機器を使用し、大阪青山大学で「一食検査」を実施しました。（6月6日、10月31日、2月6日）

３　消費者庁から貸与された放射生物質測定検査機器の保守委託を実施しました。

４　放射性物質精密検査の対象食品はありませんでした。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 57 新型コロナウイルス緊急対策事業（学校給食）
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 07 子どもたちの生きる力・つながる力をはぐくむ教育を進めます  6 保健体育費

取 組 23 教育環境の整備と教職員の資質向上に取り組みます  3 学校給食費

予 算 現 額 396,000円 決 算 額 396,000円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 0円

市の独自性 04 国府支出金＋市（ルール分） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 01 新規

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

　学校の臨時休業に伴う学校給食中止により、学校給食会がキャンセルせずに購入した食材費について補助金を交付します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

　特にありません。 　特にありません。 　特にありません。 　学校給食会に補助金を交付しまし

た。

■実施結果

　学校の臨時休業に伴う学校給食中止により、学校給食会がキャンセルせずに購入した食材費について補助金を交付しました。

■実施事業の課題の整理（総括）

　特にありません。

令和元年度事業成果説明書

担 当 部 局 304600 子ども未来創造局 学校給食室 

事業名 56 放射性物質測定検査事業
会計 01 一般会計 臨時

科目

10 教育費

基本方向 20 内部管理  6 保健体育費

取 組 55 内部管理  3 学校給食費

予 算 現 額 411,000円 決 算 額 377,900円 翌年度繰越額 0円 不 用 額 33,100円

市の独自性 06 国府支出金のみ（市負担なし） 独自性の根拠 04 その他 新 規 ・ 継 続 00 継続

■根拠条文

■位置づけられた市の個別計画

【 令和元年度事業 】

■事業内容（計画）

１　消費者庁から放射性物質測定検査機器の貸与を受け、大阪青山大学との協定により、同大学で給食の食材検査と一食まるごと検査を実施しま

　す。

２　消費者庁から貸与された放射性物質測定検査機器の保守委託をします。

３　測定結果から、国基準の1/2超の食材について、精密検査の外注を実施します。

第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果） ■実施結果（成果）

・主な給食材料の産地をホームペー 　主な給食材料の産地をホームペー ・主な


